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ご注意書き 

 

1. 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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CMOSデバイスの一般的注意事項 

（1）入力端子の印加波形 

入力ノイズや反射波による波形歪みは誤動作の原因になりますので注意してください。 

CMOSデバイスの入力がノイズなどに起因して，VIL（MAX.）から VIH（MIN.）までの領域にとどまるよ

うな場合は，誤動作を引き起こす恐れがあります。入力レベルが固定な場合はもちろん，VIL（MAX.）から

VIH（MIN.）までの領域を通過する遷移期間中にチャタリングノイズ等が入らないようご使用ください。 

（2）未使用入力の処理 

CMOSデバイスの未使用端子の入力レベルは固定してください。 

未使用端子入力については，CMOSデバイスの入力に何も接続しない状態で動作させるのではなく，プ

ルアップかプルダウンによって入力レベルを固定してください。また，未使用の入出力端子が出力となる可

能性（タイミングは規定しません）を考慮すると，個別に抵抗を介して VDDまたは GNDに接続することが

有効です。 

資料中に「未使用端子の処理」について記載のある製品については，その内容を守ってください。 

（3）静電気対策 

MOSデバイス取り扱いの際は静電気防止を心がけてください。 

MOSデバイスは強い静電気によってゲート絶縁破壊を生じることがあります。運搬や保存の際には，当

社が出荷梱包に使用している導電性のトレーやマガジン・ケース，または導電性の緩衝材，金属ケースなど

を利用し，組み立て工程にはアースを施してください。プラスチック板上に放置したり，端子を触ったりし

ないでください。 

また，MOSデバイスを実装したボードについても同様の扱いをしてください。 

（4）初期化以前の状態 

電源投入時，MOSデバイスの初期状態は不定です。 

電源投入時の端子の出力状態や入出力設定，レジスタ内容などは保証しておりません。ただし，リセット

動作やモード設定で定義している項目については，これらの動作ののちに保証の対象となります。 

リセット機能を持つデバイスの電源投入後は，まずリセット動作を実行してください。 

（5）電源投入切断順序 

内部動作および外部インタフェースで異なる電源を使用するデバイスの場合，原則として内部電源を投入

した後に外部電源を投入してください。切断の際には，原則として外部電源を切断した後に内部電源を切断

してください。逆の電源投入切断順により，内部素子に過電圧が印加され，誤動作を引き起こしたり，異常

電流が流れ内部素子を劣化させたりする場合があります。 

資料中に「電源投入切断シーケンス」についての記載のある製品については，その内容を守ってください。 

（6）電源 OFF時における入力信号 

当該デバイスの電源が OFF状態の時に，入力信号や入出力プルアップ電源を入れないでください。 

入力信号や入出力プルアップ電源からの電流注入により，誤動作を引き起こしたり，異常電流が流れ内部

素子を劣化させたりする場合があります。 

資料中に「電源 OFF時における入力信号」についての記載のある製品については，その内容を守ってく

ださい。 
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PFESiPは，NECエレクトロニクス株式会社の日本国内における登録商標です。 

その他，記載の会社名，製品名などは，各社の登録商標または商標です。 

 

 

 

 

 

 

本製品が外国為替及び外国貿易法の規定により規制貨物等に該当するか否かは，ユーザ（仕様を決定した

者）が判定してください。該当する場合，日本国外に輸出する際に，同法に基づき日本国政府の輸出許可

が必要です。 

 

 

• 本資料に記載されている内容は 2009年 11月現在のもので，今後，予告なく変更することがあります。 

量産設計の際には最新の個別データ・シート等をご参照ください。 

• 文書による当社の事前の承諾なしに本資料の転載複製を禁じます。当社は，本資料の誤りに関し，一切その

責を負いません。 

• 当社は，本資料に記載された当社製品の使用に関連し発生した第三者の特許権，著作権その他の知的財産権

の侵害等に関し，一切その責を負いません。当社は，本資料に基づき当社または第三者の特許権，著作権そ

の他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 

• 本資料に記載された回路，ソフトウエアおよびこれらに関連する情報は，半導体製品の動作例，応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において，回路，ソフトウエアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には，お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し，当社は，一切その責を負いません。 

• 当社は，当社製品の品質，信頼性の向上に努めておりますが，当社製品の不具合が完全に発生しないことを

保証するものではありません。また，当社製品は耐放射線設計については行っておりません。当社製品をお

客様の機器にご使用の際には，当社製品の不具合の結果として，生命，身体および財産に対する損害や社会

的損害を生じさせないよう，お客様の責任において冗長設計，延焼対策設計，誤動作防止設計等の安全設計

を行ってください。 

• 当社は，当社製品の品質水準を「標準水準」，「特別水準」およびお客様に品質保証プログラムを指定して

いただく「特定水準」に分類しております。また，各品質水準は，以下に示す用途に製品が使われることを

意図しておりますので，当社製品の品質水準をご確認ください。 

標準水準：コンピュータ，OA機器，通信機器，計測機器，AV機器，家電，工作機械，パーソナル機器，

産業用ロボット 

特別水準：輸送機器（自動車，電車，船舶等），交通用信号機器，防災・防犯装置，各種安全装置，生命

維持を目的として設計されていない医療機器 

特定水準：航空機器，航空宇宙機器，海底中継機器，原子力制御システム，生命維持のための医療機器，

生命維持のための装置またはシステム等 

当社製品のデータ・シート，データ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は，標準水準製品で

あることを表します。意図されていない用途で当社製品の使用をお客様が希望する場合には，事前に当社販

売窓口までお問い合わせください。 

注 1. 本事項において使用されている「当社」とは，NECエレクトロニクス株式会社および NECエレクト

ロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいう。 

注 2. 本事項において使用されている「当社製品」とは，注 1において定義された当社の開発，製造製品

をいう。 
（M8E0909J）
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本版で改訂された主な箇所 

箇 所 内  容 

p.87 3. 4. 1（1）MEMC_INT 説明を追加 

p.98 3. 4. 4（3）UF0 EPNAKレジスタ（UF0EN） 修正 

p.107, 108 3. 4. 4（11）UF0 INTステータス0レジスタ（UF0IS0） 修正 

p.127 3. 4. 4（28）UF0 DMAステータス1レジスタ（UF0DMS1） 修正 

p.208 3. 7. 6 DMAモードによるバルク転送 修正 

p.208 図3－26 DMAの初期化処理 修正 

p.209, 210 図3－27 DMAモードでのバルク転送処理フロー例 修正 

p.217 4. 3 クロックとリセット 修正 

p.217 表4－2 UCLKタイミング 修正 

本文欄外の★印は，本版で改訂された主な箇所を示しています。 

この"★"をPDF上でコピーして「検索する文字列」に指定することによって，改版箇所を容易に検索できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計する際は，最新の資料を弊社販売担当または販売特約店にご確認ください。 
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はじめに 
 

対 象 者  このマニュアルは，V850E2 CPUコア内蔵マイクロコントローラ機能チップ「PFESiP/V850EP1」

の機能を理解し，それを用いた PFESiP EP-1シリーズ製品を開発検討するユーザを対象とします。

 

目 的  このマニュアルは，PFESiP/V850EP1のハードウエア機能のうち USB機能をユーザに理解していた

だくことを目的としています。 

 

読 み 方  このマニュアルの読者には，電気，論理回路，マイクロコンピュータ，SRAM，ページ ROM, SDRAM

に関する一般知識を必要とします。 

 

凡 例  データ表記の重み  ：左が上位桁，右が下位桁 

アクティブ・ローの表記 ：xxxZ （端子，信号名称のあとに Z） 

注   ：本文中につけた注の説明 

注意   ：気をつけて読んでいただきたい内容 

備考   ：本文の補足説明 

数の表記   ：2進数 … xxxxまたは xxxxB 

    10進数 … xxxx 

    16進数 … xxxxH 

2のべき数を示す接頭語（アドレス空間，メモリ容量）： 

    K（キロ）… 210 = 1024 

    M（メガ）… 220 = 10242 

    G（ギガ）… 230 = 10243 

データ・タイプ  ：ワード … 32ビット 

    ハーフワード … 16ビット 

    バイト … 8ビット 

 

 



ユーザーズ・マニュアル  A19071JJ2V0UM 9

関連資料 関係資料は暫定版の場合がありますが，この資料では「暫定」の表示をしておりません。 

あらかじめ，ご了承ください。また各コアの開発・企画段階で資料を作成しているため，関連資料は個

別のお客様向け資料の場合があります。 

 

PFESiP EP-1シリーズに関する資料 

資料名 資料番号 

V850E2 ユーザーズ・マニュアル アーキテクチャ編 U17135J 

PFESiP EP-1シリーズ 設計マニュアル A19068J 

PFESiP/V850EP1 ユーザーズ・マニュアル 製品データ編 A19069J 

PFESiP/V850EP1 ユーザーズ・マニュアル ハードウエア編（CPU機能） A19070J 

PFESiP/V850EP1 ユーザーズ・マニュアル ハードウエア編（USB機能） このマニュアル 

PFESiP/V850EP1 アプリケーション・ノート USBファンクション機能の設定例 A19349J 

 

PFESiP EP-1 Evaluation Boardに関する資料 

資料名 資料番号 

PFESiP EP-1 Evaluation Board ユーザーズ・マニュアル 技術情報編 A19350J 

PFESiP EP-1 Evaluation Board ユーザーズ・マニュアル オーダ情報編 A19352J 

PFESiP EP-1 Evaluation Board ユーザーズ・マニュアル FPGA設計ガイド編 A19351J 

PFESiP EP-1 Evaluation Board Lite ユーザーズ・マニュアル 技術情報編 A19354J 

 

開発ツールに関する資料（ユーザーズ・マニュアル） 

資料名 資料番号 

RX850 Pro（Ver.3.20）（リアルタイム OS） 基礎編  U13773J 

 インストレーション編 U17421J 

 テクニカル編 U13772J 

 タスク・デバッガ編 U17422J 
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第1章 USB機能概要 
 

 

 

PFESiP/V850EP1は，Universal Serial Bus Specificationに準拠した，USBファンクション・コントローラと USB

ホスト・コントローラを内蔵しています。 

 

1. 1 特  徴 

 

○ Universal Serial Bus Specificationに準拠 

 

○ USBファンクション・コントローラ： 

 12 Mbps（フル・スピード）転送に対応 

 1chアップストリーム・ポート搭載 

 下記の転送用エンドポイントを内蔵 

 
エンドポイント名 FIFOサイズ（バイト） 転送タイプ 備 考 

EP0 64 Control Read/Write  

EP1 64×2 Bulk In ダブル・バッファ構成 

EP2 64×2 Bulk Out ダブル・バッファ構成 

EP7 8 Interrupt  

 

 Bulk In/Outデータは DMA転送（2クロック転送）可能 

 

○ USBホスト・コントローラ： 

 12 Mbps（フル・スピード）と 1.5 Mbps（ロー・スピード）転送に対応 

 OHCI（Open Host Controller Interface）1.0aをサポート 

 （ただし USBポートを Disableから Enableへ遷移させる制御に制限あり） 

 2chルート・ハブ機能を内蔵し，2つのダウンストリーム・ポートを搭載 

 シェアード・メモリとして 8 Kバイト内蔵 SRAMと外部 SDRAMを使用 

 

○ メモリ・バス幅： CPUインタフェース … 32ビット幅 

 USBホスト・コントローラの外部 SDRAMインタフェース … 16/32ビット幅 

 

○ クロック入力： fUSB = 48 MHz（ホスト・コントローラ／ファンクション・コントローラで使用） 

 fPCLK = 25 MHz-33 MHz（ホスト・コントローラのみ使用） 
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注意 USB機能を利用する場合には，MODE0, MODE1端子を適切なモードに設定してください。 

 
MODE1 MODE0 動作モード 

0 0 USB機能無効 

0 1 USBファンクションのみ有効 

1 0 USBホストのみ有効 

1 1 USBホスト／ファンクション有効 

 

無効時には USBファンクション・コントローラまたは USBホスト・コントローラで使用するクロックを

停止します。これらの端子設定は，PFESiP/V850EP1動作中には変更しないでください。 
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1. 2 構  成 

 

図 1－1 USB構成図 
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1. 3 USB端子機能 

 

表 1－1 USB端子表 

端子名称 入出力 機 能 アクティブ

UCLK 入力 USBクロック信号入力 － 

UHD0P 入出力 USBホスト・チャネル 0データ入出力（＋） － 

UHD0M 入出力 USBホスト・チャネル 0データ入出力（－） － 

UHD1P 入出力 USBホスト・チャネル 1データ入出力（＋） － 

UHD1M 入出力 USBホスト・チャネル 1データ入出力（－） － 

PPON0 出力 USBホスト・チャネル 0電源制御出力 ハイ 

PPON1 出力 USBホスト・チャネル 1電源制御出力 ハイ 

OCI0 入力 USBホスト・チャネル 0過電流検出入力 ロー 

OCI1 入力 USBホスト・チャネル 1過電流検出入力 ロー 

UFDP 入出力 USBファンクション・データ入出力（＋） － 

UFDM 入出力 USBファンクション・データ入出力（－） － 

VBUSDET 入力 USBファンクション 挿抜検知入力 ハイ 

PCLKIN 入力 USBバス・ブリッジ用クロック － 

UCLKSEL0 入力 USBクロック選択入力         0:XT1, XT2選択  1:UCLK選択 － 

UCLKSEL1 入力 USBバス・ブリッジ用クロック選択入力 0:XT1, XT2選択  1:PCLKIN選択 － 

MODE0, MODE1 入力 PFESiP/V850EP1の USB動作モード設定 － 
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1. 4 USBメモリ・マップ 

 

USBホスト・コントローラ，ファンクション・コントローラは，ともに CSZ5空間に割り当てられます。CSZ5

の配置アドレス（サブエリア）は CSC1レジスタで設定してください。また CSZ5領域は BCT1レジスタで SRAM, 

I/Oに設定し，バス幅は LBSレジスタで 32ビット幅に設定してください。 

 

USBホスト・コントローラは外部メモリ・バスのマスタの機能を持ち，UCSSレジスタにより SDRAMインタ

フェースとして利用可能な CSZ1, CSZ3, CSZ4, CSZ6の任意のチップ・セレクト信号に割り当てられた SDRAMを

利用できます。このとき，シェアする SDRAMのバス幅は，LBSレジスタと USBホスト・コントローラの

SDRAM_CTLとも同一のバス幅（16ビットまたは 32ビット）に設定してください。 

 

USBホスト・コントローラの中心機能である OHCIホスト・コントローラは，CSZ5空間の SRAMインタフェー

スを経由し，内部 PCIバス・ブリッジを経由して接続されています。CPUと内部 PCIバス・ブリッジは同一のメ

モリをシェアし，CPUメモリ空間と PCIメモリ空間がリンクします。この関係は，PCIホスト・ブリッジ・レジス

タと，PCIホスト・ブリッジ・レジスタを介してアクセスされる PCIコンフィギュレーション・レジスタにより定

義されます。 
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図 1－2 USBメモリ・マップ 

 
  

OHCI Operational 
レジスタ領域 
（4Kバイト） 

+7FFFH 

+1FFFH 
+2000H 

+30FFH 

+3FFFH 

CSZn 
ベース・アドレス 

+ 0000H 

CSZn領域 
SDRAMに割り当て 

PCIメモリ空間 

SDRAM領域 SDRAM領域 

SDRAM_BASE 

n = 1, 3, 4, 6 

USBホスト 
領域 

CSZ5 
ベース・アドレス 

+ 0000H 

SRAM領域 
（8Kバイト） 

SRAM領域 

Host Controller 
Communication Area
（HCCA領域） 
（256バイト） SRAM_BASE 

SRAM_BASE + 1FFFH

PCIメモリ領域 
（4Kバイト） 

+2FFFH 
+3000H 

PCIホスト・ブリッジ・
レジスタ領域 
（256バイト） 

未使用領域 

USBファンクション 
領域 

CSZ5 
領域 

HcHCCA

CPUメモリ空間 PCIコンフィギュレーション空間

PCI 
コンフィギュレーション・ 

レジスタ 
（256バイト） 

PCI_CONFIG_DATA 
PCI_CONFIG_ADD 
を使用して Read / Write

SDRAM_BASE + SDRAM_RANGE

PCI_MEM_BASE

PCI_MEM_BASE + 0FFFH

+4000H 

BASE Address Register
（10H） 

+47FFH 
EPCレジスタ領域

+4800H 

+480FH ファンクション・ 
ブリッジ・レジスタ領域

未使用領域 

DMAレジスタ領域

未使用領域 

未使用領域 

未使用領域 

+4900H 

+491FH 

+4A00H 

+4B00H 

Bulk In レジスタ 

Bulk Out レジスタ
+4B01H 

 

 



第 1章 USB機能概要 

ユーザーズ・マニュアル  A19071JJ2V0UM 20 

1. 5 USB関連の割り込み 

 

表 1－2 USB関連の割り込み要因一覧 

マスカブル割り込み要因 

名 称 制御レジスタ 発生要因 発生ユニット 

デフォルト・

プライオリティ

例外 
コード 

ハンドラ・ 
アドレス 

復帰 

PC 
DMA

転送

要因

INTUSBH0 UHIC0 

（1FFFF182H） 

USBH割り込み 0 

（INTA，SMMI，PME）

USBホスト・コントローラ
（OHCI HC） 

57 0410H 00000410H Next PC ○

INTUSBH1 UHIC1 

（1FFFF184H） 

USBH割り込み 1 

（PME） 

USBホスト・コントローラ
（OHCI HC） 

58 0420H 00000420H Next PC ○

INTUSBF0 UFIC0 

（1FFFF186H） 

USBF割り込み 0 

（エンドポイントの 

イベント） 

USBファンクション・コン
トローラ（EPC，ファンク
ション・ブリッジ） 

59 0430H 00000430H Next PC ○

INTUSBF1 UFIC1 

（1FFFF188H） 

USBF割り込み 1 

（エンドポイント 1の 

DMA転送終了） 

USBファンクション・コン
トローラ（ファンクショ

ン・ブリッジ） 

60 0440H 00000440H Next PC ○

INTUSBF2 UFIC2 

（1FFFF18AH） 

USBF割り込み 2 

（エンドポイント 2の 

DMA転送終了） 

USBファンクション・コン
トローラ（ファンクショ

ン・ブリッジ） 

61 0450H 00000450H Next PC ○

INTUSBF3 UFIC3 

（1FFFF18CH） 

USBF割り込み 3 

（Resume） 

USBファンクション・コン
トローラ（SIE） 

62 0460H 00000460H Next PC ○

INTUSBF4 UFIC4 

（1FFFF18EH） 

USBF割り込み 4 

（VBUS検出） 

USBファンクション・コン
トローラ外部端子 

63 0470H 00000470H Next PC ○
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1. 6 USB関連の I/Oレジスタ設定 

 

USB機能を利用するには，次のように周辺 I/Oレジスタを設定してください。 

 

表 1－3 USB機能利用時の周辺 I/Oレジスタの設定 

略称 アドレス 設定値 備考 

CSC1 1FFF F062H CSZ5を任意のサブエリア（70, 71, 72, 73）
に割り当て 

CSREMAP使用時，CSZ5はデフォルト設定でマッピング
してください。USB機能で使用されるチップ・セレクト信
号は CSZ5固定となっていますので，他の CSZnへ振り替
えることはできません。 

BCT1 1FFF F482H xx8xH CSZ5は SRAM, I/Oを選択 

LBS 1FFF F48EH xxxx11xx xxxxxxxxB CSZ5は 32ビット幅 

DWC1 1FFF F486H 任意の値 CSZ5のデータ・ウエイトは任意の値（0～7）に設定 

BCC 1FFF F488H 任意の値 CSZ5のアイドル・ステートは任意の値（0～3）に設定 

ASC 1FFF F48AH 任意の値 CSZ5のアドレス設定ウエイトは任意の値（0～3）に設定

UCSS 1FFF F8B6H SDRAMをCSZ1, CSZ3, CSZ4, CSZ6の任意
のチップ・セレクト信号に割り当て 

USBホスト・コントローラで使用します。 

CPUとシェアする SDRAMと同一の CSZ信号に設定しま
す。CSREMAP使用時，UCSSにて割り当てられるのはリ
マップ後のチップ・セレクト信号になります。 

UDMS 1FFF F8B8H DMAインタフェース信号 4チャネルのうち
任意の 2チャネルを USB用 DMAインタ
フェース信号として割り当て 

USBファンクション・コントローラで使用します。 

チャネル 0は EP1（BulkIn），チャネル 1は EP2（BulkOut）
が対応します。 

 

CSREMAP使用時，USB機能は，リマップ後のMEM_CSZn（CSZnと論理的に等価）に割り当てられたアドレ

ス空間を使用します。 
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第2章 USBホスト・コントローラ 
 

 

 

2. 1 概  要 

 

USBホスト・コントローラは，トークン・ベースのプロトコルにより，外部ファンクション・デバイスとの間で

ポーリング方式のデータ通信を行います。 

OHCI（Open Host Controller Interface）1.0aに準拠し，2チャネル・ルート・ハブ機能，2つのダウンストリー

ム・ポートを搭載しています。外部ファンクション・デバイスとのデータ転送は，Control／Bulk／Isochronous／

Interruptのすべての転送タイプを利用できます（ただし Isochronous転送のようにシステム負荷の大きい転送では，

事前にパフォーマンス評価が必要です）。 
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2. 2 PCIホスト・ブリッジ 

 

2. 2. 1 PCIホスト・ブリッジの機能 

PCIホスト・ブリッジは，CPUシステムから PCIを介して OHCIホスト・コントローラへ接続するブリッジ回

路で，下記の機能を持っています。 

 

○ PCIマスタ・サイクル制御 

CPU（MEMC）からの PCIバス・アクセス要求に対し 

PCI Configuration Register Read/Write Single Cycle 

PCI Memory Read/Write Cycle 

を発行します。 

 

○PCIスレーブ・サイクル制御 

PCIバスからの SDRAM領域，および SRAM領域へのアクセスに対し， 

PCI Memory Read/Write Cycle（最大 8ワードのバースト転送） 

を受け付けます。 

 

○PCIエラー処理 

Master Abort, Target Abort, PERR#受信，SERR#受信に対しエラー割り込みを発生します。 

（エラー直前のアドレスを保持） 

 

○PFESiP/V850EP1内蔵メモリ・コントローラ（NBA85E535）バス制御 

メモリ・コントローラ・バス経由の CPUからのアクセスに対して，ハードウエア・ウエイト（WAIT）に

よりバス・サイクルを制御します。 

 

○SRAM制御 

シェアード・メモリとして 8 Kバイトの SRAMを内蔵しています。主にディスクリプタを配置するために

使用します。CPU（MEMC）と PCIバスの双方からの SRAM領域アクセスを調停／制御します。 

 

○SDRAM制御 

シェアード・メモリとして，PFESiP/V850EP1外部に接続した SDRAMを使用します。PCIバスからの

SDRAM領域アクセスに応答し，メモリ・コントローラとのバス要求ハンドシェーク後に，SDRAMを制御

します。16ビット／32ビットの SDRAMデータ幅に対応しています。 
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2. 2. 2 CPUメモリ空間 

CPUメモリ空間は，下記のように分割して使用します。 

シェアード・メモリとして，USB機能専用の内蔵 SRAM（8 Kバイト），外付け SDRAMを配置し，さらに

PCIメモリ領域と PCIホスト・ブリッジ・レジスタ領域を CPUメモリ空間に配置しています。 

 

表 2－1 CPUメモリ空間の分割 

Base Address Offset Address 領 域 

CSZ5で選択されるアドレス 0000H-1FFFH USB専用 SRAM領域（8 Kバイト） 

 2000H-2FFFH PCIメモリ領域（4 Kバイト） 

 3000H-30FFH PCIホスト・ブリッジ・レジスタ領域（256バイト） 

 3100H-3FFFH Reserved 

UCSSレジスタで選択した CSZn 0000H-任意 SDRAM領域 

備考 n = 1, 3, 4, 6 

 

2. 2. 3 PCIホスト・ブリッジ・レジスタ 

PCIブリッジは，下記の PCIホスト・ブリッジ・レジスタを備えています。CSZ5により任意にマッピングさ

れるため，CSZ5の開始アドレスがベース・アドレスになります。 

（レジスタ・アドレス = Base Address＋Offset Address 1＋Offset Address2） 

32ビット単位でのみアクセスできます。 

 

表 2－2 PCIホスト・ブリッジ・レジスタ 

Base Address Offset Address 1 Offset Address 2 レジスタ名称 略 号 R/W

CSZ5開始 3000H 00H PCI Configuration Data Register PCI_CONFIG_DATA R/W 

アドレス  04H PCI Configuration Address Register PCI_CONFIG_ADD R/W 

  08H PCI Control 1 Register PCI_CONTROL1 R/W 

  0CH PCI Control 2 Register PCI_CONTROL2 R/W 

  10H Reserved － － 

  14H PCI Memory Base Address Register PCI_MEM_BASE R/W 

  18H PCI Interrupt Status Register PCI_INT_STATUS R/W 

  1CH PCI Interrupt Control Register PCI_INT_CTL R/W 

  20H PCI Bus Error Address PCI_ERR_ADD R 

  24H-3FH Reserved － － 

  40H SDRAM Area Base Address Register SDRAM_BASE R/W 

  44H SDRAM Area Address Range Register SDRAM_RANGE R/W 

  48H SDRAM Control Register SDRAM_CTL R/W 

  4CH Reserved － － 

  50H SRAM Area Base Address Register SRAM_BASE R/W 

  54H-FFH Reserved － － 
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（1）PCI Configuration Data Register 

 
 

31-0 

オフセット・ 
アドレス 

初期値 

PCI_CONFIG_DATA cdata [31:0] 00H 不定 

 R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 31-0 cdata このレジスタで PCI Configuration Registerにアクセスできます。 

先に PCI_CONFIG_ADDレジスタの設定が必要です。 
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（2）PCI Configuration Address Register 

 
 

31-0 

オフセット・ 
アドレス 

初期値 

PCI_CONFIG_ADD cadd [31:0] 04H 0000 0000H

 R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 31-0 cadd PCI Configuration Registerのアドレスを設定します。 

 

PCI Configuration Address Registerの設定方法 

 

31  11 10 8 7  2 1 0

   0 0
          

IDSEL指定 
機能 
番号 

レジスタ 
番号 

 

 

○レジスタ番号： PCI Configuration Registerの番号を指定します。 

○機能番号： PCI Multi Function Deviceに対する機能番号を指定します。 

○IDSEL指定： アクセスする PCI Deviceの IDSEL信号を選択します。 
 

PCIホスト・ブリッジは IDSEL信号を AD[31:11]で代用するため，PCIバスに接続している
PCIデバイスへの Configurationアクセスは，各々の IDSEL端子に接続している AD信号に対応
するビットのどれか 1ビットだけ設定します。 

PFESiP/V850EP1では，IDSEL端子には AD31信号を接続していますので，cadd31ビット
をセット（1）することで PCIデバイス（OHCIホスト・コントローラ）へアクセス可能になり
ます。 

 

PCI Configuration Registerのアクセス方法 
 

次の手順に従って，PCIバスの Configuration Registerにアクセスできます。 
 

○PCI_CONFIG_ADDレジスタ設定  

Configuration Cycleのアドレスを設定します。 

○PCI_CONFIG_DATAレジスタ設定 

PCI_CONFIG_ADDに設定したアドレスへのリード・アクセスは，PCI_CONFIG_DATAレ
ジスタから読み出すことができます。また，ライト・アクセスは PCI_CONFIG_DATAに書き
込むことで実行できます。 
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（3）PCI Control 1 Register 

 
 

31       24 23      17 16 

オフセット・
アドレス 

PCI_ 
CONTROL1 pci_parkcnt[7:0] 0 pci_bpmode 08H 

 R/W R R/W  
 

 15     10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 初期値 

 0 pci_req_en 1 0 0 pci_pchken pci_reset sram_en sdram_en mem_en 0 0700 0300H

 R R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W R  
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31-24 pci_parkcnt[7:0] PCI Bus Parking Timer 

Bus Parkingに移行する時間を設定します。FRAME# = 1 & IRDY# = 1でカウントを開始
します。 

このビットは初期値のまま変更する必要はありません。 

16 pci_bpmode PCI Bus Parking Mode 

0：Bus Parking Masterは，このマクロ限定（初期値） 

1：Bus Parking Masterは，最後にアクセスしたマスタ 

このビットは初期値のまま変更する必要はありません。 

9 pci_req_en PCI Request Enable 

0：Request無効 

1：Request有効（初期値） 

このビットは初期値のまま変更する必要はありません。 

5 pci_pchken PCI Parity Check Enable 

0：PCIバス上の Parity Checkを無効とする（初期値） 

1：PCIバス上の Parity Checkを有効とする 

このビットは初期値のまま変更する必要はありません。 

4 pci_reset PCI Reset 

0：PCIバスはリセット状態（初期値） 

1：PCIバスはリセット解除 

OHCIホスト・コントローラへアクセスする際には，セット（1）してください。 

3 sram_en SRAM領域 Enable 

0：PCIバスからの SRAM領域へのアクセスに応答しません（初期値） 

1：PCIバスからの SRAM領域へのアクセスに応答します 

OHCIホスト・コントローラから SRAMへアクセスを開始する際には，セット（1）して
ください。 

2 sdram_en SDRAM領域 Enable 

0：PCIバスからの SDRAM領域へのアクセスに応答しません（初期値） 

1：PCIバスからの SDRAM領域へのアクセスに応答します 

OHCIホスト・コントローラから SDRAMへアクセスを開始する際には，セット（1）し
てください。 

 

1 mem_en  PCIメモリ領域 Enable 

0：PCI Memory Areaへの CPUからのアクセスを禁止します（初期値） 

1：PCI Memory Areaへの CPUからのアクセスを許可します 

OHCIホスト・コントローラの OHCIレジスタへアクセスする際には，セット（1）して
ください。 
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（4）PCI Control2 Register 

 
 

31  9  8  7 6   4 3 2   0 

オフセット・ 
アドレス 

初期値 

PCI_CONTROL2 0 wbuf_busy 0 wburst_size[2:0] 0 rburst_size[2:0] 0CH 0000 0077H

 R R R R/W R R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

8 wbuf_busy PCI Write Buffer Busy 

PCI Target (SDRAM) Write時のWrite Bufferのデータ状態を示します。 

0：Write Bufferに SDRAM/SRAMへのライト・データはありません。 

1：Write Bufferに SDRAM/SRAMへのライト・データが残っています。 

6-4 wburst_size[2:0] PCI Write Burst Max Size 

PCI Target (SDRAM) Write時の最大バースト長を設定します。 

 

wburst_size 

2 1 0 

PCI Target Write時の最大バースト長 

0 0 0 Single転送のみ対応 

0 0 1 2バースト 

0 1 0 3バースト 

0 1 1 4バースト 

1 0 0 5バースト 

1 0 1 6バースト 

1 1 0 7バースト 

1 1 1 8バースト（初期値） 

 

このビットは初期値のまま変更する必要はありません。 

 

2-0 rburst_size[2:0] PCI Read Burst Max Size 

PCI Target (SDRAM) Read時の最大バースト長を設定します。 

 

wburst_size 

2 1 0 

PCI Target Read時の最大バースト長 

0 0 0 Single転送のみ対応 

0 0 1 2バースト 

0 1 0 3バースト 

0 1 1 4バースト 

1 0 0 5バースト 

1 0 1 6バースト 

1 1 0 7バースト 

1 1 1 8バースト（初期値） 

 

このビットは初期値のまま変更する必要はありません。 
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（5）PCI Memory Base Address Register 

 
 

31          12 11    0 

オフセット・ 
アドレス 

初期値 

PCI_MEM_BASE m_base[31:12] 0 14H 0000 2000H

 R/W R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 31-12 m_base[31:12] PCI Memory Base Address Register 

PCIメモリ領域からアクセスする上位アドレスの PCI Memory Base Addressを設定しま
す。 

PCIメモリ領域を介して，PCIバス・メモリ空間へのメモリ・アクセスを行うとき，この
レジスタの設定によって，4Gバイトの PCIバス・メモリ空間のうち任意の領域にアクセ
スが可能となります。 
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（6）PCI Interrupt Status Register 

このレジスタで，PCIホスト・ブリッジから出力される INTUSBH0, INTUSBH1信号の発生要因を知るこ

とができます。なお，inta, int_smmi, int_pmeの割り込み要因のクリア（0）は発生元で行います。serr, perr, 

mabort, tabortの割り込み要因はデバッグ時のみ使用され通常は使用しません。 

各割り込み要因を有効にする方法は，次項の PCI_INT_CTLレジスタで説明します。 

 
 

31  12 11 10 9 8 7 4 3 2 1 0 

オフセット・ 
アドレス 

初期値 

PCI_INT_STATUS 0 Int_ 
pme 

Int_ 
smmi 0 Inta 0 serr perr mabor

t tabort 18H 0000 0000H

  R R R R R R R/W R/W R/W R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

11 int_pme PCI Interrupt PME Status 

0：割り込み要因はありません 

1：PMEによる割り込み発生 

割り込み要因のクリア（0）は PME発生元にて行います。 

10 Int_smmi PCI Interrupt SMMI Status 

0：割り込み要因はありません 

1：SMMIによる割り込み発生 

割り込み要因のクリア（0）は SMMI発生元にて行います。 

8 inta PCI Interrupt INTA Status 

0：割り込み要因はありません 

1：INTAによる割り込み発生 

割り込み要因のクリア（0）は INTA発生元にて行います。 

3 serr PCI Host Bridge System Error Interrupt Status 

0：割り込み要因はありません 

1：System Error検出 

‘1’を書き込むと，割り込み要因がクリア（0）されます。 

この割り込みはデバッグ用で通常時は使用しません。 

2 perr PCI Host Bridge Parity Error Interrupt Status 

0：割り込み要因はありません 

1：Parity Error検出 

‘1’を書き込むと，割り込み要因がクリア（0）されます。 

この割り込みはデバッグ用で通常時は使用しません。 

1 mabort PCI Host Bridge Master Abort Interrupt Status 

0：割り込み要因はありません 

1：Master Abort受信 

‘1’を書き込むと，割り込み要因がクリア（0）されます。 

この割り込みはデバッグ用で通常時は使用しません。 

 

0 tabort PCI Host Bridge Target Abort Interrupt Status 

0：割り込み要因はありません 

1：Target Abort受信 

‘1’を書き込むと，割り込み要因がクリア（0）されます。 

この割り込みはデバッグ用で通常時は使用しません。 
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（7）PCI Interrupt Control Register 

 
 

31  12 11 10 9 8 7 4 3 2 1 0 

オフセット・
アドレス 

初期値 

PCI_INT_CTL 0 int_pme 
_en 

int_smmi
_en 0 inta

_en 0 
serrint
_en 

perrint
_en 

maborti
nt_en

tabortin
t_en 1CH 0000 0000H

 R R/W R/W R R/W R R/W R/W R/W R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

11 int_pme_en PCI Interrupt PME Enable 

0：割り込み要因として無効にする（初期値） 

1：割り込み要因として有効にする 

10 int_smmi_en PCI Interrupt SMMI Enable 

0：割り込み要因として無効にする（初期値） 

1：割り込み要因として有効にする 

8 inta_en PCI Interrupt INTA Enable 

0：割り込み要因として無効にする（初期値） 

1：割り込み要因として有効にする 

3 serrint_en PCI Host Bridge System Error Interrupt Enable 

0：割り込み要因として無効にする（初期値） 

1：割り込み要因として有効にする 

この割り込みはデバッグ用で通常時は使用しません。 

2 perrint_en PCI Host Bridge Parity Error Interrupt Enable 

0：割り込み要因として無効にする（初期値） 

1：割り込み要因として有効にする 

この割り込みはデバッグ用で通常時は使用しません。 

1 mabortint_en PCI Host Bridge Master Abort Interrupt Enable 

0：割り込み要因として無効にする（初期値） 

1：割り込み要因として有効にする 

この割り込みはデバッグ用で通常時は使用しません。 

 

0 tabortint_en PCI Host Bridge Target Abort Interrupt Enable 

0：割り込み要因として無効にする（初期値） 

1：割り込み要因として有効にする 

この割り込みはデバッグ用で通常時は使用しません。 
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（8）PCI Bus Error Address 

 
 

31-0 

オフセット・ 
アドレス 

初期値 

PCI_ERR_ADD err_adr[31:0] 20H 0000 0000H

 R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 31-0 err_adr[31:0] PCI Bus Error Address 

このレジスタは，次のエラー要因が発生したときの PCIアドレスを保持します。 

○SERR#入力 

○Parity Error発生 

○PCI Bus Master Abort発生 

○PCI Bus Target Abort発生 

リード・アクセスすることで全ビットがクリア（0）されます。一度バス・エラーが起
きて，このレジスタに値がセットされると，リードするか，新たなバス・エラーにより値

が更新されるまで保持します。本機能はデバック時のみ使用され，通常は使用しません。

 

 

（9）SDRAM Area Base Address Register 

 
 

31       16 15       0 

オフセット・ 
アドレス 

初期値 

SDRAM_BASE s_base[31:16] 0 40H 0000 0000H

 R/W R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 31-16 s_base[31:16] SDRAM Area Base Address 

SDRAM領域アクセス時のスタート・アドレスを設定します。64 Kバイト単位で設定
可能です。 

このレジスタは，PCI空間における SDRAM領域のベース・アドレスを設定します。

このレジスタと SDRAM_RANGEレジスタの設定によって，PCIターゲットからのメ
モリ・アクセスが発生した場合，一致したアドレスに対して応答します。 
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（10）SDRAM Area Address Range Register 

 
 

31       16 15       0 

オフセット・ 
アドレス 

初期値 

SDRAM_RANGE s_range[31:16] FFFFH  44H 0000 FFFFH

 R/W R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 31-16 s_range[31:16] SDRAM領域の範囲を設定します。設定は 64 Kバイト単位で設定可能です。 

 

s_range[31:16] SDRAM領域の範囲 

000H 64 Kバイト 

～
 

～
 

00FH 1Mbyte 
～

 

～
 

0FFH 16Mbyte 

～
 

～
 

1FFH 32Mbyte 

 

このレジスタは，PCI空間における SDRAM領域の範囲を設定します。 

SDRAM_BASEレジスタに SDRAMのスタート・アドレスを設定し，このレジスタに
よってその範囲を設定します。 
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（11）SDRAM Control Register 

SDRAM_CTLレジスタは，SDRAM領域へのアクセス制御を設定します。 

 

（1/2） 

 
31   28 27           16 

オフセット・
アドレス 

SDRAM_CTL 0 cycle_latency[11:0] 48H 

 R R/W  
 

 15  13 12 11  10 9  8 7 6 5  4 3 2 1  0 初期値 

 0 bus_size 0 case_latency[1:0] 0 wait_state[1:0] 0 column_size[1:0
] 0007 0230H

 R R/W R R/W R R/W R R/W  
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

27-16 cycle_latency[11:0] SDRAM Access Latency 
PCIデバイスからのSDRAMアクセスに対して，バーストデータ間のインターバルを
BUSCLK単位で設定します。 
このビットは初期値のまま変更する必要はありません。 

 

cycle_latency[11:0] SDRAMアクセスのレーテンシ 

000H レーテンシなし 

～
 

～
 

007H 7×BUSCLK（初期値） 

～
 

～
 

FFFH 4095×BUSCLK 

  

12 bus_size SDRAMのデータ・バス幅を設定します 

0：16ビット（初期値） 

1：32ビット 

9, 8 cas_latency[1:0] SDRAMの CASレーテンシを設定します 

 

cas_latency[1:0] 

1 0 

SDRAMの CASレーテンシ 

0 0 設定禁止 

0 1 CASレーテンシ = 1 

1 0 CASレーテンシ = 2（初期値） 

1 1 CASレーテンシ = 3 

  

 

5, 4 wait_state[1:0] SDRAM ACT → CMD，PRE → ACT，CMD → ACT時のウエイトを設定します 

 

wait_state[1:0] 

1 0 

ACT → CMD，PRE → ACT，CMD → ACT時の 
ウエイト 

0 0 設定禁止 

0 1 1×BUSCLK 

1 0 2×BUSCLK 

1 1 3×BUSCLK（初期値） 
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（2/2） 

 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 1, 0 column_size[1:0] SDRAMのカラム・サイズを設定します。 

 

column_size[1:0]

1 0 
SDRAMのカラム・サイズ 

0 0 8ビット（初期値） 

0 1 9ビット 

1 0 10ビット 

1 1 11ビット 

  

 

 

次に SDRAM領域へアクセスする際に出力するアドレス信号（A25-A1）に割り振られる物理アドレスを示

します。 

 

表 2－3 SDRAMアクセスのロウ・アドレス出力 

 

ロウ・アドレス 
（column_size[1:0] = 11） 

(a) ロウ・アドレスの出力 

A1A2 A3 A4 A5 A6A7A8A9A10A11A12A13A14A15A16 A17 A25-A18 

a12a13 a14 a15 a16 a17a18a19a20a21a22a23a24a25a15a16 a17 a25-a18 

アドレス端子

ロウ・アドレス 
（column_size[1:0] = 10） a11a12 a13 a14 a15 a16a17a18a19a20a21a22a23a24a25a16 a17 a25-a18 

ロウ・アドレス 
（column_size[1:0] = 01） a10a11 a12 a13 a14 a15a16a17a18a19a20a21a22a23a24a25 a17 a25-a18 

ロウ・アドレス 
（column_size[1:0] = 00） a9a10 a11 a12 a13 a14a15a16a17a18a19a20a21a22a23a24 a25 a25-a18 

(b) カラム・アドレスの出力（オール･バンク・プリチャージ・コマンド時） 

A1A2 A3 A4 A5 A6A7A8A9A10A11A12A13A14A15A16 A17 A25-A18 アドレス端子 
カラム・アドレス 
（bus_size = 0） a25-a18 

カラム・アドレス 
（bus_size = 1） a25-a18 

a15a16 a17 a1a2 a3 a4 a5 a6a7a8a9a101a11a12a14

a15a16 a17 a1a2 a3 a4 a5 a6a7a8a9a10a111a12a14

(c) カラム・アドレスの出力（リード／ライト・コマンド時） 

A1A2 A3 A4 A5 A6A7A8A9A10A11A12A13A14A15A16 A17 A25-A18 アドレス端子 
カラム・アドレス 
（bus_size = 0） a25-a18 

カラム・アドレス 
（bus_size = 1） a25-a18 

a15a16 a17 a1a2 a3 a4 a5 a6a7a8a9a100a11a12a14

a15a16 a17 a1a2 a3 a4 a5 a6a7a8a9a10a110a12a14

 

 

備考 CPU側のメモリ・コントローラ（NBA85E535）と比較すると，アドレス端子の A12, A13に割り当

てられるカラム・アドレスが異なりますが，NBA85E535, USBホスト・コントローラの双方とも，

対応カラム・アドレスは 11ビットまでで，A12以上は利用しません。 
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（12）SRAM Area Base Address Register 

 
 

31         13 12     0 

オフセット・ 
アドレス 

初期値 

SRAM_BASE sram_base[31:13] 0 50H 0000 0000H

 R/W R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 31-13 sram_base[31:13] SRAM Area Base Address 

SRAM領域アクセス時のベース・アドレスを設定します。 

このレジスタは，PCI空間における SRAM領域のベース・アドレスを設定します。 

このレジスタの設定によって，PCIターゲットからのメモリ・アクセスが発生した場合，
一致したアドレスに対して応答します。 
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2. 2. 4 PCIホスト・ブリッジ初期化方法 

PCIバスへのメモリ・アクセスおよび，PCIバスからの SDRAM領域および SRAM領域へのアクセスを受け付

けるためには，次の手順に従って PCIホスト・ブリッジ・マクロを初期化する必要があります。 

 

図 2－1 PCIホスト・ブリッジ・マクロ初期化手順 

 

 
内部 PCIバス・リセット 

解除 

PCI Memory Base設定 
PCI Memory Area許可設定 

手順 1： PCIバス・リセット解除 
 PCI_CONTROL1レジスタ： pci_resetをセット（1） 
 
 
手順 2： PCI Memory Base設定 
 PCI_MEM_BASEレジスタ： m_baseに任意の値を設定 
 
手順 3： PCI Memory Area許可設定 
 PCI_CONTROL1レジスタ： mem_enをセット（1） 
 
手順 4： SDRAM領域，SRAM領域設定 
 SDRAM_BASEレジスタ： s_base[31:16]に任意の値を設定 
 SDRAM_RANGEレジスタ： s_range[31:16]に任意の値を設定 
 SRAM_BASEレジスタ： sr_base[31:8]に任意の値を設定 
 
 
手順 5： SDRAMコントロール・モード設定 
 SDRAM_CTL レジスタ ： 
 column_size[1:0] = SDRAMカラム・ビット数を設定 
 wait_state[1:0] = SDRAMウエイト・ステート数を設定 
 cas_latency[1:0] = SDRAM CASレーテンシを設定 
 bus_size = SDRAMバス幅を設定 
 cycle_latency[11:0 ] = 連続サイクル間のレーテンシを設定 
 
 
手順 6： SDRAM領域，SRAM領域許可設定 
 PCI_CONTROL1レジスタ  ：sdram_enをセット（1） 
    ：sram_enをセット（1） 
 
 
手順 7： 外部リクエスト設定 
 PCI_CONTROL1レジスタ：pci_req_en[1]に有効リクエストを設定 

SDRAM領域設定 
SRAM領域設定 

SDRAMコントロール・ 
モード設定 

SDRAM，SRAM領域許可 

外部リクエスト設定 

 

 

この初期化手順が終了すると， 

 

○ PCI_CONFIG_ADD／PCI_CONFIG_DATAレジスタから，PCIデバイス（OHCIホスト・コントローラ）

の PCI Configurationレジスタへのアクセス 

○ CPUから，PCIデバイス（OHCIホスト・コントローラ）の PCIメモリ領域（OHCI Operationalレジ

スタ）へのアクセス 

○ PCIデバイス（OHCIホスト・コントローラ）から，SDRAMおよび SRAM領域へのアクセス 

 

が可能になります。 
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2. 3 OHCIホスト・コントローラ 

 

2. 3. 1 OHCIホスト・コントローラの機能 

OHCIホスト・コントローラは，下記の機能を持っています。 

 

○ OpenHCI Specification Release 1.0aに準拠 

 

○ Universal Serial Bus Specification Revision 1.1に準拠  

フル・スピード（12 Mbps）とロー・スピード（1.5 Mbps）の 2種類の USBデバイスをサポート 

 

○ 2チャネル・ルート Hubを内蔵し，2つのダウンストリーム・ポートをサポート 

 

○ USBクロック：48 MHz, PCIクロック：25～33 MHz 

 

○ メモリ空間 

4 Kバイトの PCIメモリ領域（OHCI Operationalレジスタ）を配置 

256バイトの Host Controller Communication Area（HCCA）を配置 

 

○ CPUとの通信 

OHCIホスト・コントローラ内の Operationalレジスタと，Host Controller Communication Area（HCCA）

経由で通信 

 

CPUと OHCIホスト・コントローラの間には，2つの通信チャネルがあります。ひとつめの通信チャネルは

OHCI Operationalレジスタであり，この通信に対しては OHCIホスト・コントローラがターゲット（スレーブ）

となります。PCIコンフィギュレーション・レジスタ内の BASE_Address_Register（10h）が，OHCI Operational

レジスタへのポインタとなります。 

また，OHCI Operationalレジスタ内には，Host Controller Communication Area（HCCA）と呼ばれるシェアー

ド・メモリへのポインタがあり，この HCCAが 2つめの通信チャネルとなります。この通信に対しては OHCI

ホスト・コントローラがマスタとなります。 

通信のためのディスクリプタ情報は，OHCI Operationalレジスタと HCCA領域で管理されます。 
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2. 3. 2 PCIコンフィギュレーション・レジスタ 

PCIコンフィギュレーション・レジスタは，256バイトのレジスタ空間であり，OHCIホスト・コントローラ

に内蔵されています。CPUシステムからは PCIホスト・ブリッジ・レジスタ（PCI_CONFIG_DATA, 

PCI_CONFIG_ADD）経由でアクセスされます。 

 

表 2－4 PCIコンフィギュレーション・レジスタ 

アドレス 31      24 23  16 15 8 7    0

00H Device ID Vendor ID 

04H Status Command 

08H Class Code Revision ID 

0CH BIST Header Code Latency Timer Cache Line Size 

10H Base Address Register 

14H 

18H 

1CH 

20H 

24H 

Reserved 

28H Reserved 

2CH Subsystem ID Subsystem Vendor ID 

30H Reserved 

34H Reserved Cap_ptr 

38H Reserved 

3CH Max_lat Min_Gnt Interrupt Pin Interrupt Line 

40H PMC Next_Item_Ptr Cap_ID 

44H Data DMCSR_BSE PMCSR 

E0H Reserved 
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（1）Vender ID，Device ID（Offset 00H） 

 
 31          16 15      0

 Device ID[15:0] Vender ID[15:0] 

R/W R R 

初期値 0035H 1033H 
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31-16 Device ID[15:0] デバイスの種類を示すレジスタです。 

PCI規格においてデバイスを動作させるドライバを選択するため使用されます。 

0035H固定です。 

 

15-0 Vender ID[15:0] デバイスのベンダを示すレジスタです。 

PCI規格においてデバイスを動作させるドライバを選択するため使用されます。 

1033H固定です。 
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（2）Command, Status（Offset 04H） 

 

（1/2） 

 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
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R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R   R R R/W R R/W R R R R/W R/W R

初期値 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31 Detected Parity Error パリティ・エラーのステータス・ビットです。アドレスまたはデータ・パリティ・エ

ラーを検知した場合セット（1）されます。PCIバスからの’1’ 書き込みによりクリア
（0）されます。 

30 Signaled System Error SERRのステータス・ビットです。システム・エラーが発生した場合セット（1）さ
れます。PCIバスからの’1’書き込みによりクリア（0）されます。 

29 Received Master Abort マスタのマスタ・アボートのステータス・ビットです。マスタ動作がマスタ・アボー

トで終了した場合にセット（1）されます。PCIバスからの’1’ 書き込みによりクリア
（0）されます 

28 Received Target Abort マスタのターゲット・アボートのステータス・ビットです。マスタ動作がターゲット・

アボートで終了した場合にセット（1）されます。PCIバスからの’1’ 書き込みでクリ
ア（0）されます。 

27 Signaled Target Abort スレーブのターゲット・アボートのステータス・ビットです。スレーブ動作がターゲッ

トで終了した場合にセット（1）されます。PCIバスからの’1’ 書き込みによりクリア
（0）されます 

26, 25 Devsel Timing[1:0] DEVSEL応答速度を示すフィールドです。MediumModeのため 01b固定となります。

24 Data Parity Detected マスタ動作時にパリティ・エラーを検出した場合にセット（1）されます。PCIバス
からの’1’ 書き込みによりクリア（0）されます。Parity Error Response（Command 
Register）が Disableの場合は’0’ 固定となります。 

23 Fast Back to Back Capable Fast Back to Backに対応しているかを示すビットです。Fast Back to Backに対応し
ないため’0’ 固定となります。 

22, 21 － Reserved（必ず’0’ を書き込んでください） 

20 Capabilities Power Management Modeをサポートすることを示すビットです。1b 固定となりま
す。 

19-10 － Reserved（必ず’0’ を書き込んでください） 

9 Fast Back to Back Enable Fast Back to Backのイネーブル・ビットです。Host Controllerは Fast Back to Back
に対応していないため’0’ 固定となります。 

8 SERR Enable SERRのイネーブル・ビットです。システム・エラーを SERR信号に伝達させる場合
には’1’に設定してください 

7 Wait Cycle Control Wait Cycle Controlのイネーブル・ビットです。Host Controllerは Address/Data 
Steppingに対応しないため’0’ 固定となります。 

 

6 Parity Error Response Parity Error応答のイネーブル・ビットです。Parity Errorチェックを行う場合には’1’
に設定してください。 
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（2/2） 

 

 ビット位置 ビット名 意 味 

5 VGA Pallet Snoop VGA Pallet Snoopのイネーブル・ビットです。Host Controllerは VGA Pallet Snoop
に対応しないため’0’ 固定となります 

4 Memory Write and 
Invalidate 

Memory Write and Invalidateのイネーブル・ビットです。Host ControllerはMemory 
Write and Invalidateに対応しないため’0’ 固定となります。 

3 Special Cycle Special Cycleのイネーブル・ビットです。Host Controllerは Special Cycleに対応し
ないため’0’ 固定となります。 

2 Bus Master バス・マスタのイネーブル・ビットです。PCIバスに対しマスタ・アクセスを行う
ための Enable信号であり，システムバスの SRAMにアクセスする場合’1’に設定す
る必要があります。Host Controllerの初期化時に 1bに設定してください。 

1 Memory Space メモリ空間へのアクセス・イネーブル・ビットです。PCI規格におけるメモリ・ア
クセスを行うための Enable信号であり，レジスタ・アクセスを行う場合’1’に設定す
る必要があります。Host Controllerの初期化時に 1bに設定してください。 

 

0 I/O Space I/O空間へのアクセス・イネーブル・ビットです。PCI規格における I/Oアクセスを
行うための Enable信号ですが，Host Controllerは I/Oアクセスを使用しないため’0’
固定となります。 

 

 

（3）Revision ID, Class Code（Offset 08H） 

 
 31      24 23   16 15 8 7     0

 Class Code  
 

Base Class[7:0] Sub Class[7:0] Programming I/F[7:0] 
Revision ID[7:0] 

R/W R R R R 

初期値 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31-24 Base Class[7:0] PCI規格における基本クラスを示すフィールドです。 
シリアル周辺バスのコントローラであるため，0CH固定となります。 

23-16 Sub Class[7:0] PCI規格におけるサブクラスを示すフィールドです。 
USBデバイスであるため，03H固定となります。 

15-8 Programming I/F[7:0] PCI規格におけるプログラム・インタフェースを示すフィールドです。 
OHCI仕様 USBであるため，10H固定となります。 

 

7-0 Revision ID[7:0] Host Controllerのリビジョンを示すフィールドです。 
42H固定となります。 
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（4）Cache Line Size・Latency Timer・Header Type・BIST（Offset 0CH） 

 
 31      24 23   16 15 14 13 12 11 10 9 8 7     0

 BIST[7:0] Header Type[7:0] Latency Timer[7:0] Cache Line Size[7:0] 

R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31-24 BIST[7:0] セルフ・テスト用のフィールドです。 

00H固定となります。 

23-16 Header Type[7:0] Header Typeをシステムに通知するためのフィールドです。 

PCIデバイスであるため 00H固定となります。 

特に，MultiFunctionは非対応のためビット 23は’0’ 固定となります。 

15-8 Latency Timer[7:0] Latency Timerをシステムに通知するためのフィールドです。 

下位 2ビットは 00b固定です。 

 

7-0 Cache Line Size[7:0] Cache Line Sizeをシステムに通知するためのフィールドです。 

00H固定となります。 

 

 

（5）OHCI Base Address（Offset 10H） 

 
 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 OHCI Base Address[27:0] 

P
re

fe
tc

ha
bl

e 

Ty
pe

[1
:0

] 

M
em

or
y 

S
pa

ce
 In

di
ca
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r 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R R R R R

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31-4 OHCI Base Address[27:0] ビット 31-12にて Operational Registerのアドレスを指定します。 

初期化時にシステムにより決定された Operational Registerの Base Address値を設定
してください。ビット 11-4は 00H固定となります。 

3 Prefetchable Base Addressで指定するフィールドがメモリ空間であることを示すフィールドです。
0b固定となります。フィールドがプリフェッチ禁止であることを示します。 

2, 1 Type[1:0] Base Address Typeを示すフィールドです。00b固定となります。OHCI Base Address
が"32bit空間の任意の位置"であることを示します。 

 

0 Memory Space Indicator Base Addressで指定するフィールドがメモリ空間であることを示すフィールドです。
0b固定となります。 
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（6）SubSystem Vender ID・SubSystemID（Offset 2CH） 

 
 31          16 15      0

 SubSystem ID[15:0] SubSystem Vender ID[15:0] 

R/W R R 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31-16 SubSystem ID[15:0] デバイスの種類を示すレジスタです。 

PCI規格においてデバイスを動作させるドライバを選択するため使用されます。 

0133H固定です。 

 

15-0 SubSystem Vender 
ID[15:0] 

デバイスのベンダを示すレジスタです。 

PCI規格においてデバイスを動作させるドライバを選択するため使用されます。 

1033H固定です。 

 

 

（7）Capability Pointer（Offset 34H） 

 
 31          8 7     0

    Capability Pointer[7:0] 

R/W R R 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31-10 － Reserved（必ず’0’ を書き込んでください）  

7-0 Capability Pointer[7:0] 40H固定となります。 

 

 

（8）Interrupt Line・Interrupt Pin・Min gnt・Max Latency（Offset 3CH） 

 
 31      24 23   16 15 8 7     0

 Max Latency[7:0] Min Gnt[7:0] Interrupt Pin[7:0] Interrupt Line[7:0] 

R/W R R R R/W 

初期値 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31-24 Max Latency[7:0] 最大レーテンシを示します。2AH固定となります。 

23-16 Min Gnt[7:0] 最小グラント時間を示します。01H固定となります。 

15-8 Interrupt Pin[7:0] 割り込み出力端子を示します。INTAであるため 01H固定となります。 

 

7-0 Interrupt Line[7:0] 割り込みラインを示します。00H固定となります。 
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（9）Capability Identifier・Next Item Pointer・Power Management Capabilities（Offset 40H） 

 
 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

Power Management Capabilities 

 

P
M

E
 S

up
po

rt[
4:

0]
 

D
2 

S
up

po
rt 

D
1 

S
up

po
rt 

A
U

X
 C

ur
re

nt
[2

:0
] 

D
S

I 

 P
M

E
 C

LK
 

V
er

si
on

[2
:0

] Next Item Pointer[7:0] Capability Identifier[7:0] 

R/W R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R

初期値 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31 D3 Cold状態をサポートしているかを示します。 
D3 Cold状態をサポートしないため 0b固定となります。 

30-27 

PME Support[4:0] 

PCI Power Stateのすべてのステート（D0～D3）で PMEをサポートすることを示し
ます。 
1111b固定となります。 

26 D2 Support PCI Power Stateの D2に対応していることを示します。 
1b固定となります。 

25 D1 Support PCI Power Stateの D1に対応していることを示します。 
1b固定となります。 

24-22 Aux Current[2:0] D3coldステートからの PME割り込みアサートをサポートしておりません。 

したがって，000b固定となります。 

21 DSI Power Management使用の際に特殊な初期化が必要でないことを示します。 
0b固定となります。 

19 PME CLK PME割り込み生成に PCLKが必要でないことを示します。 
0b固定となります。 

18-16 Version[2:0] Power Managementのバージョンを示すフィールドです。 
Host Controllerにインプリされた回路構成に従い 010b固定となります。 

15-8 Next Item Pointer[7:0] Next Itemが存在しないことを示すフィールドです。 
00H固定となります。 

 

7-0 Capability Identifier[7:0] Power Management Register IDを示すフィールドです。 
01H固定となります。 
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（10）Power Management Control/Status・PMCSR Bridge Support Extensions（Offset 44H） 

 
 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

Data PMCSR Bridge 
Support Extensions Power Management Control/Status 

 
Data[7:0] 
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R/W R R R R R R R R R R R R R R R R R/W R R R R R R R/W R R R R R R R/W R/W
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 ビット位置 ビット名 意 味 

31-24 Data[7:0] 00H固定となります。 
PCI規格においてこのフィールドはオプション・フィールドであり，Host Controller
は未対応です。 

23 BPCC Enable Bridge用のビットであり Host Controllerは未対応です。 

0b固定となります。 

22 B2_B3 Bridge用のビットであり Host Controllerは未対応です。 

0b固定となります。 

15 PME Status PMEの割り込みステータスを示します。 

PMEがアサートする条件となると 1bがセット（1）されます。 

PCIバスから 1bを書き込むと 0bにクリア（0）されます。 

14, 13 Data Scale[1:0] 00b固定となります。 

PCI規格においてこのフィールドはオプション・フィールドであり，Host Controller
は未対応です。 

12-9 Data Select[3:0] 0H固定となります。 

PCI規格においてこのフィールドはオプション・フィールドであり，Host Controller
は未対応です。 

8 PME Enable PME割り込みの使用を設定するビットです。 

1bに設定すると Power Managementからの復帰時に PME割り込みを発生します。

 

1, 0 Power State[1:0] PCIの Power Statusを示すフィールドです。 

[1:0]の状態により下記の状態となります。 

 

0 0 D0 State 

0 1 D1 State  

1 0 D2 State 

1 1 D3 hot State 
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2. 3. 3 OHCI Operationalレジスタ 

OHCI OperationalレジスタはOHCIホスト・コントローラに内蔵されており，下記の項目で構成されています。

詳細な情報につきましては，OpenHCI Specification Release 1.0aを参照してください。 

OpenHCI Specification Release 1.0aでは，Port番号を[1：Port数]と定義しているため，本項ではその記載に

従って説明しています。たとえば，Port [1]：ホスト・チャネル 0, Port[2]：ホスト・チャネル 1に対応する説明

となります。 

 

表 2－5 OHCI Operationalレジスタ 

アドレス 31      24 23 16 15 8 7      0 

00H HcRevision 

04H HcControl 

08H HcCommandStatus 

0CH HcInterruptStatus 

10H HcInterruptEnable 

14H HcInterruptDisable 

18H HcHCCA  

1CH HcPeriodCurrentED 

20H HcContorlHeadED 

24H HcControlCurrentED 

28H HcBulkHeadED 

2CH HcBulkCurrentED 

30H HcDoneHead 

34H HcFmInterval 

38H HcFmRemaining 

3CH HcFmNumber 

40H HcPeriodicStart 

44H HcLSThreshold 

48H HcRhDescriptorA 

4CH HcRhDescriptorB 

50H HcRhStatus 

54H HcRhPortStatus1 

58H HcRhPortStatus2 

5CH～FFH Reserved 

 
用語・略語 HC： HostController（OHCIホスト・コントローラをさす） 

 HCD： HostControllerDriver 

 ED： EndPointDescriptor 

 TD： TransferDescriptor 

 EOP： EndOfPacket 

 SOF： StartOfFrame 

 



第 2章 USBホスト・コントローラ 

ユーザーズ・マニュアル  A19071JJ2V0UM 48 

（1）HcRevision Register（Offset 00H） 

 
 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 

                       Le
ga

cy
 

Revision 

R/W R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31-9 － Reserved（必ず”0”を書き込んでください） 

8 Legacy レガシー・サポート・レジスタが Host Controllerにインプリされているかを示すビット
です。 

本 Host Controllerはレガシー機能をサポートしていないため 0b固定となります。 

 

7-0 Revision Host Controllerにインプリメントされた HCI仕様のバージョンを示すフィールドです。
本 Host Controllerは OHCI規格 1.0aに準拠しているため 10H固定となります。 
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（2）HcControl Register（Offset 04H） 

 

（1/2） 

 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 

                     R
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R/W R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31-11 － Reserved（必ず”0”を書き込んでください） 

10 RemoteWakeUp  

Enable 

(RWE) 

このビットはアップストリーム・レジューム信号の検出の設定をするビットです。 

 1：Resume信号を RemoteWakeとする 

 0：Resume信号を RemoteWakeとしない 

9 RemoteWakeUp  

Connect 

(RWC) 

Host Controllerが Remote Wake Upをサポートするかを示すビットです。 
Remote Wake Upをシステムでサポートする場合には，初期化中にこのビットをセット
（1）する必要があります。 

 1：RemoteWakeUpをサポートする 

 0：RemoteWakeUpをサポートしない 

8 InterruptRouting 

(IR) 

Host Controllerの割り込み出力経路を示すビットです。 

HcInterruptStatusに発生した割り込み要因のシステムへの通知方法を設定します。 

 1：SMI経由で割り込みが発生する 

 0：INTA経由で割り込みが発生する 

7, 6 HostController  

FunctionalState 

(HCFS)[1:0] 

Host Controllerの動作ステートを示すフィールドです。 

 

HCFS USBステータス 

00 USB Reset 

01 USB Resume 

10 USB Operational 

11 USB Suspend 

 

USB Operationalに遷移すると 1 msで区切られたフレームの管理を開始します。 
この動作ステートは USB Suspend時の Remote WakeUpによる USB Resumeの遷移
以外は常に Host Controllerドライバにより制御されます。 
ハードウエア・リセット後，このフィールドは USB Reset状態となりますが，ソフト
ウエア・リセット後は USB Suspendに遷移します。 

 

5 BulkListEnable 

(BLE) 

バルク・リストの処理を行うかどうかを設定するビットです。 

 1：バルク・リストの処理を行う 

 0：バルク・リストの処理を行わない 

このビットの設定値は次のフレームから有効になります。 

なお，バルク・リストを修正する場合には，必ずこのビットが 0bでなければなりませ
ん。 
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（2/2） 

 

 ビット位置 ビット名 意 味 

4 ControlListEnable 

(CLE) 

コントロール・リストの処理を行うかどうかを設定するビットです。 

 1：コントロール・リストの処理を行う 

 0：コントロール・リストの処理を行わない 

このビットへの設定値は次のフレームから有効になります。 

なお，コントロール・リストを修正する場合には，必ずこのビットが 0bでなければな
りません。 

3 IsochronouseEnable 

(IE) 

アイソクロナス EDの処理を行うかどうかを設定するビットです。 

リスト処理中にアイソクロナス EDを発見した場合に，このビットをチェックしアイソ
クロナス EDの処理を行うかどうかを決定します。 

 1：アイソクロナス転送の処理を行う 

 0：アイソクロナス転送の処理を行わない 

このビットがイネーブル・ディスエーブルとなると次のフレームからアイソクロナス処

理に影響を与えます。 

2 PeriodicListEnable 

(PLE) 

ピリオディック・リストの処理を行うかどうかを設定するビットです。 

 1：ピリオディック・リストの処理を行う 

 0：ピリオディック・リストの処理を行わない 

このビットがイネーブル・ディスエーブルとなると次のフレームからピリオディック・

リストの処理を開始・停止します 

 

1, 0 ControlBulk  

ServiceRatio 

(CBSR)[2:0] 

Control転送と Bulk転送のサービス比を規定するフィールドです。 

ピリオディック・リストの処理の際，このフィールドで規定されるサービス比を維持し

転送を行います。 

 

CBSR バルク ED：コントロール ED サービス比 

00 1：1 

01 2：1 

10 3：1 

11 4：1 
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（3）HcCommandStatus Register（Offset 08H） 

 
 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 

              S
O

C
 

            O
C

R
 

B
LF

 

C
LF

 

H
C

R
 

R/W  R/W         R R        R/W R/W R/W R/W

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31-18 － Reserved（必ず”0”を書き込んでください） 

17, 16 Scheduling  

OverrunCount 

(SOC)[2:0] 

スケジュール・オーバラン数をカウントするためのフィールドです。 

スケジュール・オーバランのたびにカウントアップします。 

InterruptStatusレジスタの SOがセット（1）された状態においてもカウントアップは
続けます。 

15-4 － Reserved（必ず”0”を書き込んでください） 

3 Ownership  

ChangeRequest 

(OCR) 

Host Controllerの制御権の変更を要求するためのビットです。 

2 BulkListFilled 

(BLF) 

Bulkリストに TDが存在するかどうかを示すビットです。 

Bulkリストの EDに TDを追加するときは必ずドライバ（HCD）によって 1bにセット
されます。 

Host Controllerは Bulkリストヘッドの処理を始めるとき，このビットをチェックしま
す。 
このビットが 0bの場合は Bulkリストの処理を開始しません。1bならば 0bにセットし
Bulkリストの処理を開始します。Bulkリストに TDを見つけた場合，再度 1bにセット
し Bulkリストの処理を継続します。 

ドライバはリストを再構築し HcCommandレジスタの BLEビットをセットしリスト処
理を開始する前にこのビットをセットする必要があります。 

1 ControlListFilled 

(CLF) 

Controlリストが存在するかどうかを示すビットです。 

Controlリストの EDに TDを追加するときは必ずドライバ（HCD）によって 1bにセッ
トされます。 

Host Controllerは Controlリストヘッドの処理を始めるとき，このビットをチェックし
ます。 
このビットが 0bの場合は Controlリストの処理を開始しません。1bならば 0bにセッ
トし Controlリストの処理を開始します。Controlリストに TDを見つけた場合，再度
1bにセットし Controlリストの処理を継続します。 
ドライバはリストを再構築し HcCommandレジスタの CLEビットをセットしリスト処
理を開始する前にこのビットをセットする必要があります。 

 

0 HostController  

Reset 

(HCR) 

Host Controllerのソフトウエア・リセットを起動するためのビットです。 
このビットをセット（1）すると Host Controllerの機能ステートに関わらず USB 
Suspendに遷移します。 
リセット作業の完了時に Host Controllerによってクリア（0）されます。 
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（4）HcInterruptStatus Register（Offset 0CH） 

 

（1/2） 

 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
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R/W  R/W             R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31 － Reserved（必ず”0”を書き込んでください） 

30 OwnershipChange 

(OC) 

Ownership Change割り込みが発生したことを示す割り込みビットです。 
HcCommand Statusの Ownership Change Requestフィールドをセットしたときに
セット（1）されます。この割り込み要因がマスクされていなければ SMMI割り込みを
発生させます。 

 1：OC割り込みが発生している 

 0：OC割り込みは発生していない 

このビットに 1bを書き込むことで割り込みはクリア（0）されます。 

29-7 － Reserved（必ず”0”を書き込んでください） 

6 RootHubStatusChange 

(RHSC) 

HcRhPortStatusの状態が変化したことを示す割り込みビットです。 
H/W要因により HcRhPortStatusが変化した場合にセット（1）されます。 

 1：RHSC割り込みが発生している 

 0：RHSC割り込みは発生していない 

このビットに 1bを書き込むことで割り込みはクリア（0）されます。 

5 Frame Number 

Overflow  

(FNO) 

フレーム・ナンバのMSBが変化したことを示す割り込みビットです。 
フレーム・ナンバのMSBが 0から 1または 1から 0に変化するフレームにおいて Hcca 
Frame Numberの更新後にセット（1）されます。 

 1：FNO割り込みが発生している 

 0：FNO割り込みは発生していない 

このビットに 1bを書き込むことで割り込みはクリア（0）されます。 

4 Unrecoverable Error 

(UE) 

USBに関係のない PCIバス上のシステム・エラーを検出したことを示す割り込みビッ
トです。 

 1：UE割り込みが発生している 

 0：UE割り込みは発生していない 

このビットに 1bを書き込むことで割り込みはクリア（0）されます。 

 

3 ResumeDetected 

(RD) 

Resumeを検出したことを示す割り込みビットです。 

USBバス上のデバイスがレジューム信号をアサートしていることを検出したときに
セット（1）されます。ドライバにより USB Resumeが発行された場合には，このビッ
トはセット（1）されません。 

 1：RD割り込みが発生している 

 0：RD割り込みは発生していない 

このビットに 1bを書き込むことで割り込みはクリア（0）されます。 
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（2/2） 

 

 ビット位置 ビット名 意 味 

2 StartOfFrame 

(SF) 

フレームの開始時に Hcca Frame Numberをアップデートしたことを示す割り込みビッ
トです。Host Controllerは SOFパケットの送出と共に HccaFrameNumberの更新を行
います。 

 1：SF割り込みが発生している 

 0：SF割り込みは発生していない 

このビットに 1bを書き込むことで割り込みはクリア（0）されます。 

1 Writeback Done Head 

(WDH) 

Host Controllerが HccaDoneHeadの内容をアップデートしたことを示す割り込みビッ
トです。Host Controllerは HccaDoneHeadを更新した直後にこのビットをセット（1）
し，このビットをクリア（0）するまで HccaDoneHeadの更新は行いません。 
 1：WDH割り込みが発生している 

 0：WDH割り込みは発生していない 

このビットに 1bを書き込むことで割り込みはクリア（0）されます。 

 

0 SchedulingOverrun 

(SO) 

フレームにおける USBスケジュールがオーバランしたことを示す割り込みビットで
す。USBスケジュールがオーバランした場合に次のフレームの Frame Number Update
後にセット（1）されます。このビットがセット（1）されるときには HcCommandStatus
レジスタの SchedulingOverrunビットもインクリメントされます。 

 1：SO割り込みが発生している 

 0：SO割り込みは発生していない 

このビットに 1bを書き込むことで割り込みはクリア（0）されます。 
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（5）HcInterruptEnable Register（Offset 10H） 

 

（1/2） 

 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
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R/W R/W R/W             R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31 MasterInterruptEnable 

(MIE) 

[30:0]にて設定された割り込み要因設定を有効にするかを設定するビットです。 

 1：設定されたすべての割り込みを有効にする 

 0：無効（0bの書き込みは無視） 

本ビットをクリア（0）する場合，HcInterruptDisableレジスタの該当ビットに 1bを書
き込みます。 

30 OwnershipChange 

Enable 

(OCE) 

OCを割り込み要因として有効にするか設定するためのビットです。 

 1：OCを割り込み要因として有効にする 

 0：無効（0bの書き込みは無視） 

本ビットに 1bを書き込むことでセット（1）することができます。 

クリア（0）する場合は HcInterruptDisableレジスタの該当ビットに 1bを書き込みます。

29-7 － Reserved（必ず”0”を書き込んでください） 

6 RootHubStatusChange 

Enable 

(RHSCE) 

RHSCを割り込み要因として有効にするか設定するためのビットです。 

 1：RHSCを割り込み要因として有効にする 

 0：無効（0bの書き込みは無視） 

本ビットに 1bを書き込むことでセット（1）することができます。 

クリア（0）する場合は HcInterruptDisableレジスタの該当ビットに 1bを書き込みます。

5 FrameNumberOverflow 

Enable 

(FNOE) 

FNOを割り込み要因として有効にするか設定するためのビットです。 

 1：FNOを割り込み要因として有効にする 

 0：無効（0bの書き込みは無視） 

本ビットに 1bを書き込むことでセット（1）することができます。 
クリア（0）する場合は HcInterruptDisableレジスタの該当ビットに 1bを書き込みます。

4 UnrecoverableError 

Enable 

(UEE) 

UEを割り込み要因として有効にするか設定するためのビットです。 

 1：UEを割り込み要因として有効にする 

 0：無効（0bの書き込みは無視） 

本ビットに 1bを書き込むことでセット（1）することができます。 
クリア（0）する場合は HcInterruptDisableレジスタの該当ビットに 1bを書き込みます。

3 ResumeDetected 

Enable 

(RDE) 

RDを割り込み要因として有効にするか設定するためのビットです。 

 1：RDを割り込み要因として有効にする 

 0：無効（0bの書き込みは無視） 

本ビットに 1bを書き込むことでセット（1）することができます。 
クリア（0）する場合は HcInterruptDisableレジスタの該当ビットに 1bを書き込みます。

 

2 StatoOfFrame 

Enable 

(SFE) 

SFを割り込み要因として有効にするか設定するためのビットです。 

 1：SFを割り込み要因として有効にする 

 0：無効（0bの書き込みは無視） 

本ビットに 1bを書き込むことでセット（1）することができます。 
クリア（0）する場合は HcInterruptDisableレジスタの該当ビットに 1bを書き込みます。
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（2/2） 

 

 ビット位置 ビット名 意 味 

1 WritebackDoneHead 

Enable 

(WDHE) 

WDHを割り込み要因として有効にするか設定するためのビットです。 

 1：WDHを割り込み要因として有効にする 

 0：無効（0bの書き込みは無視） 

本ビットに 1bを書き込むことでセット（1）することができます。 
クリア（0）する場合は HcInterruptDisableレジスタの該当ビットに 1bを書き込みます。

 

0 SchedulingOverrun 

Enable 

(SOE) 

SOを割り込み要因として有効にするか設定するためのビットです。 

 1：SOを割り込み要因として有効にする 

 0：無効（0bの書き込みは無視） 

本ビットに 1bを書き込むことでセット（1）することができます。 
クリア（0）する場合は HcInterruptDisableレジスタの該当ビットに 1bを書き込みます。
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（6）HcInterruptDisable Register（Offset 14H） 

 

（1/2） 

 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
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初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31 MasterInterruptDisable 

(MID) 

HcInterruptEnable[30:0]にて設定された割り込み要因を無効にする設定を行うビットで
す。 

 1：設定されたすべての割り込みを無効にする 

 0：（0bの書き込みは無視） 

この HcInterruptDisableレジスタをリードした場合，HcInterruptEnableレジスタの内容
が読み出されます。 
セット（1）する場合は HcInterruptEnableレジスタの該当ビットに 1bを書き込みます。

30 OwnershipChangeDisabl
e 

(OCD) 

OCを割り込み要因から削除するための設定ビットです。 
 1：OCを割り込み要因として無効にする 

 0：（0bの書き込みは無視） 

この HcInterruptDisableレジスタをリードした場合，HcInterruptEnableレジスタの内容
が読み出されます。 

本ビットに 1bを書き込むことでクリア（0）できます。 

セット（1）する場合は HcInterruptEnableレジスタの該当ビットに 1bを書き込みます。

29-7 － Reserved（必ず”0”を書き込んでください） 

6 RootHubStatusChange 

Disable 

(RHSCD) 

RHSCを割り込み要因から削除するための設定ビットです。 

 1：RHSCを割り込み要因として無効にする 

 0：（0bの書き込みは無視） 

この HcInterruptDisableレジスタをリードした場合，HcInterruptEnableレジスタの内容
が読み出されます。 

本ビットに 1bを書き込むことでクリア（0）できます。 
セット（1）する場合は HcInterruptEnableレジスタの該当ビットに 1bを書き込みます。

5 FrameNumberOverflow 

Disable 

(FNOD) 

FNOを割り込み要因から削除するための設定ビットです。 

 1：FNOを割り込み要因として無効にする 

 0：（0bの書き込みは無視） 

この HcInterruptDisableレジスタをリードした場合，HcInterruptEnableレジスタの内容
が読み出されます。 

本ビットに 1bを書き込むことでクリア（0）できます。 
セット（1）する場合は HcInterruptEnableレジスタの該当ビットに 1bを書き込みます。

 

4 UnrecoverableError 

Disable 

(UED) 

UEを割り込み要因から削除するための設定ビットです。 

 0：UEを割り込み要因として無効にする 

 1：（0bの書き込みは無視） 

この HcInterruptDisableレジスタをリードした場合，HcInterruptEnableレジスタの内容
が読み出されます。 

本ビットに 1bを書き込むことでクリア（0）できます。 
セット（1）する場合は HcInterruptEnableレジスタの該当ビットに 1bを書き込みます。
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（2/2） 

 

 ビット位置 ビット名 意 味 

3 ResumeDetected Disable 

(RDD) 

RDを割り込み要因から削除するための設定ビットです。 

 0：RDを割り込み要因として無効にする 

 1：（0bの書き込みは無視） 

この HcInterruptDisableレジスタをリードした場合，HcInterruptEnableレジスタの内容
が読み出されます。 

本ビットに 1bを書き込むことでクリア（0）できます。 
セット（1）する場合は HcInterruptEnableレジスタの該当ビットに 1bを書き込みます。

2 StartOfFrame Disable 

(SFD) 

SFを割り込み要因から削除するための設定ビットです。 

 0：SFを割り込み要因として無効にする 

 1：（0bの書き込みは無視） 

 この HcInterruptDisableレジスタをリードした場合，HcInterruptEnableレジスタの内
容が読み出されます。 

本ビットに 1bを書き込むことでクリア（0）できます。 
セット（1）する場合は HcInterruptEnableレジスタの該当ビットに 1bを書き込みます。

1 WritebackDoneHead 

Disable 

(WDHD) 

WDHを割り込み要因から削除するための設定ビットです。 

 0：WDHを割り込み要因として無効にする 

 1：（0bの書き込みは無視） 

この HcInterruptDisableレジスタをリードした場合，HcInterruptEnableレジスタの内容
が読み出されます。 

本ビットに 1bを書き込むことでクリア（0）できます。 
セット（1）する場合は HcInterruptEnableレジスタの該当ビットに 1bを書き込みます。

 

0 Scheduling Overrun 

Disable 

(SOD) 

SOを割り込み要因から削除するための設定ビットです。 

 0：SOを割り込み要因として無効にする 

 1：（0bの書き込みは無視） 

この HcInterruptDisableレジスタをリードした場合，HcInterruptEnableレジスタの内容
が読み出されます。 

本ビットに 1bを書き込むことでクリア（0）できます。 
セット（1）する場合は HcInterruptEnableレジスタの該当ビットに 1bを書き込みます。

 

 

（7）HcHCCA Register（Offset 18H） 

 
 31      24 23   16 15 8 7     0

 HcHCCA[31:8]  

R/W  R/W   

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 31-8 HcHCCA[31:8] Host Controller Communication Areaとして割り当てられたRAMのBase Addressを設定
するためのフィールドです。 

初期化時に設定する必要があります。Host Controllerは HCCAとして本フィールドで指
定する Base Addressから 256Byteの領域を要求します。 
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（8）HcPeriodCurrentED Register（Offset 1CH） 

 
 31      24 23   16 15 8 7   4 3 0

 PeriodCurrentED[31:4]  

R/W R  

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 31-4 PeriodCurrentED[31:4] ピリオディック・リストの処理アドレスを示すフィールドです。 

ひとつのピリオディック・リストの処理が終了すると Host Controllerはこのフィールド
のポインタを更新します。 

 

 

（9）HcControlHeadED Register（Offset 20H） 

 
 31      24 23   16 15 8 7   4 3 0

 ControlHeadED[31:4]  

R/W R/W  

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 31-4 ControlHeadED [31:4] Control転送用リスト EDの先頭アドレスを指定するためのフィールドです。 

Control転送を行うため，HcControlレジスタの CLEビットをセット（1）する前に設定
する必要があります。 

 

 

（10）HcControlCurrentED Register（Offset 24H） 

 
 31      24 23   16 15 8 7   4 3 0

 ControlCurrentED[31:4]  

R/W R/W  

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 31-4 ControlCurrentED[31:4] Controlリストの処理アドレスを示すフィールドです。 

Control EDの処理が終わるたびに Host Controllerが本フィールド値をアップデートし
ます。新規でリストを構築する場合には，このフィールドはリストの末尾を示す

00000000Hに設定します。 

転送を一度中断し再開する際に CCEDのリンク・ポインタが示す EDが存在することを
保証する必要があります。 
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（11）HcBulkHeadED Register（Offset 28H） 

 
 31      24 23   16 15 8 7   4 3 0

 BulkHeadED[31:4]  

R/W R/W  

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 31-4 BulkHeadED[31:4] Bulk転送用リスト EDの先頭アドレスを指定するためのフィールドです。 

Bulk転送を行うため，HcControlレジスタの BLEビットをセット（1）する前に設定す
る必要があります。 

 

 

（12）HcBulkCurrentED Register（Offset 2CH） 

 
 31      24 23   16 15 8 7   4 3 0

 BulkCurrentED[31:4]  

R/W R/W  

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 31-4 BulkCurrentED[31:4] Bulkリストの処理アドレスを示すフィールドです。 

Bulk EDの処理が終わるたびに Host Controllerが本フィールド値をアップデートしま
す。 

新規でリストを構築する場合には，このフィールドはリストの末尾を示す 00000000H
に設定します。 

転送を一度中断し再開する際に BCEDのリンク・ポインタが示す EDが存在することを
保証する必要があります。 

 

 

（13）HcDoneHead Register（Offset 30H） 

 
 31      24 23   16 15 8 7   4 3 0

 DoneHead[31:4]  

R/W R  

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 31-4 DoneHead[31:4] Host Controllerの HcDoneHeadのアドレスを示すフィールドです。 
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（14）HcFmInterval Register（Offset 34H） 

 
 31 30     24 23   16 15 14 13      0

 FIT FSMPS[14:0] FI[13:0] 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W   R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 1 1 0 1 1 1 1 1
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31 FrameIntervalToggle 

(FIT) 

本ビットは HCDと HC間のフレーム設定値の同期を取るために使用します。 

HCDにより FIフィールドを書き込む際は本ビットをトグルさせてください。 

HCは FIフィールドをロードするとき，HcFmRemainingレジスタの FRTビットに FIT
の値を反映します。 

HCDは FIフィールドを書き込む際に設定した FITの値と，読み出した FRTの値を比較
することで，新たに設定した FIフィールドが反映されたかを確認することができます。

30-16 FSLagestDataPacket 

(FSMPS)[14:0] 

スケジュール・オーバランを起こさずに送受信できる最大のデータ量を設定するフィー

ルドです。現在のフレーム位置と設定値を比較し，フレームのどこまでが転送開始可能

かどうか判断します。システムバスの能力などにより異なるため，この値はドライバ

（HCD）から設定します。 

15, 14 － Reserved（必ず”0”を書き込んでください） 

 

13-0 FrameInterval(FI) 

[13:0] 

 

本フィールドは Full-Speedにおいて，2つの連続する StartOfFrameの間隔をビット時
間で設定するために使用します。 

USB規格の 1フレーム（＝1 ms）を満たすためこのフィールドの値は 2EDFHに設定し
ます。 

 

 

（15）HcFmRemaining Register（Offset 38H） 

 
 31 30         14 13      0

 FR
T 

         FR[13:0] 

R/W R          R R R R R R R R R R R R R R

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 1 1 0 1 1 1 1 1
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31 FrameRemainingToggle 

(FRT) 

このビットは HCDと HC間のフレーム設定値の同期を取るために使用します。 

HCは FRフィールドが 0Hとなり FIフィールド値を再ロードするときに FITビットの
値をこのビットにコピーします。 

HCDは FITと FRTの値を比較することにより FIフィールドへの設定値が FRへ設定さ
れたことを確認することができます。 

 

13-0 FrameRemaining(FR) 
[13:0] 

本フィールドはフレームの現在の値を示します。 

経過時刻と共に本フィールドの値はカウントダウンしていきます。 

0Hとなるとフレームの値を再ロードするため，FIの値をこのフィールドにコピーし，
再びカウントダウンします。 
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（16）HcFmNumber Register（Offset 3CH） 

 
 31          16 15      0

  FrameNumber[15:0] 

R/W  R 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 15-0 FrameNumber[15:0] 本フィールドは経過したフレーム数を示します。 

FRフィールドが 0Hとなると，このフィールドはカウントアップします。 

 

 

（17）HcPeriodicStart Register（Offset 40H） 

 
 31          14 13      0

  Periodic Start[13:0] 

R/W                   R/W 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31-14 － Reserved（必ず”0”を書き込んでください）  

13-0 PeriodicStart[13:0] 本フィール・ドフレームにおける Periodicリストと Asyncリストの転送割合を決定する
ために使用します。 

Host Controllerの初期化時に HCDによりこのフィールドの値を設定する必要がありま
す。 

設定した値よりも FmRemainingの値が大きいときは Periodicリストに対し
NonPeriodicリストが優先されます。 

この設定値は FmIntervalの 10％減程度に設定することがOHCI規格で推奨されており，
代表的な値は 3E67Hです。 

 

 

（18）HcLSThreshold Register（Offset 44H） 

 
 31          12 11      0

  HcLSThreshold[11:0] 

R/W                     R/W 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31-12 － Reserved（必ず”0”を書き込んでください）  

11-0 HcLSThreshold[11:0] 本フィールドは LS転送時フレームの残り時間に対して転送が可能かのスレッシュホー
ルド値の作成に用いられます。 

FmRemainingの値がこの設定値よりも大きい場合には，LSの転送を開始することがで
きます。 
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（19）HcRhDescriptorA Register（Offset 48H） 

 
 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 POTPGT[7:0] 

           N
O

C
P

 

O
C

P
M

 

D
T 

N
P

S
 

P
S

M
 

NDP[7:0] 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W    R/W R/W R R/W R/W R R R R R R R R

初期値 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31-24 PowerOnToPowerGoodTi
me 

(POTPGT)[7:0] 

パワーオンされたルート・ハブに対し Host Controllerドライバがアクセスする前に待機
する時間を規定するビットです。待機時間は POTPGT×2 msとなります。 

23-13 － Reserved（必ず”0”を書き込んでください） 

12 NoOverCurrentProtection 

(NOCP) 

ルート・ハブの過電流保護機能をサポートするかを規定するビットです。 

1：過電流保護機能をサポートしない 

0：過電流保護機能をサポートする 

11 OverCurrentProtectionMo
de 

(OCPM) 

ルート・ハブの過電流状態をどのように報告するかを規定するビットです。 
このビットは PowerSwitchingModeと同じモードを反映している必要があります。 

 1：過電流状態はポート単位で報告される 

 0：すべてのポートは同時に過電流報告される 

このビットは NoOverCurrentPrtectionがクリア（0）されている場合のみ有効となりま
す。 

10 DeviceType 

(DT) 

ルート・ハブが複合デバイスでないことを示します。 

ルート・ハブは複合デバイスであることを認められていないため，このフィールドは常

に 0bを読み出します。 

9 NoPowerSwitching 

(NPS) 

パワー・スイッチがサポートされているか，もしくはポートは常時パワーオンかを規定

するために使用されるビットです。 

 1：Host Controllerが動作中は常にパワーオンされる 

 0：ポートはパワー・スイッチされる 

8 PowerSwitchingMode 

(PSM)  

ルート・ハブのポート・パワー・スイッチをどのように制御するかを規定するためのビッ

トです。 

 1：ポートは個別に電源制御される 

 0：すべてのポートは同時に電源制御される 

PortPowerControlMaskビットがセット（1）されていたらポートは Set/ClearPortPower
だけに応答します。クリア（0）されている場合は Set/ClearGlobalPowerによって制御
されます。このビットは NoPowerSwitiongがクリア（0）されている場合のみ有効とな
ります。 

 

7-0 NumberDownstreamPort 

(NDP)[7:0] 

HostControllerのルート・ハブによりサポートされるダウンストリーム・ポート数を規
定するフィールドです。 
本 HostControllerは 2つのダウンストリーム・ポートを配備しているため 02H固定で
す。 
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（20）HcRhDescriptorB Register（Offset 4CH） 

 
 31          16 15      0

 PPCM[15:0] DR[15:0] 

R/W R/W R/W 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

31-16 PortPowerControlMas
k 

(PPCM)[15:0] 

ポートが Set/Clear GlobalPowerによって制御されるかを示すビットです。 

PowerSwitichingModeがセット（1）されているときに有効となります。 

 

・Field 

ビット 説 明 

0 Reserved 

1 ポート 1に接続されているデバイスの設定 

2 ポート 2に接続されているデバイスの設定 

15-3 Reserved 

 

・Value 

 1：ポートは Set/ClearPortPowerによってのみ作用される 

 0：ポートは Set/ClearGlobalPowerによって制御される 

 

15-0 DeviceRemovable 

(DR)[15:0] 

HostControllerのポートがリムーバブルであるかを示すビットです。 

 

・Field 

ビット 説 明 

0 Reserved 

1 ポート 1に接続されているデバイスの設定 

2 ポート 2に接続されているデバイスの設定 

15-3 Reserved 

 

・Value 

 1：接続されているデバイスはリムーバブルでない 

 0：接続されているデバイスはリムーバブル 
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（21）HcRhStatus Register（Offset 50H） 

 
 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

Read 

LP
S

C
 

D
R

W
E

 

LP
S

 

Write 

C
R

W
E

 

             O
C

IC
 

S
G

P
 

S
R

W
E

 

             O
C

I 

C
G

P
 

R/W W           R/W R/W R/W           R R/W

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 R/W ビット名 意 味 

31 － ClearRemote 

WakeupEnable 

(CRWE) 

Device Remote Wakeup Enableをクリア（0）するためのビットです。 

このビットをセット（1）すると Device Remote Wakeup Enableをクリア（0）す
ることができます。0bの書き込みは影響しません。 

本フィールドを読み出すと常に 0bが出力されます。 

30-18 － － Reserved（必ず”0”を書き込んでください） 

17 － OverCurrent 

IndicateChange 

(OCIC) 

ビット 1の OCIフィールドに変化があったことを通知するためのビットです。OCI
に変化があった場合にセット（1）されます。このビットがセット（1）されている
ときに 1bを書き込むとこのビットをクリア（0）することができます。 

 1：OverCurrent状態に変化があった 

 0：OverCurrent状態に変化はない 

16 R Local Power 
StatusChange(LPSC) 

LocalPowerStatusをサポートしていないため，このビットは常に 0bとして読み出
されます。 

 W SetGlobalPower 

(SGP) 

グローバル・パワー・モード時にすべてのポートのパワーをオンするためのビット

です。このビットをセット（1）するとすべてのポートがパワーオンします。 

ポートごとのパワー・モードにおいては PortPowerControlMaskビットがクリア（0）
されているポートだけポート・パワーをオンします。 

15 R DeviceRemote 

WakeupEnable 

(DRWE) 

RemoteWakeUpイベントとして ConnectStatusChangeを含むかどうかを示すビッ
トです。 

 1：Connect Status Changeは Remote Wakeup要因 

 0：Connect Status Changeは Remote Wakeup要因でない 

このビットがセット（1）されている場合に ConnectStatusChangeイベントが発生
した場合 USB Suspendから USB Resumeステートへの遷移を起こし
ResumeDetect割り込みを発生させます。 

 W SetRemote  
WakeupEnable 
(SRWE) 

DRWEをセット（1）するためのビットです。 
このビットをセット（1）すると DeviceRemoteWakuupEnableをセット（1）する
ことができます。0bの書き込みでは何も影響しません。 

14-2 － － Reserved（必ず”0”を書き込んでください） 

1 － OverCurrent 

Indicator 

(OCI) 

グローバル過電流検出モードにおいて，過電流状態を報告するビットです。 

 1：ポートは過電流状態 

 0：ポート状態は正常 

ポート単位の過電流報告時には，このビットは 0b固定となります。 

0 R LocalPowerStatus 
(LPS) 

LocalPowerStatusをサポートしていないため，このビットは常に 0bとして読み出
されます。 

 

 W ClearGlobalPower 

(CGP) 

グローバル・パワー・モード時にすべてのポートのパワーをオフするためのビット

です。このビットをセット（1）するとすべてのポートがパワーオフします。 

ポートごとのパワー・モードにおいては PortPowerControlMaskビットがクリア（0）
されているポートだけのポート・パワーをオフします。 
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（22）HcRhPortStatus1/2 Register（Offset 54H / 58H） 

 

（1/3） 

 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

Read 

LS
D

A
 

P
P

S
 

P
R

S
 

P
O

C
I 

P
S

S
 

P
E

S
 

C
S

C
 

Write 

           P
R

S
C

 

O
C

IC
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R/W R           R/W R/W R/W R/W R/W    R/W R/W    R/W R/W R/W R/W R/W

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 ビット位置 R/W ビット名 意 味 

31-21 － － Reserved（必ず”0”を書き込んでください） 

20 － Port Reset  

Status Change 

(PRSC) 

ポート・リセットが完了したことを示すビットです。 

 1：ポート・リセットが完了した 

 0：Port Reset Statusに変化はない 

10 msのハードウエア・リセットが終了した場合にセット（1）されます。 

ドライバにより 1bがセットされるとこのビットはクリア（0）されます。 

19 － Over Current  

Indicate Change 

(OCIC) 

ポートの過電流状態を検出した場合にセット（1）されるビットです。 

 1：OverCurrent状態に変化があった 

 0：OverCurrent状態に変化はない 

ドライバ（HCD）により 1bがセットされるとこのビットはクリア（0）されます。

18 － Port Suspend  

Status Change 

(PSSC) 

RESUMEシーケンスが終了したことを示すビットです。 

 1：RESUMEが完了した 

 0：Port Suspend Statusに変化はない 

ハードウエアによるすべての RESUME処理が終了した場合にセット（1）されます。

ドライバ（HCD）により 1bがセットされるとこのビットはクリア（0）されます。

17 － Port Enable  

Status Change 

(PESC) 

PESビットがクリア（0）されたことを示すビットです。 

 1：PESに変化があった（PESクリア） 

 0：PESに変化はない 

過電流状態・ディスコネクト・パワーオフ・バブル・エラーなどハードウエア・イ

ベントによりポートが Enableから Disableに変化した場合に，PESがクリア（0）
されるため，これに連動してセット（1）されるビットです。ドライバ（HCD）に
より 1bがセットされるとこのビットはクリア（0）されます。 

16 － Connect  

Status Change 

(CSC) 

CCSが変化したことを示すビットです。 

 1：Current Connect Statusに変化があった 

 0：Current Connect Statusに変化はない 

CCSがコネクト・ディスコネクトにより変化するときにこのビットをセット（1）
します。 

またディスコネクト中にポート・リセット，ポート・サスペンド，ポート・イネー

ブルの要求があった場合もドライバにデバイス接続確認の再評価を行わせるために

本ビットをセット（1）します。 

ドライバ（HCD）により 1bがセットされるとこのビットはクリア（0）されます。

 

15-10 － － Reserved（必ず”0”を書き込んでください） 
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（2/3） 

 

 ビット位置 R/W ビット名 意 味 

9 R Low Speed  

Device Attached 

(LSDA) 

ポートに接続されたデバイス・スピードを示すビットです。 

 1：Low-Speedデバイスが接続 

 0：Full-Speedデバイスが接続 

このステータス・ビットは CCSがセットされているときのみ有効となります。 

 W Clear Port Power 

(CPP) 

ポート・パワーをオフするためのビットです。 

1bを書き込むとポートをオフします。0bの書き込みは影響しません。 

8 R Port Power Status 

(PPS) 

ポートの電源ステータスを反映するビットです。 

 1：ポート・パワーオン 

 0：ポート・パワーオフ 

パワー・スイッチのタイムにより制御方法が異なります。 

 
W Set Port Power 

(SPP) 

ポートごとのパワー制御が行われている場合にポート・パワーをオンにするビット

です。1bを書き込むとポートをオンします。0bの書き込みは影響しません。 

7-5 － － Reserved（必ず”0”を書き込んでください） 

4 R Port Reset Status 

(PRS) 

ダウンストリーム・ポートに対し Reset発行中であることを示すビットです。 

 1：ポート・リセット中 

 0：ポート・リセット中でない 

10 msのポート・リセットが完了すると PRSCのセットと共にクリア（0）されま
す。CSCがクリア（0）されているデバイス未接続状態ではセットすることはでき
ません。 

 W Set Port Reset 

(SPR) 

ダウンストリーム・ポートに対しポート・リセットを発行するためのビットです。

このビットに 1bを書き込むと 10 msのポート・リセットが起動します。CCSがク
リア（0）されているときにこのビットへの書き込みを行うと CSCをセットしドラ
イバにディスコネクト・ポートをリセットしようとしたことを通知します。0bの書
き込みは影響しません。 

3 R Port Over Current 

Indicator 

(POCI) 

ダウンストリーム・ポートが過電流状態となったことを示すビットです。 

 1：ポートは過電流状態 

 0：ポートは通常状態 

 W Clear Port Suspend 

(CPS) 

Suspendを終了させ Resumeシーケンスを起動させるためのビットです。 

1bを書き込むと Resumeシーケンスを起動します。0bの書き込みは影響しません。
PSSがセットされているときのみ Resumeが起動します。 

2 R Port Suspend Status 

(PSS) 

Port状態が Suspendか Resumeシーケンス中であることを示すビットです。 

 1：ポートは Suspend中 

 0：ポートは通常転送状態 

ポート状態は CCSビットがクリア（0）されているデバイス未接続状態ではセット
することができません。 

ポートは SPSビットの書き込みでセットされます。Resumeの終わり・PortReset
の終わり・USB RESUMEステートに移行した場合にはクリア（0）されます。 

 

 W Set Port Suspend 

(SPS) 

Port状態を Suspendに遷移させるためのビットです。 

1bを書き込むとポートを Suspendへ移行します。0bの書き込みは影響しません。
このビットに 1bを書き込むと Portは Suspendに遷移します。CCSがクリア（0）
されているときにこのビットへの書き込みを行うと CSCをセットしドライバに
ディスコネクト・ポートをサスペンドしようとしたことを通知します 
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（3/3） 

 

 ビット位置 R/W ビット名 意 味 

1 R Port Enable Status 

(PES) 

Port状態が Enableか Disableかを示すビットです。 

 1：ポート状態は Enable 

 0：ポート状態は Disable 

CCSビットがクリア（0）されているデバイス未接続状態ではセットすることがで
きません。 

ポート状態はポート・リセットの終了時に Enable状態へ遷移します。 

過電流状態・ディスコネクト・パワーオフ・バブル・エラーなどを検出すると，自

動的に H/Wによりクリア（0）されます。 

 W Set Port Enable 

(SPE) 

PESビットをセット（1）するためのビットです。 

0bの書き込みは影響しません。 

ポート状態の遷移は PortResetにて行ってください。OHCI規格では SetPortEnable
ビットによる Portの Enableへの遷移をサポートしておりますが，USB規格ではサ
ポートしていないため本 Host Controllerにおいても対応しておりません。 

0 R Current Connect 
Status 

(CCS) 

ダウンストリーム・ポートの現在の接続ステータスを反映するビットです。 

 1：デバイスが接続されている 

 0：デバイスが接続されていない 

 

 W Clear Port Enable 

(CPE) 

PESビットをクリア（0）するためのビットです。 

1bを書き込むとポートを Disableへ移行します。0bの書き込みは影響しません。
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2. 3. 4 USBホスト・コントローラからの割り込み 

USBホスト・コントローラでは，OHCIホスト・コントローラからの割り込みを統合し，2本の割り込みとし

てシステムへ通知します。 

 

表 2－6 USBホスト・コントローラからの割り込み 

システムへの割り込み通知信号 OHCIホスト・コントローラが発生する割り込み通知信号 

INTUSBH0 INTAまたは SMMIまたは PME 

INTUSBH1 PME 

 

各割り込み内容については下記のとおりです。 

 

（1）INTA割り込み・SMMI割り込み 

 

（a）割り込み通知経路 

OHCIホスト・コントローラは，OHCI Operationalレジスタの HcContorlレジスタの IRビット設定に従

い，INTAまたは SMMI割り込みをシステムに通知します。HcContorlレジスタ IRビットの初期設定によ

り，リセット直後は INTA割り込みが，通知経路として選択されています。 

INTAと SMMIは，OwnershipChangeを除き，割り込みの発生要因に違いはありません。 

 

表 2－7 INTA・SMMI割り込み通知経路 

HcControlレジスタ IRビット 割り込み通知信号 

0 INTA（初期値） 

1 SMMI 

 

また，INTA, SMMI割り込みを使用するためには PCIホスト・ブリッジ・レジスタで PCI Interrupt Control 

Registerの inta_en, int_smmi_enビットをセット（1）しておく必要があります。 
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（b）割り込み要因 

OpenHCI規格で定義されている割り込みをサポートしています。 

システムに通知する割り込み要因は HcInterruptEnableレジスタに設定し，IRビットにて決定された割

り込み経路に通知されます。 

 

次に割り込み要因を示します。 

 

表 2－8 INTA・SMMI割り込み要因 

割り込み要因 内容 

Scheduling Overrun フレームにおける USBスケジュールがオーバランしたことを示す割り込み 

Writeback DoneHead HostControllerが TDを終了しWritebackが発生したことを示す割り込み 

Start Of Frame フレームの開始時点で HccaFmNumberが更新されたことを示す割り込み 

Resume Detected USB上のデバイスからのレジューム信号を検出したことを示す割り込み 

Unrecoverable Error USBと関係ないエラー（PCIのアボート）を検出したことを示す割り込み 

Frame Number Overflow HcFmNumberの bit15が 0から 1または 1から 0に変化したことを示す割り込み

Root Hub Status Change HcRhStatus/HcRhPortStatusの内容が変化したことを示す割り込み 

下記の詳細イベントに分類されます 

 

OverCurrentIndicateChange 過電流状態が発生したことを示す。

Connect Status Change USBバスに接続・切断が発生した
ことを示す 

Port EnableStatusChange USBのエラーにより Portが
Disableに遷移したことを示す 

Port Suspend Status Change Resumeシーケンスが完了したこ
とを示す 

Port Reset Status Change USB Resetが完了したことを示す

  

Ownership Change Ownership Requestが発生したことを示す割り込み 

SMMIにのみ通知されます 

 



第 2章 USBホスト・コントローラ 

ユーザーズ・マニュアル  A19071JJ2V0UM 70 

（2）PME割り込み 

PME割り込みはパワー・マネージメント用の割り込み信号であり，USBバスの変化を PCLKがない状態

でシステムに通知するための割り込み信号です。 

 

USBバスに発生するイベントと割り込みサポートの可否は次のとおりです。 

 

表 2－9 PME割り込み要因 

イベント 割り込み発生可否 

Over Current Indicate 発生しない 

Connect 発生する 

Disconnect 発生する 

Resume（RemoteWakeUp） 発生する 

 

PME割り込みを使用するためには，PCIコンフィギュレーション・レジスタで，

Power_Management_Control／Statusレジスタの PME Enableビットと，PCIホスト・ブリッジ・レジスタ

で，PCI Interrupt Control Registerの int_pme_enビットをセット（1）しておく必要があります。 

 



 

ユーザーズ・マニュアル  A19071JJ2V0UM 71

第3章 USBファンクション・コントローラ 
 

 

 

3. 1 概  要 

 

USBファンクション・コントローラ（USBF）は，トークン・ベースのプロトコルにより，外部ホスト・デバイ

スとの間でポーリング方式のデータ通信を行います。 

Universal Serial Bus Specificationに準拠し，下記の特徴を持っています。 

 

○ 12 Mbps（フル・スピード）転送に対応 

○ 1ch アップストリーム・ポートを搭載 

○ 下記の転送用エンドポイントを内蔵 
 

表 3－1 USBファンクション・コントローラ エンドポイント構成 

エンドポイント名 FIFOサイズ（バイト） 転送タイプ 備 考 

EP0 64 Control Read/Write  

EP1 64×2 Bulk In ダブル・バッファ構成 

EP2 64×2 Bulk Out ダブル・バッファ構成 

EP7 8 Interrupt  

 

○ Bulk In/Bulk Outは DMA転送（２サイクル・シングル転送モード）可能 

 

3. 2 CPUメモリ空間 

 

CPUメモリ空間は，下記のように分割して使用します。領域表記のない分割の隙間のアドレスにはアクセスしな

いでください。 

 

表 3－2 CPUメモリ空間の分割 

Base Address Offset Address 領 域 

4000H-47FFH EPC Register 領域 

4800H-480FH Bridge Register 領域 

4900H-491FH DMA Register 領域 

4A00H Bulk IN Register 領域 

4B00H Bulk OUT Register 領域 

CSZ5で選択されるアドレス 

4810H-48FFH, 
4920H-49FFH, 
4A01H-4AFFH, 
4B01H-7FFFH 

Reserved（アクセス禁止） 
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3. 3 リクエスト 

 

USBには，ホスト・デバイスからの要求をファンクション・デバイスに伝え，応答処理させるための，リクエス

トと呼ばれるコマンドがあります。 

リクエストは，コントロール転送の SETUPステージにて受信され，一部のリクエストを除いて，USBファンク

ション・コントローラ（USBF）のハードウエアにて自動処理することができます。 

 

3. 3. 1 自動リクエスト 

 

（1）デコード 

次にリクエストのフォーマットとリクエスト・デコード対応表を示します。 

 

表 3－3 リクエストのフォーマット 

オフセット フィールド名 

0 bmRequestType  

1 bRequest  

2 wValue 下位側 

3  上位側 

4 wIndex 下位側 

5  上位側 

6 wLength 下位側 

7  上位側 
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表 3－4 リクエスト・デコード対応表 

デコード値 応答 

bmRequestType bRequest wValue wIndex wLength 

オフセット 

 

リクエスト 0 1 3 2 5 4 7 6 

Df Ad Cf 

データ・

ステージ

GET_INTERFACE 81H 0AH 00H 00H 00H 0nH 00H 01H STALL STALL ACK

NAK

○ 

GET_CONFIGURATION 80H 08H 00H 00H 00H 00H 00H 01H ACK 

NAK 

ACK 

NAK 

ACK

NAK

○ 

GET_DESCRIPTOR 

Device 

80H 06H 01H 00H 00H 00H XXH XXH 注 1 ACK 

NAK 

ACK 

NAK 

ACK

NAK

○ 

GET_DESCRIPTOR 

Configuration 

80H 06H 02H 00H 00H 00H XXH XXH 注 1 ACK 

NAK 

ACK 

NAK 

ACK

NAK

○ 

GET_STATUS 

Device 

80H 00H 00H 00H 00H 00H 00H 02H ACK 

NAK 

ACK 

NAK 

ACK

NAK

○ 

GET_STATUS 

Endpoint 0 

82H 00H 00H 00H 00H 00H

80H

00H 02H ACK 

NAK 

ACK 

NAK 

ACK

NAK

○ 

GET_STATUS 

Endpoint X 

82H 00H 00H 00H 00H $$H 00H 02H STALL STALL ACK

NAK

○ 

CLEAR_FEATURE 

Device 注 2 

00H 01H 00H 01H 00H 00H 00H 00H ACK 

NAK 

ACK 

NAK 

ACK

NAK

× 

CLEAR_FEATURE 

Endpoint 0 注 2 

02H 01H 00H 00H 00H 00H

80H

00H 00H ACK 

NAK 

ACK 

NAK 

ACK

NAK

× 

CLEAR_FEATURE 

Endpoint X 注 2 

02H 01H 00H 00H 00H $$H 00H 00H STALL STALL ACK

NAK

× 

SET_FEATURE 

Device 注 3 

00H 03H 00H 01H 00H 00H 00H 00H ACK 

NAK 

ACK 

NAK 

ACK

NAK

× 

SET_FEATURE 

Endpoint 0 注 3 

02H 03H 00H 00H 00H 00H

80H

00H 00H ACK 

NAK 

ACK 

NAK 

ACK

NAK

× 

SET_FEATURE 

Endpoint X 注 3 

02H 03H 00H 00H 00H $$H 00H 00H STALL STALL ACK

NAK

× 

SET_INTERFACE 01H 0BH 00H 0#H 00H 0?H 00H 00H STALL STALL ACK

NAK

× 

SET_CONFIGURATION 注 4 00H 09H 00H 00H

01H

00H 00H 00H 00H ACK 

NAK 

ACK 

NAK 

ACK

NAK

× 

SET_ADDRESS 00H 05H XXH XXH 00H 00H 00H 00H ACK 

NAK 

ACK 

NAK 

ACK

NAK

× 

注 1. wLength値が準備している値未満の場合，wLength値までを返信し，wLength値が準備している値以上の場合，

準備している値までを返信します。 

 2. CLEAR_FEATUREリクエストは，ステータス・ステージで ACKを受信した場合に UF0デバイス・ステータス・

レジスタ L（UF0DSTL），UF0 EPnステータス・レジスタ L（UF0EnSL）（n = 0-2, 7）をクリア（0）します。 
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注 3. SET_FEATUREリクエストは，ステータス・ステージで ACKを受信した場合に UF0デバイス・ステータス・

レジスタ L（UF0DSTL），UF0 EPnステータス・レジスタ L（UF0EnSL）（n = 0-2, 7）をセット（1）します。

また，UF0E0SLレジスタの E0HALTビットを設定した場合は，CLEAR_FEATURE Endpoint0リクエストを受

信するまで，GET_STATUS Endpoint0リクエスト，SET_ FEATURE Endpoint0リクエスト，CPUDEC割り込

み要求の発生するリクエスト以外のコントロール転送のデータ・ステージまたはステータス・ステージで STALL

応答します。なお，サポートしていないリクエストについての STALL応答では，UF0E0SLレジスタの E0HALT

ビットはセット（1）されず，次の SETUPトークンを受信した時点で STALL応答はクリア（0）されます。 

 4. wValue値が規定外の場合，自動 STALL応答します。 

 

注意 1. 次に示す条件では，Universal Serial Bus Specificationで規定されているコントロール転送のシーケンスを

満足しません。この場合の動作は保証できません。 

・SETUPステージなしに IN/OUTトークンを受信する場合 

・SETUPステージのデータ・フェーズで DATA PID1を送ってくる場合 

・アドレス 128以上のトークンを受信する場合 

・SETUPステージで送信されるリクエスト・データが 8バイト未満の場合 

 2. ステータス・ステージにおいて，ホストが Nullパケット以外のデータを送信してきた場合でも，ACK応答

します。 

 3. ファームウエア処理のコントロール転送（リード）では，wLength値が 00Hであった場合，コントロール

転送（データなし）として Nullパケットを自動送出します。ファームウエア・リクエストの場合は，Null

パケットを自動送出しません。 

 

備考 1. ○：データ・ステージあり 

×：データ・ステージなし 

 2. Df：Defaultステート，Ad：Addressedステート，Cf：Configuredステート 

 3. n = 0-4 

Interface番号 1-4のリクエストに対して正常応答するか，または STALL応答するかは，UF0アクティ

ブ・インタフェース・ナンバ・レジスタ（UF0AIFN）の設定により，対象の Interface番号が有効かど

うかで決定します。 

 4. $$：転送方向を含んだ有効な Endpoint番号 

有効な Endpointは現在設定されている Alternate Setting番号により決定します（3. 4. 4（36）UF0ア

クティブ・オルタネート・セッティング・レジスタ（UF0AAS），（38）UF0エンドポイント 1イン

タフェース・マッピング・レジスタ（UF0E1IM）～（40）UF0エンドポイント 7インタフェース・マッ

ピング・レジスタ（UF0E7IM）参照）。 

 5. ？と#：ホストから送信される値（?：Interface番号，#：Alternate Setting） 

各 Interface番号に対応した Alternate Settingのリクエストに対して正常応答するか，STALL応答する

かは，UF0アクティブ・インタフェース・ナンバ・レジスタ（UF0AIFN）と UF0アクティブ・オルタ

ネート・セッティング・レジスタ（UF0AAS）により，対象の Interface番号と対象の Alternate Setting

が有効かどうかによって決まります。 
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（2）処理内容 

次に自動リクエストの Defaultステート，Addressedステート，Configuredステートでの処理内容を示し

ます。 

 

・Defaultステート： Default addressで動作する状態 

・Addressedステート： アドレスが割り当てられたあとの状態 

・Configuredステート： SET_CONFIGURATION wValue = 1を正常受信したあとの状態 

 

（a）CLEAR_FEATUREリクエスト 

CLEAR_FEATUREリクエストが，クリア（0）できない，存在しない FEATUREである，対象が Interface

か，または存在しない Endpointの場合には，ステータス・ステージで STALL応答します。また，wLength

値が 0以外の場合も STALL応答します。 

 

・Defaultステート： CLEAR_FEATUREリクエストを受信したとき，対象がデバイスか，または

Endpoint0に対するリクエストの場合のみ正常応答します。それ以外の場合

はステータス・ステージで STALL応答します。 

・Addressedステート： CLEAR_FEATUREリクエストを受信したとき，対象がデバイスか，または

Endpoint0に対するリクエストの場合のみ正常応答します。それ以外の場合

はステータス・ステージで STALL応答します。 

・Configuredステート： CLEAR_FEATUREリクエストを受信したとき，対象がデバイスか，または

存在する Endpointに対するリクエストの場合のみ正常応答します。それ以外

の場合はステータス・ステージで STALL応答します。 

 

CLEAR_FEATUREリクエストを正常処理した場合には，UF0 CLRリクエスト・レジスタ（UF0CLR）

の対象ビットがセット（1）され，UF0 EPnステータス・レジスタ L（UF0EnSL）の EnHALTビットがク

リア（0）され，割り込みが発行されます（n = 0-2, 7）。なお，対象が Endpointのとき，CLEAR_FEATURE

リクエストを受信した場合には，対象 Endpointのトグル・ビット（DATA0/DATA1の切り替え制御）は必

ず DATA0に再設定されます。 

 

（b）GET_CONFIGURATIONリクエスト 

wValue，wIndex，wLengthのいずれかが表 3－4 リクエスト・デコード対応表に記載以外のものの場

合は，データ・ステージで STALL応答します。 

 

・Defaultステート： GET_CONFIGURATIONリクエストを受信したとき，UF0コンフィギュレー

ション・レジスタ（UF0CNF）に格納されている値を返信します。 

・Addressedステート： GET_CONFIGURATIONリクエストを受信したとき，UF0CNFレジスタに格

納されている値を返信します。 

・Configuredステート： GET_CONFIGURATIONリクエストを受信したとき，UF0CNFレジスタに格

納されている値を返信します。 

 



第 3章 USBファンクション・コントローラ 

ユーザーズ・マニュアル  A19071JJ2V0UM 76 

（c）GET_DESCRIPTORリクエスト 

対象ディスクリプタが wMaxPacketSizeの倍数の長さを持つ場合には，データ・ステージの終わりを示

すために Nullパケットを送り返します。そのとき，対象ディスクリプタの長さが wLength値未満の場合，

対象ディスクリプタをすべて返信し，対象ディスクリプタの長さが wLength値以上の場合，wLength値ま

で返信します。 

 

・Defaultステート： GET_DESCRIPTORリクエストを受信したとき，UF0デバイス・ディスク

リプタ・レジスタ n（UF0DDn），UF0コンフィギュレーション／インタフェー

ス／エンドポイント・ディスクリプタ・レジスタm（UF0CIEm）に格納され

ている値を返信します（n = 0-17, m = 0-255）。 

・Addressedステート： GET_DESCRIPTORリクエストを受信したとき，UF0DDnレジスタ，

UF0CIEmレジスタに格納されている値を返信します。 

・Configuredステート： GET_DESCRIPTORリクエストを受信したとき，UF0DDnレジスタ，

UF0CIEmレジスタに格納されている値を返信します。 

 

UF0CIEmレジスタに格納できるディスクリプタは，総数 256バイトまでです。256バイト以上のディ

スクリプタを返信する場合には，UF0MODCレジスタの CDCGDSTビットをセット（1）して，ファーム

ウエアにより GET_DESCRIPTORリクエストを処理してください。 

UF0CIEmレジスタで設定した全ディスクリプタのバイト数－1の値を UF0ディスクリプタ・レングス・

レジスタ（UF0DSCL）に格納してください。このデータ＋1の値と wLengthにより転送データを制御し

ます。 

 

（d）GET_INTERFACEリクエスト 

wValue，wLengthのいずれかが表 3－4 リクエスト・デコード対応表に記載以外のものの場合，また

は wIndexが UF0アクティブ・インタフェース・ナンバ・レジスタ（UF0AIFN）の設定以外の場合は，デー

タ・ステージで STALL応答します。 

 

・Defaultステート： GET_INTERFACEリクエストを受信したとき，データ・ステージで STALL

応答します。 

・Addressedステート： GET_INTERFACEリクエストを受信したとき，データ・ステージで STALL

応答します。 

・Configuredステート： GET_INTERFACEリクエストを受信したとき，wIndex値に対応した UF0イ

ンタフェース nレジスタ（UF0IFn）に格納されている値を返信します（n = 

0-4）。 
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（e）GET_STATUSリクエスト 

wValue，wIndex，wLengthのいずれかが表 3－4 リクエスト・デコード対応表に記載以外のものの場

合は，データ・ステージで STALL応答します。また，対象が Interfaceか，または存在しない Endpoint

の場合は，データ・ステージで STALL応答します。 

 

・Defaultステート： GET_STATUSリクエストを受信したとき，対象がデバイスか，または

Endpoint0に対するリクエストの場合のみ対象ステータス・レジスタ注に格納

されている値を返信します。それ以外の場合は，データ・ステージで STALL

応答します。 

・Addressedステート： GET_STATUSリクエストを受信したとき，対象がデバイスか，または

Endpoint0に対するリクエストの場合のみ対象ステータス・レジスタ注に格納

されている値を返信します。それ以外の場合は，データ・ステージで STALL

応答します。 

・Configuredステート： GET_STATUSリクエストを受信したとき，対象がデバイスか，または存在

する Endpointに対するリクエストの場合のみ対象ステータス・レジスタ注に

格納されている値を返信します。それ以外の場合は，データ・ステージで

STALL応答します。 

 

注 対象ステータス・レジスタを次に示します。 

・対象がデバイスの場合：UF0デバイス・ステータス・レジスタ L（UF0DSTL） 

・対象が Endpoint0の場合：UF0 EP0ステータス・レジスタ L（UF0E0SL） 

・対象が Endpoint nの場合：UF0 EPnステータス・レジスタ L（UF0EnSL）（n = 1, 2, 7） 
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（f）SET_ADDRESSリクエスト 

wIndex，wLengthのいずれかが表 3－4 リクエスト・デコード対応表に記載以外のものの場合は，ス

テータス・ステージで STALL応答します。指定されたデバイス・アドレスが 127より大きい場合は，STALL

応答になります。 

 

・Defaultステート： SET_ADDRESSリクエストを受信したとき，指定されたアドレスが 0以外

の場合には，デバイスは Addressedステートに入り，SIEへ入力する USB 

Address値を指定のアドレス値に変更します。指定されたアドレスが 0の場

合には，Defaultステートのままです。 

・Addressedステート： SET_ADDRESSリクエストを受信したとき，指定されたアドレスが 0の場

合には，デバイスは Defaultステートに入り，SIEへ入力する USBAddress

値をディフォールト・アドレスに戻します。指定されたアドレスが 0以外の

場合には，Addressedステートのままで，SIEへ入力する USB Address値を

指定の新しいアドレス値に変更します。 

・Configuredステート： SET_ADDRESSリクエストを受信したとき，指定されたアドレスが 0の場

合には，デバイスは Configuredステートのままで，SIEへ入力する USB 

Address値をディフォールト・アドレスに戻します。この場合，Endpoint0

以外の Endpointも有効のままで，コントロール転送（IN），コントロール転

送（OUT），Endpoint0以外の Endpointに対するバルク転送およびインタラ

プト転送にも応答します。指定されたアドレスが 0以外の場合には，

Configuredステートのままで，SIEへ入力する USBAddress値を指定の新し

いアドレス値に変更します。 
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（g）SET_CONFIGURATIONリクエスト 

wValue，wIndex，wLengthのいずれかが表 3－4 リクエスト・デコード対応表に記載以外のものの場

合は，ステータス・ステージで STALL応答します。 

 

・Defaultステート： SET_CONFIGURATIONリクエストを受信したとき，指定されたコンフィ

ギュレーション値が 1の場合には，UF0モード・ステータス・レジスタ

（UF0MODS）の CONFビットがセット（1）され，UF0コンフィギュレー

ション・レジスタ（UF0CNF）に 1が設定されます。指定されたコンフィギュ

レーション値が 0の場合には，UF0MODSレジスタの CONFビットがクリ

ア（0）され，UF0CNFレジスタに 0が設定されます。つまり，Addressed

ステートをスキップして，Default addressに応答する Configuredステート

に移行します。 

・Addressedステート： SET_CONFIGURATIONリクエストを受信したとき，指定されたコンフィ

ギュレーション値が 1の場合には，UF0MODSレジスタの CONFビットが

セット（1），UF0CNFレジスタに 1が設定され，Configuredステートに入

ります。指定されたコンフィギュレーション値が 0の場合には，Addressed

ステートのままです。 

・Configuredステート： SET_CONFIGURATIONリクエストを受信したとき，指定されたコンフィ

ギュレーション値が 0の場合には，UF0MODSレジスタの CONFビットが

クリア（0）され，UF0CNFレジスタに 0が設定されて，Addressedステー

トに戻ります。指定されたコンフィギュレーション値が 1の場合には，

Configuredステートのままです。 

 

SET_CONFIGURATIONリクエストを正常処理した場合には，UF0 SETリクエスト・レジスタ

（UF0SET）の対象ビットがセット（1）され，割り込みが発行されます。指定されたコンフィギュレーショ

ン値が現在のコンフィギュレーション値と同じ場合でも，すべての Halt Featureは

SET_CONFIGURATIONリクエストを完了したあとにクリア（0）されます。また，SET_CONFIGURATION

リクエストを正常処理した場合には，必ずすべての Endpointのデータ・トグルは DATA0に再び初期化さ

れます（SET_CONFIGURATIONリクエストの受信から SET_INTERFACEリクエストを受信するまでは

デフォルト状態である Alternate Setting 0に設定されているものと定義しています）。 

 



第 3章 USBファンクション・コントローラ 

ユーザーズ・マニュアル  A19071JJ2V0UM 80 

（h）SET_FEATUREリクエスト 

対象が Interfaceまたは存在しない Endpointである場合には，ステータス・ステージで STALL応答しま

す。また，wLength値が 0以外の場合も STALL応答します。 

 

・Defaultステート： SET_FEATUREリクエストを受信したとき，対象がデバイスか，または

Endpoint0に対するリクエストの場合のみ正常応答します。それ以外の場合

はステータス・ステージで STALL応答します。 

・Addressedステート： SET_FEATUREリクエストを受信したとき，対象がデバイスか，または

Endpoint0に対するリクエストの場合のみ正常応答します。それ以外の場合

はステータス・ステージで STALL応答します。 

・Configuredステート： SET_FEATUREリクエストを受信したとき，対象がデバイスか，または存在

する Endpointに対するリクエストの場合のみ正常応答します。それ以外の場

合はステータス・ステージで STALL応答します。 

 

SET_FEATUREリクエストを正常処理した場合には，UF0 SETリクエスト・レジスタ（UF0SET）の

対象ビットや UF0 EPnステータス・レジスタ L（UF0EnSL）の EnHALTビットがセット（1）され，割

り込みが発行されます（n = 0-2, 7）。 
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（i）SET_INTERFACEリクエスト 

wLengthが表 3－4 リクエスト・デコード対応表に記載以外のものの場合，wIndexが UF0アクティブ・

インタフェース・ナンバ・レジスタ（UF0AIFN）の設定以外の場合，wValueが UF0アクティブ・オルタ

ネート・セッティング・レジスタ（UF0AAS）設定以外の場合のいずれかのときに，ステータス・ステー

ジで STALL応答します。 

 

・Defaultステート： SET_INTERFACEリクエストを受信したとき，ステータス・ステージで

STALL応答します。 

・Addressedステート： SET_INTERFACEリクエストを受信したとき，ステータス・ステージで

STALL応答します。 

・Configuredステート： SET_INTERFACEリクエストを受信したとき，ステータス・ステージで Null

パケットを送信します。 

 

SET_INTERFACEリクエストを正常処理した場合には，割り込みが発行されませんが，UF0 INTステー

タス 4レジスタ（UF0IS4）の SETINTビットがセット（1）されますので，これを監視してください。 

対象 Interfaceにリンクされた Endpointのすべての Halt Featureは，SET_INTERFACEリクエストを完

了したあとにクリア（0）されます。対象 Interface番号に関連するすべての Endpointのデータ・トグルは，

必ず DATA0に再び初期化されます。また，SET_INTERFACEリクエストを正常処理して，現在選択され

ている Alternate Settingと異なる設定に変更する場合には，影響を受ける Endpointの FIFOは完全にクリ

アされ，関連するすべての割り込み要因なども初期化されます。 

SET_INTERFACEリクエスト完了時，対象 Interfaceにリンクされたすべての Endpointの FIFOがクリ

アされます。また，同時に Halt Feature，Data PIDが初期化され，関連する UF0 INTステータス nレジス

タ（UF0ISn）がクリア（0）されます（n = 0-4）（SET_CONFIGURATIONリクエスト完了時には，Halt Feature

のクリア（0）と Data PIDの初期化のみです）。 

DMA転送中に SET_INTERFACEリクエストにより，対象 Endpointがサポートされなくなった場合は，

DMAリクエスト信号はただちにインアクティブ状態になり，SET_INTERFACEリクエスト完了時にリン

クされた Endpointの FIFOは完全にクリアされます。このため，FIFOのクリアにより，DMAのデータ転

送は正常処理されなくなります。 
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3. 3. 2 その他のリクエスト 

 

（1）応答と処理方法 

次にその他のリクエストの応答と処理方法を示します。 

 

表 3－5 その他のリクエストの応答と処理方法 

リクエスト 応答と処理方法 

GET_DESCRIPTOR String CPUDEC割り込み要求発生 

GET_STATUS Interface 自動 STALL応答 

CLEAR_FEATURE Interface 自動 STALL応答 

SET_FEATURE Interface 自動 STALL応答 

all SET_DESCRIPTOR CPUDEC割り込み要求発生 

その他の全リクエスト CPUDEC割り込み要求発生 

 



第 3章 USBファンクション・コントローラ 

ユーザーズ・マニュアル  A19071JJ2V0UM 83

3. 4 レジスタ 

 

USBファンクション・コントローラ（USBF）は下記のレジスタを備えています。8ビット幅のバス・インタフェー

スを持つため，CPUからのバス・アクセス（32ビット）に対し，下位 8ビットのみを使用します。このため，レ

ジスタは 4アドレスごとに配置されています。 

CSZ5により任意にマッピングされるため，CSZ5の開始アドレスがベース・アドレスになります。 

（レジスタ・アドレス = Base Address + Offset Address） 

 

表 3－6 ファンクション・ブリッジ・レジスタ 

Base 

Address 

Offset 
Address 

内容 略号 R/W Access 

Size 

Bit 

Size 

Reset

4800H MEMC Bus Bridge Interrupt Control MEMC_INT R/W 32bit 8bit 00H 

4804H MEMC Bus Bridge Interrupt Enable MEMC_INTEN R/W 32bit 8bit 00H 

CSZ5開始
アドレス 

4808H EPC Macro Control EPC_CTR R/W 32bit 8bit 00H 

 

表 3－7 DMAレジスタ 

Base 

Address 

Offset 
Address 

内容 略号 R/W Access 

Size 

Bit 

Size 

Reset

4900H Endpoint 1 DMA Control1  EP1_DCR1 R/W 32bit 8bit 00H 

4904H Endpoint 1 DMA Control2 Bit [7:0] EP1L_DCR2 R/W 32bit 8bit 00H 

4908H Endpoint 1 DMA Control2 Bit [15:8] EP1M_DCR2 R/W 32bit 8bit 00H 

490CH Endpoint 1 DMA Control2 Bit [23:16] EP1H_DCR2 R/W 32bit 8bit 00H 

4910H Endpoint 2 DMA Control1 EP2_DCR1 R/W 32bit 8bit 00H 

4914H Endpoint 2 DMA Control2 Bit [7:0] EP2L_DCR2 R/W 32bit 8bit 00H 

4918H Endpoint 2 DMA Control2 Bit [15:8] EP2M_DCR2 R/W 32bit 8bit 00H 

CSZ5開始
アドレス 

491CH Endpoint 2 DMA Control2 Bit [23:16] EP2H_DCR2 R/W 32bit 8bit 00H 

 

表 3－8 Bulk In / Bulk Outレジスタ 

Base 

Address 

Offset 
Address 

内容 略号 R/W Access 

Size 

Bit 

Size 

Reset

4A00H DMA転送用 BulkIn1 EP1_BULK_IN W 32bit 8bit 00H CSZ5開始
アドレス 4B00H DMA転送用 BulkOut1 EP2_BULK_OUT R 32bit 8bit 00H 
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表 3－9 EPC制御レジスタ 

（1/2） 

Base 

Address 

Offset 

Address 

内容 略号 R/W Access 
Size 

Bit 
Size

Reset

4000H EP0NAK (EP0 NAK Control) UF0E0N R/W 32bit 8bit 00H 

4004H EP0NAKALL (EP0NAKALL EP0 NAK 
Control) 

UF0E0NA R/W 32bit 8bit 00H 

4008H EPNAK (EP except EP0 NAK Control) UF0EN R/W 32bit 8bit 00H 

400CH EPNAK Mask UF0ENM R/W 32bit 8bit 00H 

4010H SNDSIE UF0SDS R/W 32bit 8bit 00H 

4014H CLR Request UF0CLR R 32bit 8bit 00H 

4018H SET Request UF0SET R 32bit 8bit 00H 

401CH EP Status 0 (EP FIFO Status) UF0EPS0 R 32bit 8bit 00H 

4020H EP Status 1 (EP FIFO and USB bus Status) UF0EPS1 R 32bit 8bit 00H 

4024H EP Status 2 (EP Halt Status) UF0EPS2 R 32bit 8bit 00H 

4028H-403CH Reserved  － － － － 

4040H INT Status 0  UF0IS0 R 32bit 8bit 00H 

4044H INT Status 1  UF0IS1 R 32bit 8bit 00H 

4048H INT Status 2  UF0IS2 R 32bit 8bit 00H 

404CH INT Status 3  UF0IS3 R 32bit 8bit 00H 

4050H INT Status 4  UF0IS4 R 32bit 8bit 00H 

4054H-4058H Reserved  － － － － 

405CH INT Mask 0  UF0IM0 R/W 32bit 8bit 00H 

4060H INT Mask 1  UF0IM1 R/W 32bit 8bit 00H 

4064H INT Mask 2  UF0IM2 R/W 32bit 8bit 00H 

4068H INT Mask 3  UF0IM3 R/W 32bit 8bit 00H 

406CH INT Mask 4  UF0IM4 R/W 32bit 8bit 00H 

4070H-4074H Reserved  － － － － 

4078H INT Clear 0  UF0IC0 W 32bit 8bit FFH 

407CH INT Clear 1  UF0IC1 W 32bit 8bit FFH 

4080H INT Clear 2  UF0IC2 W 32bit 8bit FFH 

4084H INT Clear 3  UF0IC3 W 32bit 8bit FFH 

4088H INT Clear 4  UF0IC4 W 32bit 8bit FFH 

408CH-4094H Reserved  － － － － 

4098H INT & DMARQ  UF0IDR R/W 32bit 8bit 00H 

409CH DMA Status 0 UF0DMS0 R 32bit 8bit 00H 

40A0H DMA Status 1 UF0DMS1 R 32bit 8bit 00H 

40A4H-40BCH Reserved  － － － － 

40C0H FIFO Clear 0 UF0FIC0 W 32bit 8bit 00H 

40C4H FIFO Clear 1 UF0FIC1 W 32bit 8bit 00H 

CSZ5開始
アドレス 

40C8H-40D0H Reserved  － － － － 
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表 3－9 EPC制御レジスタ 

（2/2） 

Base 

Address 

Offset 

Address 

内容 略号 R/W Access 
Size 

Bit 
Size

Reset

40D4H Data End UF0DEND W 32bit 8bit 00H 

40D8H Reserved  － － － － 

40DCH GPR (Macro and USB I/F Control)  UF0GPR W 32bit 8bit 00H 

40E0H-40E4H Reserved  － － － － 

40E8H Mode Control Reg (CPUDEC) UF0MODC R/W 32bit 8bit 00H 

40ECH Reserved  － － － － 

40F0H Mode Status Reg (Configuration) UF0MODS R 32bit 8bit 00H 

40F4H-40FCH Reserved  － － － － 

4100H Active Interface No. UF0AIFN R/W 32bit 8bit 00H 

4104H Active Alternate Setting UF0AAS R/W 32bit 8bit 00H 

4108H Alternate Setting Status UF0ASS R 32bit 8bit 00H 

410CH EP1 Interface Mapping UF0E1IM R/W 32bit 8bit 00H 

4110H EP2 Interface Mapping UF0E2IM R/W 32bit 8bit 00H 

4114H-4120H Reserved  － － － － 

4124H EP7 Interface Mapping UF0E7IM R/W 32bit 8bit 00H 

CSZ5開始
アドレス 

4128H-41FCH Reserved  － － － － 

 

表 3－10 EPCデータ保持レジスタ 

Base 

Address 

Offset 

Address 

内容 略号 R/W Access 
Size 

Bit 
Size

Reset

4200H EP0 Read  UF0E0R R 32bit 8bit 不定 

4204H EP0 Length  UF0E0L R 32bit 8bit 00H 

4208H EP0 Setup  UF0E0ST R 32bit 8bit 00H 

420CH EP0 Write  UF0E0W W 32bit 8bit 不定 

4210H PIO転送用 BulkOut1  UF0BO1 R 32bit 8bit 不定 

4214H BulkOut1 Length  UF0BO1L R 32bit 8bit 00H 

4218H-421CH Reserved  － － － － 

4220H PIO転送用 BulkIn1 UF0BI1 W 32bit 8bit 不定 

4224H Reserved  － － － － 

4228H Interrupt 1 UF0INT1 W 32bit 8bit 不定 

CSZ5開始 

アドレス 

422CH-4284H Reserved  － － － － 
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表 3－11 EPCリクエスト・データ・レジスタ 

Base 

Address 

Offset 

Address 

内容 略号 R/W Access 
Size 

Bit 
Size

Reset

4288H Device Status UF0DSTL R/W 32bit 8bit 00H 

428CH-4294H Reserved  － － － － 

4298H EP0 Status UF0E0SL R/W 32bit 8bit 00H 

42A0H EP1 Status UF0E1SL R/W 32bit 8bit 00H 

42A8H EP2 Status UF0E2SL R/W 32bit 8bit 00H 

42ACH-42CCH Reserved  － － － － 

42D0H EP7 Status UF0E7SL R/W 32bit 8bit 00H 

42D4H-42FCH Reserved  － － － － 

4300H Address  UF0ADRS R/W 32bit 8bit 00H 

4304H Configuration  UF0CNF R/W 32bit 8bit 00H 

4308H Interface 0 UF0IF0 R/W 32bit 8bit 00H 

430CH Interface 1 UF0IF1 R/W 32bit 8bit 00H 

4310H Interface 2 UF0IF2 R/W 32bit 8bit 00H 

4314H Interface 3 UF0IF3 R/W 32bit 8bit 00H 

4318H Interface 4 UF0IF4 R/W 32bit 8bit 00H 

431CH-433CH Reserved  － － － － 

4340H Descriptor Length UF0DSCL R/W 32bit 8bit 00H 

4344H-4388H Device Descriptor UF0DD0- 

UF0DD17 

R/W 32bit 8bit 不定 

438CH-4788H Configuration Descriptor UF0CIE0- 

UF0CIE255 

R/W 32bit 8bit 不定 

CSZ5開始 

アドレス 

478CH- Reserved  － － － － 
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3. 4. 1 ファンクション・ブリッジ・レジスタ 

 

（1）MEMC_INT 

ファンクション・ブリッジで発生した割り込み要因を示します。 

 
 

31  6 5 4 3 2 1 0 

オフセット・ 
アドレス 

初期値 

MEMC_INT Reserved EPC_ 
INT1B

EPC_
INT0B Reserved EP2_ 

ENDINT
EP1_ 

ENDINT 4800H 0000 0000H

 R R R R RW RW   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 5 EPC_INT1B UF0IS2/3レジスタに起きるイベントを要因とする割り込みの有無を示します。 

EPCレジスタによりクリア（0）されます。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 

 

 4 EPC_INT0B UF0IS0/1レジスタに起きるイベントを要因とする割り込みの有無を示します。 

EPCレジスタによりクリア（0）されます。 

0：割り込みなし 

1：割り込みあり 

 

 1 EP2_ENDINT EP2において，DMA転送が正常終了，もしくは DMA転送中にエラー終了したときに，

セット（1）されます。”1”書き込みでクリア（0）されます。 

1：DMA転送終了 

 

 0 EP1_ENDINT EP1において，DMA転送が正常終了，もしくは DMA転送中にエラー終了したときに，

セット（1）されます。”1”書き込みでクリア（0）されます。 

1：DMA転送終了 

 

 

 

EP2_ENDINT，EP1_ENDINTがセットされる条件とタイミングを次に示します。 

 DMA転送が正常終了 

EPCが DMAREQをデアサートし，ブリッジ内のバッファが空になってからセット（1）される。 

 DMA転送がエラー終了 

（a）EPCがショート・パケットを受信すると，DMASTOPをアサートし，ブリッジ内のバッファ

が空になってからセット（1）される。 

（b）転送ごとに EPn_TCNTがデクリメントし，0になったらセット（1）される。 

★
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（2）MEMC_INTEN 

ファンクション・ブリッジで発生した割り込みを出力する／しないを設定します。 

 
 

31  6 5 4 3 2 1 0 

オフセット・ 
アドレス 

初期値 

MEMC_INTEN Reserved 
EPC_ 
INT1B

EN 

EPC_
INT0B

EN 
Reserved

EP2_ 
ENDINT

EN 

EP1_ 
ENDINT

EN 
4804H 0000 0000H

 R RW RW R RW RW   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 5 EPC_INT1EN EPC_INT1Bのビットがセットされたときの割り込みを発生するかを設定します。 

1：割り込みを出力する 

0：割り込みを出力しない 

 4 EPC_INT0EN EPC_INT0Bのビットがセットされたときの割り込みを発生するかを設定します。 

1：割り込みを出力する 

0：割り込みを出力しない 

 1 EP2_ENDINTEN EP2_ENDINTのビットがセットされたときの割り込みを発生するかを設定します。 

1：割り込みを出力する 

0：割り込みを出力しない 

 0 EP1_ENDINTEN EP1_ENDINTのビットがセットされたときの割り込みを発生するかを設定します。 

1：割り込みを出力する 

0：割り込みを出力しない 

 

 

（3）EPC_CTR 

EPCマクロのリセットを制御します。 

 
 

31  1 0 

オフセット・ 
アドレス 

初期値 

EPC_CTR Reserved EPC_ 
RST 4808H 0000 0000H

 R RW   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 0 EPC_RST EPCマクロへのリセットを発生します。 

0：リセット解除 

1：リセット発行 
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3. 4. 2 DMAレジスタ 

 

（1）EP1_DCR1 

EP1の DMA転送制御について設定します。 

 
 

31   6 5  3 2 1 0 

オフセット・ 
アドレス 

初期値 

EP1_DCR1 Reserved Reserved EP1_ 
STOPSTA

EP1_ 
REQSTA

EP1_ 
DMAEN 4900H 0000 0000H

 R R R R RW   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 2 EP1_STOPSTA EPCからの DMA転送終了のステータス（DMA転送の終了要因）を示します。 

1：UF0IDRレジスタの DQBI1MSのネゲートによる DMA転送の終了 

0：EP1x_DCR2レジスタの EP1_TCNT値”0”による DMA転送の終了 

次の EP1_DMAENの”1”セットにより自動的にクリア（0）されます。 

 

 1 EP1_REQSTA EPCからの DMA要求（UF0IDRレジスタの DQBI1MS）のステータスを示します。 

0：DMA要求あり 

1：DMA要求なし 

 

 0 EP1_DMAEN EPCからの DMA要求の制御について設定します。 

0：DMA要求をマスクする 

1：DMA要求を許可する 

EP1_TCNTで設定されたパケット数の転送が完了するか，UF0IDRレジスタの DQBI1MS
のネゲートによる DMA転送の終了にて自動的にクリア（0）されます。 

 

注意 強制終了時は設定していた値は保証しません。 
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（2）EP1x_DCR2 

EP1の DMA転送サイズを設定します。 

 
 

31  8 7  0 

オフセット・ 
アドレス 

初期値 

EP1L_DCR2 Reserved EP1_TCNT[7:0] 4904H 0000 0000H

     

EP1M_DCR2 Reserved EP1_TCNT[15:8] 4908H 0000 0000H

     

EP1H_DCR2 Reserved EP1_TCNT[23:16] 490CH 0000 0000H

 R RW   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 7-0 EP1_TCNT EP1にて DMA転送するバイト数を設定します。 

転送ごとにデクリメントし EP1_TCNTの値が”0”になったら DMA転送を終了させます。

 

注意 1. 本ビットは，EP1_DMAEN = 0のときに設定してください。 

 2. 本レジスタは 1オリジン設定です。DMACの転送サイズ設定レジスタDXBCn
（0オリジン）の設定値+1とします。 

 3. 強制終了時は Bridge内部の Bulk転送用カウンタ BIN_TCNTが停止した値に
更新します。 
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（3）EP2_DCR1 

EP2の DMA転送制御について設定します。 

 
 

31   6 5  3 2 1 0 

オフセット・ 
アドレス 

初期値 

EP2_DCR1 Reserved Reserved EP2_ 
STOPSTA

EP2_ 
REQSTA

EP2_ 
DMAEN 4910H 0000 0000H

 R R R R RW   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 2 EP2_STOPSTA EPCからの DMA転送終了のステータス 

DMA転送の終了要因 

1：UF0IDRレジスタの DQBO1MSのネゲートによる DMA転送の終了 

0： EP2_TCNT値”0”による DMA転送の終了 

次の EP2_DMAENの”1”セットにより自動的に 0にクリアされます。 

 

 1 EP2_REQSTA EPCからの DMA要求（UF0IDRレジスタの DQBO1MS）のステータス 

0：DMA要求あり 

1：DMA要求なし 

 

 0 EP2_DMAEN EPCからの DMA要求の制御について設定します。 

0：DMA要求をマスクする 

1：DMA要求を許可する 

EP2_TCNTで設定されたパケット数の転送が完了するか，UF0IDRレジスタの
DQBO1MSのネゲートによる DMA転送の終了にて自動的に 0にクリアされます。 

 

注意 強制終了時は設定していた値は保証しません。 
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（4）EP2x_DCR2 

EP2の DMA転送サイズを設定します。 

 
 

31  8 7  0 

オフセット・ 
アドレス 

初期値 

EP2L_DCR2 Reserved EP2_TCNT[7:0] 4914H 0000 0000H

     

EP2M_DCR2 Reserved EP2_TCNT[15:8] 4918H 0000 0000H

     

EP2H_DCR2 Reserved EP2_TCNT[23:16] 491CH 0000 0000H

 R RW   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 7-0 EP2_TCNT EP2にて DMA転送するバイト数を設定します。 

転送ごとにデクリメントし EP2_TCNTの値が”0”になったら DMA転送を終了させます。

 

注意 1. 本ビットは，EP2_DMAEN = 0のときに設定してください。 

 2. 本レジスタは 1オリジン設定です。DMACの転送サイズ設定レジスタDXBCn
（0オリジン）の設定値+1とします。 

 3. 強制終了時は Bridge内部の Bulk転送用カウンタ BOUT_TCNTが停止した値
に更新します。 
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3. 4. 3 Bulk In / Bulk Outレジスタ 

 

（1）EP1_BULK_IN 

DMAモード（UF0IDR参照）で BulkIn転送データを書き込むレジスタです。 

 
 

31  8 7  0 

オフセット・ 
アドレス 

初期値 

EP1_BULK_IN Reserved EP1_BULK_IN 4A00H 0000 0000H

 R RW   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 7-0 EP1_BULK_IN[7:0] DMA転送用の BULK IN転送データの書き込みレジスタです。 

本レジスタにデータを書き込むことにより，EPCマクロへのデータ出力を行います。 

本レジスタを使用する場合，DMACのアドレス設定レジスタ DXDAnに本レジスタのア
ドレスを設定します。 

 

注意 DMACの転送タイプは 2サイクル転送のみサポートしています。 

  

 

 

（2）EP2_BULK_OUT 

DMAモード（UF0IDR参照）で BulkOut転送データを読み出すレジスタです。 

 
 

31  8 7  0 

オフセット・ 
アドレス 

初期値 

EP2_BULK_OUT Reserved EP2_BULK_OUT 4B00H 0000 0000H

 R R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 7-0 EP2_BULK_OUT[7:0] DMA転送用の BULK_OUT転送データの読み出しレジスタです。 

EPCマクロからの入力されたデータを，本レジスタにより読み出しを行います。 

本レジスタを使用する場合，DMACのアドレス設定レジスタ DXSAnに本レジスタのアド
レスを設定します。 

 

注意 DMACの転送タイプは 2サイクル転送のみサポートしています。 
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3. 4. 4 EPC制御レジスタ 

 

（1）UF0 EP0NAKレジスタ（UF0E0N） 

Endpoint0の NAKを制御します（自動実行リクエストを除きます）。 

8ビット単位でリード／ライト可能です（ただし，ビット 0はリードだけ可能です）。 

UF0FIC0, UF0FIC1レジスタをセットしてからこのレジスタにステータスが反映されるまでに 5USBク

ロックかかります。したがって，正確にステータスを読み出す必要がある場合は，UF0FIC0, UF0FIC1レジ

スタに対するライト信号と UF0EPS0, UF0EPS1, UF0EPS2レジスタ，UF0E0Nレジスタ，UF0ENレジス

タに対するリード信号との間は 4USBクロック以上空けてください。 

Endpoint0 Read, Endpoint2に対する NAK送信中は，EP0NKRビットに対する書き込みは無視されます。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0E0N 0 0 0 0 0 0 EP0NKR EP0NKW 4000H 00H 

 0 0 0 0 0 0 R/W R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

1 EP0NKR Endpoint0へのOUTトークンに対するNAKを制御します（自動実行リクエストを除く）。Endpoint0
がデータを正常受信した際に，ハードウエアによって自動的にセット（1）されます。ファームウ
エアによって UF0E0Rレジスタのデータが読み出されたときに（カウンタ値 = 0），ハードウエ
アによって自動的にクリア（0）されます。 

1：NAKを送信する 

0：NAKを送信しない（初期値） 

USBFがデータを受信できるにもかかわらず，なんらかの理由により USBバスからのデータを受
信したくない場合には，このビットをファームウエアによりセット（1）してください。なおこの
場合には，ファームウエアでこのビットをクリア（0）するまで USBFは NAKを送出し続けます。
UF0E0Rレジスタをクリアした場合には同時にこのビットもクリア（0）されます。 

 

0 EP0NKW Endpoint0への INトークンに対する NAK制御状況を示します（自動実行リクエストを除く）。
Endpoint0のデータが送信され，送信データをホストが正常受信した場合にハードウエアによって
自動的にクリア（0）されます。UF0E0Wレジスタのデータはこのタイミングまで保持されます。
したがって，ホストが正常受信できなかった場合の再送要求に対しても，再度書き込みを行う必要

はありません。ショート・パケットを送る場合には必ずUF0DENDレジスタのE0DEDビットをセッ
ト（1）してください。FIFOフルの場合は自動的にセット（1）されます。UF0DENDレジスタの
E0DEDビットがセット（1）された場合，同時に EP0NKWビットが自動的にセット（1）されま
す。 

1：NAKを送信しない 

0：NAKを送信する（初期値） 

なお，データ・ステージで ACKを正常に受信できていない状態でコントロール転送がステータス・
ステージに変わった場合，UF0E0Wレジスタがクリアされると同時にこのビットもクリア（0）さ
れます。ファームウエアにより UF0E0Wをクリアした場合にも同時にこのビットもクリア（0）さ
れます。 
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次に，IN/OUTトークンをともなう SETUPトランザクションの手順を示します。 

 

（a）INトークンをともなう場合（ハードウエアで自動実行するリクエストを除く） 

ファームウエアはCPUDEC割り込みを受け取ったあと，UF0E0STレジスタからデータを読み出す前に，

UF0IS1レジスタの PROTビットをクリア（0）してください。次に，リクエストに従った処理を行い，IN

トークンでデータを返す必要がある場合は UF0E0Wレジスタにデータを書き込みます。書き込みが終了

したあと，UF0IS1レジスタのPROTビットが 0であることを確認してから，UF0DENDレジスタのE0DED

ビットをセット（1）します。ハードウエアは EP0NKWビットがセット（1）されてから最初の INトーク

ンでデータの送出を行います。UF0IS1レジスタの PROTビットが 1の場合，コントロール転送終了前に

SETUPトランザクションが再度発生したことを示します。その場合は，UF0IC1レジスタの PROTビッ

トをクリア（0）することで UF0IS1レジスタの PROTビットをクリア（0）してから，再度 UF0E0STレ

ジスタからデータを読み出してください。あとから受信したリクエストを読み出すことが可能になります。 

 

（b）OUTトークンをともなう場合（ハードウエアで自動実行するリクエストを除く） 

ファームウエアはCPUDEC割り込みを受け取ったあと，UF0E0STレジスタからデータを読み出す前に，

UF0IS1レジスタの PROTビットをクリア（0）してください。UF0E0Rレジスタからデータを読み出す

前に UF0IS1レジスタの PROTビットが 0であることを確認してください。もし PROTビットが 1であ

れば無効なデータを保持しているので，ファームウエアにより FIFOをクリアしてください（EP0NKRビッ

トは自動的にクリア（0）されます）。UF0IS1レジスタの PROTビットが 0の場合は UF0E0Lレジスタ

のデータを読み出し，セットされている分だけのデータを UF0E0Rレジスタから読み出してください。

UF0E0Rレジスタからのデータの読み出しが完了すると（UF0E0Rレジスタのカウンタが 0になったとき

に），ハードウエアは自動的に EP0NKRビットをクリア（0）します。 

 



第 3章 USBファンクション・コントローラ 

ユーザーズ・マニュアル  A19071JJ2V0UM 96 

（2）UF0 EP0NAKALLレジスタ（UF0E0NA） 

Endpoint0の SETUPトランザクションを除くすべてのリクエストの NAKを制御します。自動実行リクエ

ストに対しても有効です。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0E0NA 0 0 0 0 0 0 0 EP0NKA 4004H 00H 

 0 0 0 0 0 0 0 R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 0 EP0NKA Endpoint0への SETUPトランザクション以外の NAKを制御します（自動実行リクエストを含む）。
このビットの操作はファームウエアによって行います。 

1：NAKを送信する 

0：NAKを送信しない（初期値） 

このレジスタは，自動実行リクエストで使用するデータの変更を行う場合に，ファームウエア・ラ

イトとSIEからのリードの競合を防止するためのもので，SIEからのアクセスが行われている間は，
ファームウエアからこのビットへの書き込みの反映を保留する機能を持っています。ファームウエ

アによりリクエスト・データ・レジスタの書き換えを行う際には，このビットのセット（1）が正
しく行えたことを確認してから実行してください。このビットのセット（1）が反映されるのは，
次の場合に限ります。 

・USBFがリセットされた直後で SETUPトークンを一度も受信していない 

・USB Bus Resetの受信直後で SETUPトークンを一度も受信していない 

・SETUPトークンの PIDを検出したとき 

・ステータス・ステージへ移行したとき 

なお，クリア（0）は INトークンの受信中で NAK応答を行っている最中を除いてすぐに反映され
ます。 

Endpoint0転送中の EP0NKAビットのセット（1）反映タイミングは上記の 4つの場合となります
が，Endpoint0の転送以外の場合は書き込み後すぐに反映されます。 
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（3）UF0 EPNAKレジスタ（UF0EN） 

Endpoint0以外の Endpointの NAK制御などを行います。 

8ビット単位でリード／ライト可能です（ただし，ビット 4, 0はリードだけ可能です）。 

なお，BKO1NKビットは UF0ENMレジスタの BKO1NKMビット = 1のときだけライト可能です。 

UF0EnIMレジスタ（n = 1, 2, 7）の設定と現在の Interfaceの設定によって各 Endpointがサポートされて

いないときは，関連ビットは無効となります。 

UF0FIC0, UF0FIC1レジスタを設定してからこのレジスタにステータスが反映されるまでに 5USBクロッ

クかかります。したがって，正確にステータスを読み出す必要がある場合は，UF0FIC0, UF0FIC1レジスタ

に対するライト信号と UF0EPS0, UF0EPS1, UF0EPS2レジスタ，UF0E0Nレジスタ，UF0ENレジスタに

対するリード信号との間は 4USBクロック以上空けてください。 

Endpoint0 Read，Endpoint2に対する NAK送信中は，BKO1NKビットに対する書き込みは無視されます。 

ビット 7-5, 3, 1には必ず 0を設定してください。1を設定した場合の動作は保証できません。 

 

（1/2） 

 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0EN 0 0 0 IT1NK 0 BKO1NK 0 BKI1NK 4008H 00H 

 0 0 0 R 0 R/W 0 R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 4 IT1NK Endpoint7（インタラプト 1転送）に対する NAKを制御します。 

データ書き込みにより UF0INT1レジスタがフルになるとこのビットは自動的にセット（1）され，
送信が開始されます。FIFOがフルにならないショート・パケットを送る場合には，UF0DENDレ
ジスタの IT1DENDビットをセット（1）してください。IT1DENDビットがセット（1）されると，
同時にこのビットが自動的にセット（1）されます。 

 1：NAKを送信しない 

 0：NAKを送信する（初期値） 

なお，UF0INT1レジスタをクリアした場合には同時にこのビットもクリア（0）されます。 

 2 BKO1NK Endpoint2（バルク 1転送（OUT））に対する NAKを制御します。 

 1：NAKを送信する 

 0：NAKを送信しない（初期値） 

UF0BO1レジスタ（バンク構成の 64バイト FIFO）の SIE側に接続されている FIFOがデータを
受信できない場合のみセット（1）されます。なお，トグル動作が行われるとクリア（0）されます。
バンクの切り替え（トグル動作）は，次に示す条件を満たす場合に行われます。 

 ・SIE側に接続されている FIFOに正常受信されたデータを格納した 

 ・CPU側に接続されている FIFOカウンタ値が 0である（リード完了） 

ファームウエアはBLKO1DT割り込み要求を受け取った時点でUF0BO1Lレジスタのデータを読み
出し，その値分のデータを UF0BO1レジスタから読み出してください。USBFがデータを受信で
きるにもかかわらず，なんらかの理由により USBバスからのデータを受信したくない場合には，
このビットをファームウエアによりセット（1）してください。なお，この場合にはファームウエ
アがこのビットをクリア（0）するまで USBFは NAKを送出し続けます。UF0BO1レジスタをク
リアした場合には同時にこのビットもクリア（0）されます。 

注意 1. PIOモードで UF0BO1レジスタからデータを読み込んでいる最中に DMAを許可すると，すぐに DMAリクエストが
発行されます。 

 2. DMA転送モードで CPU側 FIFOの最終データを読み出すと，DMAリクエスト信号はインアクティブになります。 
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（2/2） 

 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 0 BKI1NK Endpoint1（バルク 1転送（IN））に対する NAKを制御します。 

 1：書き込みデータを送信する 

 0：NAKを送信する（初期値） 

UF0BI1レジスタ（バンク構成の 64バイト FIFO）のデータ送信が正常に終了して SIE側に接続さ
れている FIFOにデータがない場合のみクリア（0）されます。なお，トグル動作が行われるとセッ
ト（1）されます（UF0BI1レジスタのデータは，送信が正常に完了するまで保持されます）。バ
ンクの切り替え（トグル動作）は，次に示す条件を満たす場合に行われます。 

 ・CPUバス側に接続されている FIFOに正常に書き込みが行われた 

 （ライト完了，FIFOフルか UF0DENDレジスタがセットされている） 

 ・SIE側に接続されている FIFOカウンタ値が 0である 

データ書き込みで CPU側の FIFOがフルになり FIFOトグル動作が行われると，このビットは自
動的にセット（1）されデータ送信が開始されます。ただし，UF0DENDレジスタの BKI1Tビット
がクリア（0）されている状態での DMAによる CPU側の FIFOへの書き込みで FIFOがフルになっ
た場合は，UF0DENDレジスタの BKI1DEDビットがセット（1）されるまでトグル動作の条件を
満足しないため，トグル動作は発生しません。CPU側の FIFOがフルにならないショート・パケッ
トを送る場合には，データ書き込み完了後 BKI1DEDビットをセット（1）してください。BKI1DED
ビットがセット（1）されると，トグル動作が行われるのと同時にこのビットも自動的にセット（1）
されます。UF0BI1レジスタをクリアした場合には同時にこのビットもクリア（0）されます。 

注意 1. PIOモードで UF0BI1レジスタにデータを書き込んでいる最中に DMA許可を行うと，すぐに DMAリクエストが発
行されます。 

 2. DMA転送モードで 64バイト書き込みを行った場合，DMAリクエスト信号はインアクティブになります。このあと
BKI1NKビットがセット（1）されている場合には，INトークンに同期してデータ送信が行われます。FIFOのトグ
ルが発生した時点で，DMAリクエストのマスクを行わないかぎり DMAリクエスト信号は再度アクティブになりま
す。一方，BKI1NKビットがセットされていない（0）場合には，INトークンを受け取ってもデータの送信は行われ
ません。この場合には，UF0DENDレジスタの BKI1DEDビットをセット（1）してください。 

 3. DMA転送モードで BKI1NKビットがセット（1）されない場合には，INトークンを受け取ってもデータの送信は行
われません。ファームウエアで UF0DENDレジスタの BKI1DEDビットをセット（1）すると，INトークンに同期し
てデータ送信が行われます。 

  

 

★
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（4）UF0 EPNAKマスク・レジスタ（UF0ENM） 

UF0ENレジスタに対する書き込みマスクを制御します。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。 

ビット 7-3, 1, 0には必ず 0を設定してください。1を設定した場合の動作は保証できません。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0ENM 0 0 0 0 0 BKO1NKM 0 0 400CH 00H 

 0 0 0 0 0 R/W 0 0   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 2 BKO1NKM UF0ENレジスタのビット 2（BKO1NK）に対する書き込みをマスクするかしないかを設定します。

 1：マスクしない 

 0：マスクする（初期値） 
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（5）UF0 SNDSIEレジスタ（UF0SDS） 

ノー・ハンドシェークなどの操作を行います。SIEの端子を直接操作できます。 

8ビット単位でリード／ライトが可能です。 

ビット 7-4, 2, 1には必ず 0を設定してください。1を設定した場合の動作は保証できません。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0SDS 0 0 0 0 SNDSTL 0 0 RSUMIN 4010H 00H 

 0 0 0 0 R/W 0 0 R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

3 SNDSTL Endpoint0に対して STALLハンドシェークを発行させるようにします。CPUDEC処理のリクエス
トがシステムで対応していないものであるときにセット（1）することで，STALLハンドシェーク
で応答させます。SET_CONFIGURATION，SET_INTERFACEリクエストなどでサポートしてい
ない wValueが送られてきた場合は，ハードウエアがこのビットをセット（1）します。自動リク
エストでのオーバラン等により Endpoint0で問題が発生した場合もこのビットはセット（1）され
ます。ただし，UF0E0SLレジスタの E0HALTビットへのセット（1）は行われません。 

 1：STALLハンドシェークで応答する 

 0：STALLハンドシェークで応答しない（初期値） 

なお，次の SETUPトークンを受信したときにこのビットはクリア（0）され，バスへのハンドシェー
ク応答は STALL以外になります。ファームウエアで SNDSTLビットをセット（1）する場合には，
UF0E0Wレジスタへの書き込みは行わないでください。 

また，セット（1）するタイミングによっては STALL応答が間に合わず NAK応答を行ったあとに
次の転送に STALL応答する場合もあります。 

このビットの設定は，セット（1）されたときに実行中のファームウエア実行リクエストの間だけ
有効です。次の SETUPトークン受信時に自動的にクリア（0）されます。 

 

備考 SNDSTLビットはファームウエア実行リクエストに対してだけ有効です。 

  

 

0 RSUMIN USBバス上に Resume信号を出力させます。UF0DSTLレジスタの RMWKビットがセット（1）
されていないかぎり，このビットへの書き込みは無効となります。 

 1：Resume信号を発生させる 

 0：Resume信号を発生させない（初期値） 

このビットがセット（1）されている間は Resume信号を発生させ続けますので，一定時間経過し
たあとファームウエアによりクリア（0）してください。内部でクロックによるサンプリングを行っ
ているため，CLKが供給されている場合にのみ動作を保証できます。システムとして CLKを停止
する場合は注意してください。 
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（6）UF0 CLRリクエスト・レジスタ（UF0CLR） 

受信された CLEAR_FEATUREリクエストが何を対象にしたものかを示します。 

8ビット単位でリードだけ可能です。 

このレジスタは割り込み要求が発生したときにだけ意味を持ちます。各ビットはステータス・ステージ終

了後にセット（1）され，このレジスタを読み出したときに自動的にクリア（0）されます。 

UF0EnIMレジスタ（n = 1, 2, 7）の設定と現在の Interfaceの設定によって各 Endpointがサポートされて

いないときは，関連ビットは無効となります。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0CLR 0 CLREP7 0 0 CLREP2 CLREP1 CLREP0 CLRDEV 4014H 00H 

 0 R 0 0 R R R R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

6, 3-1 CLREPn CLEAR_FEATURE Endpoint nリクエストを受信して，自動処理を行ったことを示します。 

 1：自動処理を行った 

 0：自動処理を行っていない（初期値） 

 

0 CLRDEV CLEAR_FEATURE Deviceリクエストを受信して，自動処理を行ったことを示します。 

 1：自動処理を行った 

 0：自動処理を行っていない（初期値） 

備考 n = 0-2, 7 
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（7）UF0 SETリクエスト・レジスタ（UF0SET） 

自動処理を行った SET_XXXXリクエスト（SET_INTERFACEを除く）が何を対象にしたものかを示しま

す。 

8ビット単位でリードだけ可能です。 

このレジスタは割り込み要求が発生したときにだけ意味を持ちます。各ビットはステータス・ステージ終

了後にセット（1）され，このレジスタを読み出したときに自動的にクリア（0）されます。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0SET SETCON 0 0 0 0 SETEP 0 SETDEV 4018H 00H 

 R 0 0 0 0 R 0 R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

7 SETCON SET_CONFIGURATIONリクエストを受信して，自動処理を行ったことを示します。 

 1：自動処理を行った 

 0：自動処理を行っていない（初期値） 

2 SETEP SET_FEATURE Endpoint nリクエスト（n = 0-2, 7）を受信して，自動処理を行ったことを示しま
す。 

 1：自動処理を行った 

 0：自動処理を行っていない（初期値） 

 

0 SETDEV SET_FEATURE Deviceリクエストを受信して，自動処理を行ったことを示します。 

 1：自動処理を行った 

 0：自動処理を行っていない（初期値） 
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（8）UF0 EPステータス 0レジスタ（UF0EPS0） 

USBバス状態，レジスタのデータの有無を示します。 

8ビット単位でリードだけ可能です。 

UF0EnIMレジスタ（n = 1, 2, 7）の設定と現在の Interfaceの設定によって各 Endpointがサポートされて

いないときは，関連ビットは無効となります。 

UF0FIC0, UF0FIC1レジスタを設定してからこのレジスタにステータスが反映されるまでに 5USBクロッ

クかかります。したがって，正確にステータスを読み出す必要がある場合は UF0FIC0, UF0FIC1レジスタに

対するライトと UF0EPS0, UF0EPS1, UF0EPS2レジスタ，UF0E0Nレジスタ，UF0ENレジスタに対する

リードとの間は 4USBクロック以上空けてください。 

 

（1/2） 

 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0EPS0 0 IT1 0 BKOUT1 0 BKIN1 EP0W EP0R 401CH 00H 

 0 R 0 R 0 R R R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

6 IT1 UF0INT1レジスタ（FIFO）にデータがあることを示します。また，UF0DENDレジスタの IT1DED
ビットをセット（1）することにより，UF0INT1レジスタに書き込みを行わなくてもデータがある
状態にすることが可能です（Nullデータ送信）。 

UF0INT1レジスタのカウンタが 0であっても，UF0DENDレジスタの IT1DEDビットをセット（1）
すると，同時にこのビットがハードウエアによりセット（1）されます。正常送信後にクリア（0）
されます。 

 1：データがある 

 0：データがない（初期値） 

4 BKOUT1 CPU側に接続された UF0BO1レジスタ（FIFO）にデータがあることを示します。 

UF0BO1レジスタを構成している FIFOが切り替わったときに，ハードウエアにより自動的にセッ
ト（1）されます。CPU側に接続された UF0BO1レジスタ（FIFO）の読み出しが終了（カウンタ
値 = 0）したときに，ハードウエアにより自動的にクリア（0）されます。Nullデータを受信した
場合はセット（1）されません（FIFOのトグルも発生しません）。 

 1：データがある 

 0：データがない（初期値） 

2 BKIN1 CPU側に接続された UF0BI1レジスタ（FIFO）にデータがあることを示します。 

また，UF0DENDレジスタの BKI1DEDビットをセット（1）することにより，UF0BI1レジスタに
書き込みを行わなくてもデータがある状態にすることが可能です（Nullデータ送信）。UF0BI1レ
ジスタのカウンタが 0であっても，UF0DENDレジスタの BKI1DEDビットをセット（1）すると，
同時にこのビットがハードウエアによりセット（1）されます。トグル動作時にクリア（0）されま
す。 

 1：データがある 

 0：データがない（初期値） 

 

1 EP0W UF0E0Wレジスタ（FIFO）にデータがあることを示します。また，UF0DENDレジスタの E0DED
ビットをセット（1）することにより，UF0E0Wレジスタに書き込みを行わなくてもデータがある
状態にすることが可能です（Nullデータ送信）。 

UF0E0Wレジスタのカウンタが 0であっても，UF0DENDレジスタの E0DEDビットをセット（1）
すると，同時にこのビットがハードウエアによりセット（1）されます。正常送信後にクリア（0）
されます。 

 1：データがある 

 0：データがない（初期値） 
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（2/2） 

 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 0 EP0R UF0E0Rレジスタ（FIFO）にデータがあることを示します。UF0E0Rレジスタ（FIFO）の読み出
しが終了（カウンタ値 = 0）したときに，ハードウエアにより自動的にクリア（0）されます。Null
データを受信した場合はセット（1）されません。 

 1：データがある 

 0：データがない（初期値） 
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（9）UF0 EPステータス 1レジスタ（UF0EPS1） 

USBバス状態を示します。 

8ビット単位でリードだけ可能です。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0EPS1 RSUM 0 0 0 0 0 0 0 4020H 00H 

 R 0 0 0 0 0 0 0   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 7 RSUM USBバスの Resume/Suspend状態を示します。このビットは割り込み要求が発生したときにだけ
意味を持ちます。 

 1：Suspend状態になった 

 0：Resume状態になった（初期値） 

内部でクロックによるサンプリングを行っているため，CLKが供給されている場合にのみ動作を
保証できます。システムとして CLKを制御する場合は注意してください。SIEでは CLKが停止し
た状態でも INTUSBF3信号は動作します。 

このビットは読み出したときに自動的にクリア（0）されます。 
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（10）UF0 EPステータス 2レジスタ（UF0EPS2） 

USBバス状態を示します。 

8ビット単位でリードだけ可能です。 

UF0EnIMレジスタ（n = 1, 2, 7）の設定と現在の Interfaceの設定によって各 Endpointがサポートされて

いないときは，関連ビットは無効となります。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0EPS2 0 0 HALT7 0 0 HALT2 HALT1 HALT0 4024H 00H 

 0 0 R 0 0 R R R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 5, 2-0 HALTn 現在 Endpoint nがストールしていることを示すビットです。オーバラン発生や規定外リクエスト
受信などのストール条件が成立した場合にセット（1）されます。 

これらのビットはハードウエアにより自動的にセット（1）されます。 

 1：Endpointがストールしている 

 0：Endpointはストールしていない（初期値） 

オーバラン発生／規定外リクエスト受信などにより HALT0ビットがセット（1）されると，同時
に UF0SDSレジスタの SNDSTLビットもセット（1）されます。この状態で次の SETUPトーク
ンを受信すると，SNDSTLビットがクリア（0）されるため，このビットもクリア（0）されます。
なお，SET_FEATURE Endpoint0リクエストにより Endpoint0をストールさせた場合には，
CLEAR_FEATURE Endpoint0リクエストを受信するかファームウエアで Halt Featureをクリアす
るまでこのビットはクリア（0）されません。 

Endpoint0 の Halt Feature をセットした状態で GET_STATUS Endpoint0, CLEAR_FEATURE 
Endpoint0, SET_FEATURE Endpoint0リクエスト，または CPUDEC割り込み要求によりファーム
ウエアで処理を行うリクエストを受信した場合には，次の SETUPトークンを受信するまで HALT0
ビットはマスクされ 0になります。 

Endpoint nが CLEAR_FEATURE Endpointリクエストを受信するまでか Endpointがリンクされた
Interfaceに対する SET_INTERFACE，SET_CONFIGURATIONリクエストで Halt Featureをクリ
アするまで，またはファームウエアで Halt Featureをクリアするまで，HALTnビットはクリア（0）
されません。SET_INTERFACE，SET_CONFIGURATIONリクエストを正常処理した場合には，
wValue値が現行の設定値と同じであったとしても Endpoint0を除いたすべての対象 Endpointの
HaltFeatureはリクエストを処理したあとにクリアされ，これらのビットもクリア（0）されます。
Endpoint0の Halt Featureがセットされていると SET_INTERFACE，SET_CONFIGURATIONリ
クエストは STALL応答されるため，Endpoint0の HaltFeatureはクリアできません。 

備考 n = 0-2, 7 
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（11）UF0 INTステータス 0レジスタ（UF0IS0） 

割り込み要因を示します。このレジスタに変化があった場合は，INTUSBF0信号がアクティブになり，割

り込みとして通知されます。 

8ビット単位でリードだけ可能です。 

USBFから割り込み要求（INTUSBF0）が発生した場合，ファームウエアはこのレジスタを読み出し割り

込み要因を確認してください。 

このレジスタの各ビットは，UF0IC0レジスタの対応ビットに 0を書き込むと強制的にクリア（0）されま

す。 

 

注意 USBFでは，複数の割り込み要因が内部で論理和（OR）され，割り込み要求（INTUSBF0）とし

て発生します。 

1つの割り込み要因だけをクリア（0）した場合，他の割り込み要因が残っているため，

PFESiP/V850EP1内部の INTUSBF0割り込み要求はセット（1）された状態のままとなり，新た

な割り込みが起動されないことがあります。 

この場合，INTUSBF0割り込み処理ルーチン内で各割り込み要求のクリア（0）処理を実施したあ

と，改めて UF0IS0, UF0IS1, UF0IS2, UF0IS3レジスタのフラグ状態を確認し，フラグがセット（1）

されている割り込み要因がある場合には，フラグのクリア（一括クリアではなく，該当ビットの

みをクリア）を行ってください。 

 

（1/2） 

 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0IS0 BUSRST RSUSPD VBSOF SHORT DMAED SETRQ CLRRQ EPHALT 4040H 00H 

 R R R R R R R R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

7 BUSRST Bus Resetが行われたことを示します。 

 1：Bus Resetが行われた（割り込み要求発生） 

 0：Bus Reset状態ではない（初期値） 

6 RSUSPD Resumeまたは Suspend状態が発生したことを示します。ファームウエアで UF0EPS1レジスタ
のビット 7を参照してください。 

 1：Resumeまたは Suspend状態が発生した（割り込み要求発生） 

 0：Resumeまたは Suspend状態が発生していない（初期値） 

5 VBSOF VBUS Offが発生したことを示します。 

1：VBUS Offが発生した（割り込み要求発生） 

0：VBUS Offが発生していない（初期値） 

 

4 SHORT UF0BO1レジスタの FIFOからデータが読み出され，INTUSBF2信号をアクティブにしたことを示
します。DMAモードで FIFOがフルになっていないときにだけ有効です。 

 1：ショート・パケットを受信した／INTUSBF2信号をアクティブにした（割り込み要求発生）

 0：ショート・パケットを受信しない／INTUSBF2信号をアクティブにしていない（初期値） 

必ず UF0DMS1レジスタでショート・パケットによる DMA転送終了が起きたこと，どの Endpoint

に対する動作であるかを確認してください。UF0DMS1レジスタをリードしないと，次回のショー
ト・パケット転送時に本ビットがセットされなくなります。 

ただし，ファームウエアにより UF0DMS1レジスタを読み出しても，このビットは自動的にはク
リア（0）されません。 

 

 

★
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（2/2） 

 

 ビット位置 ビット名 意 味 

3 DMAED DMAが終了したことを示します。 

 1：DMAが終了した（割り込み要求発生） 

 0：DMAが終了していない（初期値） 

必ず UF0DMS1レジスタで DMA転送終了したこと，どの Endpointに対する動作であるかを確認
してください。UF0DMS1レジスタをリードしないと，次回の DMA転送時に本ビットがセットさ
れなくなります。 

ただし，ファームウエアにより UF0DMS1レジスタを読み出しても，このビットは自動的にはク
リア（0）されません。 

2 SETRQ 自動処理対象の SET_XXXXリクエストを受信し，自動処理を行ったことを示します（XXXX = 
CONFIGURATION, FEATURE）。 

 1：自動処理対象の SET_XXXXリクエストを受信した（割り込み要求発生） 

 0：自動処理対象の SET_XXXXリクエストを受信していない（初期値） 

このビットはステータス・ステージ終了後にセット（1）されます。リクエストの対象が何かは
UF0SETレジスタを参照してください。ファームウエアにより UF0SETレジスタを読み出しても，
自動的にはクリア（0）されません。 

なお，SET_FEATURE Endpointリクエストを受信したときは EPHALTビットもセット（1）され
ます。 

1 CLRRQ CLEAR_FEATUREリクエストを受信し，自動処理を行ったことを示します。 

 1：CLEAR_FEATUREリクエストを受信した（割り込み要求発生） 

 0：CLEAR_FEATUREリクエストを受信していない（初期値） 

このビットはステータス・ステージ終了後にセット（1）されます。 

CLEAR_FEATUREリクエストの対象が何かは UF0CLRレジスタを参照してください。ファーム
ウエアにより UF0CLRレジスタを読み出しても，自動的にはクリア（0）されません。 

 

0 EPHALT Endpointがストールしていることを示します。 

 1：Endpointがストールしている（割り込み要求発生） 

 0：Endpointがストールしていない（初期値） 

なお，ファームウエアのセットにより Endpointをストールさせた場合（UF0EnSLレジスタの
EnHALTビットをセット（1））も，このビットがセット（1）されます。 

ストールしている Endpointは，UF0EPS2レジスタを参照してください。 

CLEAR_FEATURE Endpoint，SET_INTERFACE，SET_CONFIGURATIONリクエストを受信して
も，自動的にはクリア（0）されません。また Endpoint0のオーバラン発生の場合，次の SETUP
トークンを受信しても，自動的にはクリア（0）されません。 

 

注意 ファームウエアで UF0EnSLレジスタの EnHALTビットをセット（1）して本割り込み要
求が発生した場合でも，SET_FEATURE Endpoint0, CLEAR_FEATURE Endpoint0, 
GET_STATUS Endpoint0リクエストまたはファームウエア処理リクエストを受信して
から次の SETUPトークンを受信（前述以外）するまでは UF0EPS2レジスタの HALT0
はマスクされ 0になります。 

  

 

 

★

★
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（12）UF0 INTステータス 1レジスタ（UF0IS1） 

割り込み要因を示します。このレジスタに変化があった場合は，INTUSBF0信号がアクティブになり，割

り込みが通知されます。 

8ビット単位でリードだけ可能です。 

USBFから割り込み要求（INTUSBF0）が発生した場合，ファームウエアはこのレジスタを読み出し割り

込み要因を確認してください。 

このレジスタの各ビットは，UF0IC1レジスタの対応ビットに 0を書き込むと強制的にクリア（0）されま

す。 

 

注意 USBFでは，複数の割り込み要因が内部で論理和（OR）され，割り込み要求（INTUSBF0）とし

て発生します。 

1つの割り込み要因だけをクリア（0）した場合，他の割り込み要因が残っているため，

PFESiP/V850EP1内部の INTUSBF0割り込み要求はセット（1）された状態のままとなり，新た

に割り込みが起動されないことがあります。 

この場合，INTUSBF0割り込み処理ルーチン内で各割り込み要求のクリア（0）処理を実施したあ

と，改めて UF0IS0, UF0IS1, UF0IS2, UF0IS3レジスタのフラグ状態を確認し，フラグがセット（1）

されている割り込み要因がある場合には，フラグのクリア（一括クリアではなく，該当ビットの

みをクリア）を行ってください。 

 

（1/2） 

 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0IS1 0 E0IN E0INDT E0ODT SUCES STG PROT CPUDEC 4044H 00H 

 0 R R R R R R R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

6 E0IN Endpoint0に対する INトークンを受信して，ハードウエアが自動的に NAKを送信したことを示し
ます。 

 1：INトークンを受信し NAKを送出した（割り込み要求発生） 

 0：INトークンを受信していない（初期値） 

 

5 E0INDT UF0E0Wレジスタからデータが正常に送信されたことを示します。 

 1：UF0E0Wレジスタから送信が完了した（割り込み要求発生） 

 0：UF0E0Wレジスタから送信を完了していない（初期値） 

データは UF0E0Nレジスタの EP0NKWビットをセット（1）した次の INトークンに同期して送信
されますが，そのデータをホストが正常受信した場合に，ハードウエアにより自動的にセット（1）
されます。Nullパケットでもセット（1）されます。UF0E0Wレジスタに書き込みを行った最初の
ライト・アクセス時にハードウエアにより自動的にクリア（0）されます。 
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（2/2） 

 

 ビット位置 ビット名 意 味 

4 E0ODT データが UF0E0Rレジスタに正常に受信されたことを示します。 

 1：UF0E0Rレジスタにデータがある（割り込み要求発生） 

 0：UF0E0Rレジスタにデータがない（初期値） 

正常に受信するとハードウエアにより自動的にセット（1）され，同時にUF0EPS0レジスタのEP0R
ビットもセット（1）されます。Nullパケットを受信した場合はセット（1）されません。ファーム
ウエアにより UF0E0Rレジスタを読み出し，UF0E0Lレジスタの値が 0になるとハードウエアに
より自動的にクリア（0）されます。 

3 SUCES ファームウエア処理またはハードウエア処理リクエストのどちらかを受信し，ステータス・ステー

ジを正常に終了したことを示します。 

 1：コントロール転送を正常に処理し終わった（割り込み要求発生） 

 0：コントロール転送を正常に処理し終わっていない（初期値） 

このビットはステータス・ステージ終了後にセット（1）されます。また，次の SETUPトークン
を受信したときにハードウエアにより自動的にクリア（0）されます。 

なお，コントロール転送のステータス・ステージで Data PIDが 0のデータ（Nullデータ）を受信
した場合も SUCESビットがセット（1）されます。 

2 STG コントロール転送でステータス・ステージに変わったときにセット（1）されます。ファームウエ
ア処理またはハードウエア処理のいずれのリクエストでも有効です。また，コントロール転送（デー

タなし）でもステータス・ステージに変わったときにはセット（1）されます。 

 1：ステータス・ステージに入った（割り込み要求発生） 

 0：ステータス・ステージに入っていない（初期値） 

このビットは次の SETUPトークンを受信したときにハードウエアにより自動的にクリア（0）さ
れます。 

なお，データ・ステージで ACKを正常に受信できていない状態でコントロール転送がステータス・
ステージに変わった場合でもセット（1）されます。この場合，ファームウエアでコントロール転
送（リード）を処理している場合には UF0E0Wレジスタと同時に UF0E0Nレジスタの EP0NKW
ビットもクリア（0）されます。 

1 PROT SETUPトークンを受信したことを示します。ハードウエア処理またはファームウエア処理のいず
れのリクエストでも有効です。 

 1：SETUPトークンを正常受信した（割り込み要求発生） 

 0：SETUPトークンを受信していない（初期値） 

このビットは，UF0E0STレジスタにデータを正常受信した際にセット（1）されます。UF0E0ST
レジスタを最初にリード・アクセスする際などに，ファームウエアによってクリア（0）してくだ
さい。ファームウエアによりクリア（0）しなかった場合，次の SETUPトークンを正常に受け取っ
たことを認識できません。 

このビットは，コントロール転送中に再度 SETUPトランザクションが行われたことを確実に認識
するために使用します。コントロール転送中に再度 SETUPトランザクションが行われ，2番目の
リクエストがハードウエア実行の場合 CPUDECビットはセット（1）されないので，このビット
で確認することができます。 

 

0 CPUDEC UF0E0STレジスタにファームウエアでデコードを行うリクエストがあることを示します。 

 1：UF0E0STレジスタにファームウエア処理リクエストがある（割り込み要求発生） 

 0：UF0E0STレジスタにファームウエア処理リクエストがない（初期値） 

UF0E0STレジスタのデータをすべてリードすると，ハードウエアにより自動的にクリア（0）さ
れます。 
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（13）UF0 INTステータス 2レジスタ（UF0IS2） 

割り込み要因を示します。このレジスタに変化があった場合は，INTUSBF0信号がアクティブになり，割

り込みが通知されます。 

8ビット単位でリードだけ可能です。 

USBFから割り込み要求（INTUSBF0）が発生した場合，ファームウエアはこのレジスタを読み出し割り

込み要因を確認してください。 

このレジスタの各ビットは，UF0IC2レジスタの対応ビットに 0を書き込むと強制的にクリア（0）されま

す。 

UF0EnIMレジスタ（n = 1, 7）の設定と現在の Interfaceの設定によって各 Endpointがサポートされてい

ないときは，関連ビットは無効となります。 

 

注意 USBFでは，複数の割り込み要因が内部で論理和（OR）され，割り込み要求（INTUSBF0）とし

て発生します。 

1つの割り込み要因だけをクリア（0）した場合，他の割り込み要因が残っているため，

PFESiP/V850EP1内部の INTUSBF0割り込み要求はセット（1）された状態のままとなり，新た

に割り込みが起動されないことがあります。 

この場合，INTUSBF0割り込み処理ルーチン内で各割り込み要求のクリア（0）処理を実施したあ

と，改めて UF0IS0, UF0IS1, UF0IS2, UF0IS3レジスタのフラグ状態を確認し，フラグがセット（1）

されている割り込み要因がある場合には，フラグのクリア（一括クリアではなく，該当ビットの

みをクリア）を行ってください。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0IS2 0 0 BKI1IN BKI1DT 0 0 0 IT1DT 4048H 00H 

 0 0 R R 0 0 0 R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

5 BKI1IN UF0BI1レジスタ（Endpoint 1）に対する INトークンを受信して NAKを返信したことを示します。

 1：INトークンを受信し NAKを送出した（割り込み要求発生） 

 0：INトークンを受信していない（初期値） 

4 BKI1DT UF0BI1レジスタ（Endpoint 1）の FIFOのトグルが発生したことを示します。これは Endpoint 1
にデータを書き込めることを意味します。 

 1：FIFOのトグル動作が発生した（割り込み要求発生） 

 0：FIFOのトグル動作が発生していない（初期値） 

Endpoint 1に書き込まれたデータは UF0ENレジスタの BKI1NKビットがセット（1）された次の
INトークンに同期して送信されますが，FIFOのトグル動作が発生して CPU側からデータが書き
込めるようになると，このビットがハードウエアにより自動的にセット（1）されます。Nullパケッ
トの場合でも FIFOの切り替えが行われた場合はセット（1）されます。UF0BI1レジスタに書き込
みを行った最初のライト・アクセス時にハードウエアが自動的にクリア（0）します。 

 

0 IT1DT UF0INT1レジスタ（Endpoint 7）からデータが正常に送信されたことを示します。 

 1：送信が完了した（割り込み要求発生） 

 0：送信が完了していない（初期値） 

データは UF0ENレジスタの IT1NKビットをセット（1）した次の INトークンに同期して送信さ
れますが，そのデータをホストが正常受信した場合にハードウエアにより自動的にセット（1）さ
れます。UF0INT1レジスタに書き込みを行った最初のライト・アクセス時にハードウエアが自動
的にクリア（0）します。Nullパケットでもセット（1）されます。 
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（14）UF0 INTステータス 3レジスタ（UF0IS3） 

割り込み要因を示します。このレジスタに変化があった場合は，INTUSBF0信号がアクティブになり，割

り込みが通知されます。 

8ビット単位でリードだけ可能です。 

USBFから割り込み要求（INTUSBF0）が発生した場合，ファームウエアはこのレジスタを読み出し割り

込み要因を確認してください。 

このレジスタの各ビットは，UF0IC3レジスタの対応ビットに 0を書き込むと強制的にクリア（0）されま

す。 

UF0EnIMレジスタ（n = 2）の設定と現在の Interfaceの設定によって各 Endpointがサポートされていな

いときは，関連ビットは無効となります。 

 

注意 USBFでは，複数の割り込み要因が内部で論理和（OR）され，割り込み要求（INTUSBF0）とし

て発生します。 

1つの割り込み要因だけをクリア（0）した場合，他の割り込み要因が残っているため，

PFESiP/V850EP1内部の INTUSBF0割り込み要求はセット（1）された状態のままとなり，新た

に割り込みが起動されないことがあります。 

この場合，INTUSBF0割り込み処理ルーチン内で各割り込み要求のクリア（0）処理を実施したあ

と，改めて UF0IS0, UF0IS1, UF0IS2, UF0IS3レジスタのフラグ状態を確認し，フラグがセット（1）

されている割り込み要因がある場合には，フラグのクリア（一括クリアではなく，該当ビットの

みをクリア）を行ってください。 

 

（1/2） 

 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0IS3 0 0 0 0 BKO1FL BKO1NL BKO1NAK BKO1DT 404CH 00H 

 0 0 0 0 R R R R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

3 BKO1FL UF0BO1レジスタ（Endpoint 2）にデータが正常受信され，CPU/SIEの両方の FIFOにデータが保
持されていることを示します。 

 1：UF0BO1レジスタの両方の FIFOに受信データが存在する（割り込み要求発生） 

 0：UF0BO1レジスタの少なくとも SIE側 FIFOには受信データが存在しない（初期値） 

CPU/SIEの両方の FIFOにデータが保持されると，ハードウエアにより自動的にセット（1）され
ます。FIFOのトグル動作が起こるとハードウエアにより自動的にクリア（0）されます。 

2 BKO1NL UF0BO1レジスタ（Endpoint 2）で Nullパケット（0長パケット）を受信したことを示します。

 1：Nullパケットを受信した（割り込み要求発生） 

 0：Nullパケットは受信していない（初期値） 

FIFOが空の状態では Nullパケットの受信により受信直後にこのビットがセット（1）されます。
CPU側 FIFOにデータが存在する状態では CPU側 FIFOの読み出しが完了したあとにこのビット
がセット（1）されます。 

 

1 BKO1NAK UF0BO1レジスタ（Endpoint 2）に対する OUTトークンを受信して NAKを返信したことを示しま
す。 

 1：OUTトークンを受信し NAKを送出した（割り込み要求発生） 

 0：OUTトークンを受信していない（初期値） 
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（2/2） 

 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 0 BKO1DT UF0BO1レジスタ（Endpoint 2）にデータが正常受信されたことを示します。 

 1：正常に受信が完了した（割り込み要求発生） 

 0：受信が完了していない（初期値） 

正常受信を行い FIFOが切り替わったときに，ハードウエアにより自動的にセット（1）され，同
時に UF0EPS0レジスタの BKOUT1もセット（1）されます。Nullパケットの場合はセット（1）
されません。ファームウエアによる UF0BO1レジスタ読み出しで UF0BO1Lレジスタの値が 0に
なると，ハードウエアにより自動的にクリア（0）されます。 

このビットは CPU側の FIFOをすべて読み出したときに自動的にクリア（0）されますが，このと
き SIE側にデータがあれば割り込み要求はクリアされず，INTUSBF0信号はインアクティブにな
りません。連続してデータを受信した場合は，アクティブのままになります。 
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（15）UF0 INTステータス 4レジスタ（UF0IS4） 

SET_INTERFACEリクエストを受信して，自動処理を行ったことを示します。このレジスタの変化は，割

り込み通知を起こしません。 

8ビット単位でリードだけ可能です。 

このレジスタのビットは，UF0IC4レジスタの対応ビットに 0を書き込むと強制的にクリア（0）されます。 

UF0EnIMレジスタ（n = 1, 2, 7）の設定と現在の Interfaceの設定によって各 Endpointがサポートされて

いないときは，関連ビットは無効となります。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0IS4 0 0 SETINT 0 0 0 0 0 4050H 00H 

 0 0 R 0 0 0 0 0   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 5 SETINT SET_INTERFACEリクエストを受信して，自動処理を行ったことを示します。 

 1：自動処理を行った 

 0：自動処理を行っていない（初期値） 

現在の設定がどのようになっているかは UF0ASSレジスタまたは UF0IFnレジスタ（n = 0-4）を
読み出すことで判断できます。 

 

 



第 3章 USBファンクション・コントローラ 

ユーザーズ・マニュアル  A19071JJ2V0UM 115

（16）UF0 INTマスク 0レジスタ（UF0IM0） 

UF0IS0レジスタに示される割り込み要因のマスクを制御します。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。 

ファームウエアはこのレジスタの該当するビットに 1を書き込むことで USBFからの割り込み要求

（INTUSBF0）発生をマスクします。マスクした場合もステータスは反映されます。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0IM0 BUSRSTM RSUSPDM VBSOFM SHORTM DMAEDM SETRQM CLRRQM EPHALTM 405CH 00H 

 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

7 BUSRSTM Bus Reset割り込みのマスクを行います。 

 1：マスクする 

 0：マスクしない（初期値） 

6 RSUSPDM Resume/Suspend割り込みのマスクを行います。 

 1：マスクする 

 0：マスクしない（初期値） 

5 VBSOFM VBSOF割り込みのマスクを行います。 

 1：マスクする 

 0：マスクしない（初期値） 

4 SHORTM Short割り込みのマスクを行います。 

 1：マスクする 

 0：マスクしない（初期値） 

3 DMAEDM DMAED割り込みのマスクを行います。 

 1：マスクする 

 0：マスクしない（初期値） 

2 SETRQM SETRQ割り込みのマスクを行います。 

 1：マスクする 

 0：マスクしない（初期値） 

1 CLRRQM CLRRQ割り込みのマスクを行います。 

 1：マスクする 

 0：マスクしない（初期値） 

 

0 EPHALTM EP_Halt割り込みのマスクを行います。 

 1：マスクする 

 0：マスクしない（初期値） 
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（17）UF0 INTマスク 1レジスタ（UF0IM1） 

UF0IS1レジスタに示される割り込み要因のマスクを制御します。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。 

ファームウエアはこのレジスタの該当するビットに 1を書き込むことで USBFからの割り込み要求

（INTUSBF0）発生をマスクします。マスクした場合もステータスは反映されます。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0IM1 0 E0INM E0INDTM E0ODTM SUCESM STGM PROTM CPUDECM 4060H 00H 

 0 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

6 E0INM E0IN割り込みのマスクを行います。 

 1：マスクする 

 0：マスクしない（初期値） 

5 E0INDTM E0INDT割り込みのマスクを行います。 

 1：マスクする 

 0：マスクしない（初期値） 

4 E0ODTM E0ODT割り込みのマスクを行います。 

 1：マスクする 

 0：マスクしない（初期値） 

3 SUCESM Success割り込みのマスクを行います。 

 1：マスクする 

 0：マスクしない（初期値） 

2 STGM Stg割り込みのマスクを行います。 

 1：マスクする 

 0：マスクしない（初期値） 

1 PROTM Protect割り込みのマスクを行います。 

 1：マスクする 

 0：マスクしない（初期値） 

 

0 CPUDECM CPUDEC割り込みのマスクを行います。 

 1：マスクする 

 0：マスクしない（初期値） 
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（18）UF0 INTマスク 2レジスタ（UF0IM2） 

UF0IS2レジスタに示される割り込み要因のマスクを制御します。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。 

ファームウエアは，このレジスタの該当するビットに 1を書き込むことで USBFからの割り込み要求

（INTUSBF0）発生をマスクします。マスクを行った場合もステータスは反映されます。 

UF0EnIMレジスタ（n = 1, 7）の設定と現在の Interfaceの設定によって各 Endpointがサポートされてい

ないときは，関連ビットは無効となります。 

ビット 7, 6, 3-1には必ず 0を設定してください。1を設定した場合の動作は保証できません。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0IM2 0 0 BKI1INM BKI1DTM 0 0 0 IT1DTM 4064H 00H 

 0 0 R/W R/W 0 0 0 R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

5 BKI1INM BKI1IN割り込みのマスクを行います。 

 1：マスクする 

 0：マスクしない（初期値） 

4 BKI1DTM BKI1DT割り込みのマスクを行います。 

 1：マスクする 

 0：マスクしない（初期値） 

 

0 IT1DTM IT1DT割り込みのマスクを行います。 

 1：マスクする 

 0：マスクしない（初期値） 
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（19）UF0 INTマスク 3レジスタ（UF0IM3） 

UF0IS3レジスタに示される割り込み要因のマスクを制御します。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。 

ファームウエアは，このレジスタの該当するビットに 1を書き込むことで USBFからの割り込み要求

（INTUSBF0）発生をマスクします。マスクを行った場合もステータスは反映されます。 

UF0EnIMレジスタ（n = 2）の設定と現在の Interfaceの設定によって各 Endpointがサポートされていな

いときは，関連ビットは無効となります。 

ビット 7-4には必ず 0を設定してください。1を設定した場合の動作は保証できません。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0IM3 0 0 0 0 BKO1FLM BKO1NLM BKO1 
NAKM BKO1DTM 4068H 00H 

 0 0 0 0 R/W R/W R/W R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

3 BKO1FLM BKO1FL割り込みのマスクを行います。 

1：マスクする 

0：マスクしない（初期値） 

2 BKO1NLM BKO1NL割り込みのマスクを行います。 

1：マスクする 

0：マスクしない（初期値） 

1 BKO1NAKM BKO1NK割り込みのマスクを行います。 

1：マスクする 

0：マスクしない（初期値） 

 

0 BKO1DTM BKO1DT割り込みのマスクを行います。 

1：マスクする 

0：マスクしない（初期値） 
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（20）UF0 INTマスク 4レジスタ（UF0IM4） 

UF0IS4レジスタに示される SETINTのマスクを制御します。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。 

ファームウエアは，このレジスタの該当するビットに 1を書き込むことで SETINTをマスクします。マス

クを行った場合もステータスは反映されます。 

UF0EnIMレジスタ（n = 1, 2, 7）の設定と現在の Interfaceの設定によって各 Endpointがサポートされて

いないときは，関連ビットは無効となります。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0IM4 0 0 SETINTM 0 0 0 0 0 406CH 00H 

 0 0 R/W 0 0 0 0 0   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 5 SETINTM SETINTのマスクを行います。 

 1：マスクする 

 0：マスクしない（初期値） 

 

 



第 3章 USBファンクション・コントローラ 

ユーザーズ・マニュアル  A19071JJ2V0UM 120 

（21）UF0 INTクリア 0レジスタ（UF0IC0） 

UF0IS0レジスタに示される割り込み要因のクリアを制御します。 

8ビット単位でライトだけ可能です。このレジスタをリードした場合は，FFHが読み出せます。 

ファームウエアはこのレジスタの該当するビットに 0を書き込むことで割り込み要因をクリアできます。

ハードウエアが自動的にクリア（0）するビットでも，ハードウエアによるクリア（0）の前にファームウエ

アによるクリア（0）が可能です。0を書き込んだあとは自動的にセット（1）されます。1を書き込んでも

無効となります。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0IC0 BUSRSTC RSUSPDC VBSOFC SHORTC DMAEDC SETRQC CLRRQC EPHALTC 4078H FFH 

 W W W W W W W W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

7 BUSRSTC Bus Reset割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 

6 RSUSPDC Resume/Suspend割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 

5 VBSOFC VBSOF割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 

4 SHORTC Short割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 

3 DMAEDC DMAED割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 

2 SETRQC SETRQ割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 

1 CLRRQC CLRRQ割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 

 

0 EPHALTC EP_Halt割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 
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（22）UF0 INTクリア 1レジスタ（UF0IC1） 

UF0IS1レジスタに示される割り込み要因のクリアを制御します。 

8ビット単位でライトだけ可能です。このレジスタをリードした場合は，FFHが読み出せます。 

ファームウエアはこのレジスタの該当するビットに 0を書き込むことで割り込み要因をクリアできます。

ハードウエアが自動的にクリア（0）するビットでも，ハードウエアによるクリア（0）の前にファームウエ

アによるクリア（0）が可能です。0を書き込んだあとは自動的にセット（1）されます。1を書き込んでも

無効となります。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0IC1 1 E0INC E0INDTC E0ODTC SUCESC STGC PROTC CPUDECC 407CH FFH 

 1 W W W W W W W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

6 E0INC E0IN割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 

5 E0INDTC E0INDT割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 

4 E0ODTC E0ODT割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 

3 SUCESC Success割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 

2 STGC Stg割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 

1 PROTC Protect割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 

 

0 CPUDECC CPUDEC割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 
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（23）UF0 INTクリア 2レジスタ（UF0IC2） 

UF0IS2レジスタに示される割り込み要因のクリアを制御します。 

8ビット単位でライトだけ可能です。このレジスタをリードした場合は，FFHが読み出せます。 

ファームウエアはこのレジスタの該当するビットに 0を書き込むことで割り込み要因をクリアできます。

ハードウエアが自動的にクリア（0）するビットでも，ハードウエアによるクリア（0）の前にファームウエ

アによるクリア（0）が可能です。0を書き込んだあとは自動的にセット（1）されます。1を書き込んでも

無効となります。 

UF0EnIMレジスタ（n = 1, 7）の設定と現在の Interfaceの設定によって各 Endpointがサポートされてい

ないときは，関連ビットは無効となります。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0IC2 1 1 BKI1INC BKI1DTC 1 1 1 IT1DTC 4080H FFH 

 1 1 W W 1 1 1 W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

5 BKI1INC BKI1IN割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 

4 BKI1DTC BKI1DT割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 

 

0 IT1DTC IT1DT割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 
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（24）UF0 INTクリア 3レジスタ（UF0IC3） 

UF0IS3レジスタに示される割り込み要因のクリアを制御します。 

8ビット単位でライトだけ可能です。このレジスタをリードした場合は，FFHが読み出せます。 

ファームウエアはこのレジスタの該当するビットに 0を書き込むことで割り込み要因をクリアできます。

ハードウエアが自動的にクリア（0）するビットでも，ハードウエアによるクリア（0）の前にファームウエ

アによるクリア（0）が可能です。0を書き込んだあとは自動的にセット（1）されます。1を書き込んでも

無効となります。 

UF0EnIMレジスタ（n = 2）の設定と現在の Interfaceの設定によって各 Endpointがサポートされていな

いときは，関連ビットは無効となります。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0IC3 1 1 1 1 BKO1FLC BKO1NLC BKO1 
NAKC BKO1DTC 4084H FFH 

 1 1 1 1 W W W W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

3 BKO1FLC BKO1FL割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 

2 BKO1NLC BKO1NL割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 

1 BKO1NAKC BKO1NK割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 

 

0 BKO1DTC BKO1DT割り込み要求をクリアします。 

 0：クリアする 
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（25）UF0 INTクリア 4レジスタ（UF0IC4） 

UF0IS4レジスタに示される SETINTのクリアを制御します。 

8ビット単位でライトだけ可能です。このレジスタをリードした場合は，FFHが読み出せます。 

ファームウエアはこのレジスタの該当するビットに 0を書き込むことで SETINTをクリアできます。ハー

ドウエアが自動的にクリア（0）するビットでも，ハードウエアによるクリア（0）の前にファームウエアに

よるクリア（0）が可能です。0を書き込んだあとは自動的にセット（1）されます。1を書き込んでも無効

となります。 

UF0EnIMレジスタ（n = 1, 2, 7）の設定と現在の Interfaceの設定によって各 Endpointがサポートされて

いないときは，関連ビットは無効となります。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0IC4 1 1 SETINTC 1 1 1 1 1 4088H FFH 

 1 1 W 1 1 1 1 1   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 5 SETINTC SETINTをクリアします。 

0：クリアする 
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（26）UF0 INT＆DMARQレジスタ（UF0IDR） 

バルク転送の動作モードを選択するためのレジスタです。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。 

UF0BO1レジスタにデータが存在する場合，または UF0BI1レジスタにデータを書き込める場合に，ファー

ムウエアに対して割り込み要求で通知するか DMA起動を要求するかを選択します。 

UF0EnIMレジスタ（n = 1, 2）の設定と現在の Interfaceの設定によって各 Endpointがサポートされてい

ないときは，関連ビットは無効となります。 

ビット 7, 5, 3, 2には必ず 0を設定してください。1を設定した場合の動作は保証できません。 

 

注意 DMA転送中の SET_INTERFACEリクエストで対象 Endpointがサポートされなくなった場合は，

DMAリクエスト信号はただちにインアクティブになり，該当するビットはハードウエアにより自

動的にクリア（0）されます。 

 

（1/2） 

 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0IDR 0 DQBI1MS 0 DQBO1MS 0 0 MODE1 MODE0 4098H 00H 

 0 R/W 0 R/W 0 0 R/W R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

6 DQBI1MS Endpoint 1での BulkIn転送動作を，PIOで行うか DMAで行うかをモード制御します。PIOモード
では，INTUSBF0信号による BKI1DT割り込み（UF0IS2レジスタ）を有効にします。DMAモー
ドでは，DMACインタフェース信号（CPU機能の UDMSレジスタ）を有効にします。このビット
は，DMA動作中に EP1x_DCR2レジスタの値が 0になったとき，ハードウエアにより自動的にク
リア（0）され，動作は PIOモードに戻ります。DMAによる転送を継続する場合は，ファームウ
エアで再セット（1）してください。 

 1：Endpoint 1を DMAモードに設定 

 0：Endpoint 1を PIOモードに設定（初期値） 

4 DQBO1MS Endpoint 2での BulkOut転送動作を，PIOで行うか DMAで行うかをモード制御します。PIOモー
ドでは，INTUSBF0信号による BKO1DT割り込み（UF0IS3レジスタ）を有効にします。DMAモー
ドでは，DMACインタフェース信号（CPU機能の UDMSレジスタ）を有効にします。このビット
は，DMA動作中に EP2x_DCR2レジスタの値が 0になったとき，ハードウエアにより自動的にク
リア（0）され，動作は PIOモードに戻ります。DMAによる転送を継続する場合は，ファームウ
エアで再セット（1）してください。 

 1：Endpoint 2を DMAモードに設定 

 0：Endpoint 2を PIOモードに設定（初期値） 

 

1, 0 MODE1,  

MODE0 

DMA転送モードを選択します。 

 

MODE1 MODE0 モード 備考 

1 1 設定禁止 動作は保証できません。 

1 0 デマンド・ 
モード 

データがあるかぎり DMA リクエスト信号はアク
ティブになります。データがなくなるとインアク

ティブになります。 

0 X 設定禁止 動作は保証できません。 

備考 1. X：Don’t care 

 2. PFESiP/V850EP1ではデマンド・モードのみサポートします。 
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（27）UF0 DMAステータス 0レジスタ（UF0DMS0） 

Endpoint1, Endpoint2の DMAのステータスを示します。 

8ビット単位でリードだけ可能です。 

UF0EnIMレジスタ（n = 1, 2）の設定と現在の Interfaceの設定によって各 Endpointがサポートされてい

ないときは，関連ビットは無効となります。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0DMS0 0 0 0 0 DQE2 DQE1 0 0 409CH 00H 

 0 0 0 0 R R 0 0   
 

ビット位置 ビット名 意 味 

3 DQE2 Endpoint2からメモリへの DMA読み出し要求を行っていることを示します。 

 1：Endpoint2に対する DMA読み出し要求中 

 0：Endpoint2に対する DMA読み出し要求をしていない（初期値） 

 

2 DQE1 メモリから Endpoint1への DMA書き込み要求を行っていることを示します。 

Endpoint1にデータがある状態（FIFOフル以外，UF0DENDレジスタの BKI1DEDビットのセット
（1）後）でも，UF0IDRレジスタの DQBI1MSビット，および EP1_DCR1レジスタの EP1DMAEN
ビットを 1にすると，すぐに DMAリクエスト信号がアクティブになり DMA転送が開始されます
のでご注意ください。 

 1：Endpoint1に対する DMA書き込み要求中 

 0：Endpoint1に対する DMA書き込み要求をしていない（初期値） 
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（28）UF0 DMAステータス 1レジスタ（UF0DMS1） 

Endpoint1-Endpoint2の DMAのステータスを示します。 

8ビット単位でリードだけ可能です。 

UF0EnIMレジスタ（n = 1, 2）の設定と現在の Interfaceの設定によって各 Endpointがサポートされてい

ないときは，関連ビットは無効となります。 

各ビットはこのレジスタを読み出したときに自動的にクリア（0）されます。ただし，このレジスタを読

み出しても UF0IS0レジスタのビット 4, 3はクリア（0）されません。SET_INTERFACEリクエストで対象

Endpointがサポートされなくなった場合は，各ビットはハードウエアにより自動的にクリア（0）されます。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0DMS1 0 0 0 DEDE2 DSPE2 DEDE1 0 0 40A0H 00H 

 0 0 0 R R R 0 0   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

4, 2 DEDEn Endpoint nとメモリとの間のDMA転送要求を行っている最中にEPnx_DCR2の値が0になりDMA
が停止したことを示します。 

 1：Endpoint n用 DMA終了信号がアクティブ 

 0：Endpoint n用 DMA終了信号がインアクティブ（初期値） 

DMA転送を行う場合，このレジスタを必ずリードしてください。 

UF0DMS1レジスタをリードしないと，次回の DMA転送時に本ビットがセットされなくなります。

 

3 DSPEm Endpoint mからメモリへの DMA読み出し要求を行っていたが，受信データがショート・パケット
であり転送データがなくなったため，DMAが停止したことを示します。 

 1：Endpoint m用ショート・パケット受信信号／INTUSBF2信号がアクティブ 

 0：Endpoint m用ショート・パケット受信信号／INTUSBF2信号がインアクティブ（初期値）

DMA転送を行う場合，特にショート・パケット受信においてはこのレジスタを必ずリードしてく
ださい。UF0DMS1レジスタをリードしないと，次回のショート・パケット転送時に本ビットがセッ
トされなくなります。 

備考 n = 1, 2 

m = 2 
  

 

★ 

★
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（29）UF0 FIFOクリア 0レジスタ（UF0FIC0） 

各 FIFOをクリアするためのレジスタです。 

8ビット単位でライトだけ可能です。このレジスタをリードした場合は，00Hが読み出せます。 

ファームウエアはこのレジスタの該当するビットに 1を書き込むことで対象 FIFOをクリアできます。1

を書き込んだあとは自動的にクリア（0）されます。0を書き込んでも無効となります。 

UF0EnIMレジスタ（n = 1, 7）の設定と現在の Interfaceの設定によって各 Endpointがサポートされてい

ないときは，関連ビットは無効となります。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0FIC0 0 0 BKI1SC BKI1CC 0 ITR1C EP0WC EP0RC 40C0H 00H 

 0 0 W W 0 W W W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

5 BKI1SC UF0BI1レジスタの SIE側 FIFOのみをクリア（カウンタをリセット）します。 

 1：クリアする 

UF0ENレジスタの BKI1NKビットがセット（1）されている状態で Endpoint 1に対する INトーク
ンの処理中にこのビットの書き込みを行っても無効になります。なお，BKI1NKビットは FIFOを
クリアすることで自動的にクリア（0）されます。このビットを使用するときには CPU側 FIFOを
必ず空にしておいてください。 

4 BKI1CC UF0BI1レジスタの CPU側 FIFOのみをクリア（カウンタをリセット）します。 

 1：クリアする 

2 ITR1C UF0INT1レジスタをクリア（カウンタをリセット）します。 

 1：クリアする 

UF0ENレジスタの IT1NKビットがセット（1）されている状態で Endpoint 7に対する INトーク
ンの処理中にこのビットの書き込みを行っても無効になります。なお，IT1NKビットは FIFOをク
リアすることで自動的にクリア（0）されます。 

1 EP0WC UF0E0Wレジスタをクリア（カウンタをリセット）します。 

 1：クリアする 

UF0E0Nレジスタの EP0NKWビットがセット（1）されている状態で Endpoint0に対する INトー
クンの処理中にこのビットの書き込みを行っても無効になります。なお，EP0NKWビットは FIFO
をクリアすることで自動的にクリア（0）されます。 

 

0 EP0RC UF0E0Rレジスタをクリア（カウンタをリセット）します。 

 1：クリアする 

UF0E0Nレジスタの EP0NKRビットがセット（1）されている場合（ただし，ファームウエアで
セット（1）した場合は除く）には，FIFOをクリアすることで EP0NKRビットが自動的にクリア
（0）されます。 
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（30）UF0 FIFOクリア 1レジスタ（UF0FIC1） 

各 FIFOをクリアするためのレジスタです。 

8ビット単位でライトだけ可能です。このレジスタをリードした場合は，00Hが読み出せます。 

ファームウエアはこのレジスタの該当するビットに 1を書き込むことで対象 FIFOをクリアできます。1

を書き込んだあとは自動的にクリア（0）されます。0を書き込んでも無効となります。 

UF0EnIMレジスタ（n = 2）の設定と現在の Interfaceの設定によって各 Endpointがサポートされていな

いときは，関連ビットは無効となります。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0FIC1 0 0 0 0 0 0 BKO1C BKO1CC 40C4H 00H 

 0 0 0 0 0 0 W W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

1 BKO1C UF0BO1レジスタの SIE側/CPU側の両 FIFOをクリア（カウンタをリセット）します。 

 1：クリアする 

UF0ENレジスタの BKO1NKビットがセット（1）されている場合（ただし，ファームウエアでセッ
ト（1）した場合は除く）には，FIFOをクリアすることで BKO1NKビットが自動的にクリア（0）
されます。 

 

0 BKO1CC UF0BO1レジスタの CPU側の FIFOだけをクリア（カウンタをリセット）します。 

 1：クリアする 

UF0ENレジスタの BKO1NKビットがセット（1）されている場合（ただし，ファームウエアでセッ
ト（1）した場合は除く）には，FIFOをクリアすることで BKO1NKビットが自動的にクリア（0）
されます。 
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（31）UF0データ・エンド・レジスタ（UF0DEND） 

送信系に対し書き込み終了を通知するためのレジスタです。 

8ビット単位でだけアクセス可能です。ビット 6はリード／ライト可能，ビット 3, 1, 0はライトだけ可能

です。このレジスタをリードした場合は，ビット 6以外は 0が読み出せます。 

ファームウエアはこのレジスタの該当するビット 3, 1, 0に 1を書き込むことで対象 Endpointのデータ転

送を開始させることができます。1を書き込んだあとは自動的にクリア（0）されます。0を書き込んでも無

効となります。 

UF0EnIMレジスタ（n = 1, 7）の設定と現在の Interfaceの設定によって各 Endpointがサポートされてい

ないときは，関連ビットは無効となります。 

 

（1/2） 

 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0DEND 0 BKI1T 0 0 IT1DEND 0 BKI1DED E0DED 40D4H 00H 

 0 R/W 0 0 W 0 W W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

6 BKI1T DMAにより UF0BI1レジスタの CPU側の FIFOがフルになった場合に，FIFOのトグル動作を自
動的に実行するかを設定します。 

 1：FIFOフルになった時点で FIFOのトグル動作を自動的に実行する 

 0：FIFOフルになっても FIFOのトグル動作は自動実行しない（初期値） 

3 IT1DEND UF0INT1レジスタのデータを送信するときにセット（1）してください。このビットがセット（1）
されると，UF0ENレジスタの IT1NKビットがセット（1）されデータ転送が行われます。 

 1：ショート・パケットを送信する 

 0：ショート・パケットを送信しない（初期値） 

UF0FIC0レジスタの ITR1Cビットがセット（1）され，さらにこのビットがセット（1）された場
合（UF0INT1レジスタのカウンタ = 0, UF0EPS0レジスタの IT1 = 1），Null（データ長 0）パケッ
トが送信されます。 

UF0INT1レジスタにデータが存在し，さらにこのビットがセット（1）された場合（UF0INT1レ
ジスタのカウンタ≠0, UF0EPS0レジスタの IT1 = 1），ショート・パケットが送信されます。 

 

1 BKI1DED UF0BI1レジスタへの送信データの書き込みが終了したときにセット（1）してください。このビッ
トがセット（1）されると，FIFOのトグル動作が行えるようになったタイミングで FIFOトグル動
作が起こり，UF0ENレジスタの BKI1NKビットがセット（1）されデータ転送が行われます。 

 1：ショート・パケットを送信する 

 0：ショート・パケットを送信しない（初期値） 

UF0FIC0レジスタの BKI1CCビットがセット（1）され，さらにこのビットがセット（1）された
場合（UF0BI1レジスタのカウンタ = 0），Null（データ長 0）パケットが送信されます。 

UF0BI1レジスタにデータが存在し，さらにこのビットがセット（1）された場合（UF0BI1レジス
タのカウンタ≠0），FIFOがフルでなければショート・パケットが送信されます。 

PIOか BKI1Tビットをセット（1）した状態の DMAで UF0BI1レジスタの CPU側の FIFOをフル
にした場合，このビットをセット（1）しなくてもハードウエアはデータ送信を開始します。 

BKI1Tビットをクリア（0）した状態の DMAで UF0BI1レジスタの CPU側の FIFOをフルにした
場合，必ずこのビットをセット（1）してください（（3）UF0 EPNAKレジスタ（UF0EN）参照）。
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（2/2） 

 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 0 E0DED UF0E0Wレジスタのデータを送信するときにセット（1）してください。このビットがセット（1）
されると，UF0E0ENレジスタの EP0NKWビットがセット（1）されデータ転送が行われます。

 1：ショート・パケットを送信する 

 0：ショート・パケットを送信しない（初期値） 

UF0FIC0レジスタの EP0WCビットがセット（1）され，さらにこのビットがセット（1）された
場合（UF0E0Wレジスタのカウンタ = 0, UF0EPS0レジスタの BP0W 1 = 1），Null（データ長 0）
パケットが送信されます。 

UF0E0Wレジスタにデータが存在し，さらにこのビットがセット（1）された場合（UF0E0Wレ
ジスタのカウンタ≠0, UF0EPS0レジスタの BP0W1 = 1），FIFOがフルでなければショート・パ
ケットが送信されます。 
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（32）UF0 GPRレジスタ（UF0GPR） 

USBFと USBインタフェースをリセットします。 

8ビット単位でライトのみ可能です。このレジスタをリードした場合は，00Hが読み出せます。ビット 7-1

には，必ず 0を設定してください。 

ファームウエアはこのレジスタのビット 0に 1を書き込むことで USBFをリセットできます。1を書き込

んだあとは自動的にクリア（0）されます。0を書き込んでも無効となります。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0GPR 0 0 0 0 0 0 0 MRST 40DCH 00H 

 0 0 0 0 0 0 0 W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 0 MRST USBFをリセットするときにセット（1）してください。 

 1：リセットする 

このビットをファームウエアによりセット（1）したあと実際にリセットされるのは，ライト信号
のインアクティブから 2USBクロック後，リセットによる初期化が完了するのは 5USBクロック
後になります。 

システム・クロックの動作中に MRSTビットによる USBFのリセットを行った場合，USBFにつ
いては RESET端子による制御（ハードウエア・リセット）と同じになります（レジスタ値が初期
値に戻ります）。 
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（33）UF0モード・コントロール・レジスタ（UF0MODC） 

CPUDEC処理の制御を行います。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。 

このレジスタを設定することにより，UF0MODSレジスタの設定を変更できます。ハードウエア・リセッ

ト時と UF0GRPレジスタの MRSTビットをセット（1）したときにだけ自動的にクリア（0）されます。 

このレジスタのビットがハードウエアにより自動的にセット（1）されても，ファームウエアによる設定

が優先されます。 

ビット 7, 5-0には必ず 0を設定してください。1を設定した場合の動作は保証できません。 

 

注意 このレジスタはデバッグ用に用意されています。動作検証や特殊なモードを使用する場合以外は

このレジスタは設定しないでください。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0MODC 0 CDCGDST 0 0 0 0 0 0 40E8H 00H 

 0 R/W 0 0 0 0 0 0   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 6 CDCGDST GET_DESCRIPTOR Configurationリクエストを CPUDEC処理に切り替えるときにセット（1）し
てください。このビットをセット（1）することにより UF0MODSレジスタの CDCGDビットを強
制的にセット（1）できます。 

 1：GET_DESCRIPTOR Configurationリクエストを強制的に CPUDEC処理に変更（UF0MODS
レジスタの CDCGDビットをセット（1）） 

 0：GET_DESCRIPTOR Configurationリクエストは自動処理のまま（初期値） 
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（34）UF0モード・ステータス・レジスタ（UF0MODS） 

コンフィギュレーション状況を示します。 

8ビット単位でリードだけ可能です。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0MODS 0 CDCGD 0 MPACK DFLT CONF 0 0 40F0H 00H 

 0 R 0 R R R 0 0   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

6 CDCGD GET_DESCRIPTOR Configurationリクエストを CPUDEC処理に切り替えるかを示します。 

 1：GET_DESCRIPTOR Configurationリクエストを強制的に CPUDEC処理に変更 

 0：GET_DESCRIPTOR Configurationリクエストは自動処理のまま（初期値） 

4 MPACK Endpoint0の送信パケット・サイズを示します。 

 1：8バイト以外で送信を行っている 

 0：8バイトで送信を行っている（初期値） 

このビットは GET_DESCRIPTOR Deviceリクエストを処理したあと（ステータス・ステージ正常
終了時）に，ハードウエアにより自動的にセット（1）されます。なお，USBFがリセットされる
までこのビットはクリア（0）されません（BusResetではクリア（0）されません）。 

このビットがセット（1）されていない状態では，ハードウエアは自動実行リクエストのみ 8バイ
ト転送を行います。したがって，GET_DESCRIPTOR Deviceリクエストの完了前にファームウエ
ア処理の OUTトークンで 8バイト以上のデータが送られた場合でも，正常受信します。 

なお，Endpoint0のサイズを 8バイト構成にした場合は無視されます。 

3 DFLT デフォルト状態（DFLTビット = 1）になっているかを示します。 

 1：応答許可 

 0：応答禁止（常に無応答）（初期値） 

このビットは Bus Resetにより自動的にセット（1）されます。このビットがセット（1）される
まですべての Endpointに対するトランザクションに応答しません。 

 

2 CONF SET_CONFIGURATIONリクエストが完了したかを示します。 

 1：SET_CONFIGURATIONリクエストが完了した 

 0：SET_CONFIGURATIONリクエストが完了していない（初期値） 

SET_CONFIGURATIONリクエストで Configuration値 = 1を受信したときにセット（1）されま
す。 

このビットがセット（1）されていないかぎり，Endpoint0以外に対するアクセスは無視されます。

なお，SET_CONFIGURATIONリクエストで Configuration値 = 0を受信したとき，このビットは
クリア（0）されます。また，Bus Resetを検出したときもクリア（0）されます。 
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（35）UF0アクティブ・インタフェース・ナンバ・レジスタ（UF0AIFN） 

GET/SET_INTERFACEリクエストに対して正常に応答する有効な Interface番号を設定します。なお，

Interface 0は必ず有効となるため，Interface 1-4までを選択できます。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0AIFN ADDIF 0 0 0 0 0 IFNO1 IFNO0 4100H 00H 

 R/W 0 0 0 0 0 R/W R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

7 ADDIF 0以外の Interface番号が利用できるように設定します。 

 1：IFNO1, IFNO0ビットで指定される Interface番号までサポート 

 0：Interface 0だけをサポート（初期値） 

このビットがセット（1）されていない状態ではこのレジスタのビット 1, 0の設定は無効になりま
す。 

 

1, 0 IFNO1,  

IFNO0 

サポートする Interface番号の範囲を設定します。 

 

IFNO1 IFNO0 有効な Interface番号 

1 1 0, 1, 2, 3, 4 

1 0 0, 1, 2, 3 

0 1 0, 1, 2 

0 0 0, 1 
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（36）UF0アクティブ・オルタネート・セッティング・レジスタ（UF0AAS） 

Interface番号と Alternate Settingのリンクを設定します。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。 

PFESiP/V850EP1の USBFでは 5連 Alternate Setting（Alternate Setting 0, 1, 2, 3, 4を定義できる）と 2

連 Alternate Setting（Alternate Setting 0, 1を定義できる）をそれぞれ 1つの Interfaceに対して設定できま

す。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0AAS ALT2 IFAL21 IFAL20 ALT2EN ALT5 IFAL51 IFAL50 ALT5EN 4104H 00H 

 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

7, 3 ALTn n連 Alternate Settingを Interface 0にリンクするかを設定します。このビットがセット（1）され
ると IFALn1, IFALn0ビットの設定は無効になります。 

 1：Interface 0に n連 Alternate Settingをリンクする 

 0：Interface 0には n連 Alternate Settingはリンクしない（初期値） 

6, 5,  

2, 1 

IFALn1,  

IFALn0 

n連 Alternate Settingにリンクされる Interface番号を設定します。リンクした Interface番号が
UF0AIFNレジスタで設定された Interface番号の範囲外のときは，n連 Alternate Settingは無効に
なります（ALTnENビット = 0）。 

 

IFALn1 IFALn0 リンクする Interface番号 

1 1 Interface 4とリンク 

1 0 Interface 3とリンク 

0 1 Interface 2とリンク 

0 0 Interface 1とリンク 

 

5連 Alternate Settingと 2連 Alternate Settingを同じ Interface番号にリンクさせないようにしてく
ださい。 

 

4, 0 ALTnEN n連 Alternate Settingを有効にします。このビットがセット（1）されていないと ALTnビット，
IFALn1, IFALn0ビットの設定は無効になります。 

 1：n連 Alternate Settingを有効にする 

 0：n連 Alternate Settingを有効にしない（初期値） 

備考 n = 2, 5 
  

 

たとえば，UF0AIFNレジスタを 82Hに設定し，UF0AASレジスタを 15Hに設定した場合，Interface 0, 1, 

2, 3が有効になり Interface 0, 2は Alternate Setting 0のみ，Interface 1は Alternate Setting 0, 1, Interface 3

は Alternate Setting 0, 1, 2, 3, 4をサポートすることを示します。この設定では GET_INTERFACE wIndex= 

0/1/2/3, SET_INTERFACE wValue = 0 & wIndex = 0/2, SET_INTERFACE wValue = 0/1 & wIndex = 1, 

SET_INTERFACE wValue = 0/1/2/3/4 & wIndex = 3のリクエストに対して自動応答し，それ以外の

GET/SET_INTERFACEリクエストには STALL応答します。 
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（37）UF0オルタネート・セッティング・ステータス・レジスタ（UF0ASS） 

現在の Alternate Settingの設定状態を示します。 

8ビット単位でリードだけ可能です。 

SET_INTERFACEリクエストで受信した値は同時に UF0IFnレジスタ（n = 0-4）にも反映されます。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0ASS 0 0 0 0 AL5ST3 AL5ST2 AL5ST1 AL2ST 4108H 00H 

 R R R R R R R R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

3-1 AL5ST3- 

AL5ST1 

5連 Alternate Settingの現在の設定状況を示します。 

 

AL5ST3 AL5ST2 AL5ST1 設定されている Alternate Setting番号 

1 0 0 Alternate Setting 4 

0 1 1 Alternate Setting 3 

0 1 0 Alternate Setting 2 

0 0 1 Alternate Setting 1 

0 0 0 Alternate Setting 0 

  

 

0 AL2ST 2連 Alternate Settingの現在の設定状況（設定されている Alternate Setting番号）を示します。 

 1：Alternate Setting 1 

 0：Alternate Setting 0 
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（38）UF0エンドポイント 1インタフェース・マッピング・レジスタ（UF0E1IM） 

Endpoint1がどの Interfaceと Alternate Settingに対して有効になるかを設定します。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。 

このレジスタの設定と SET_INTERFACEリクエストで設定された Alternate Settingによって Endpoint1

が現在有効であるかどうかを判定し，GET_STATUS/CLEAR_FEATURE/SET_FEATURE Endpoint1リクエ

ストとEndpoint1への INトランザクションに対してどのように応答するかと関連ビットの有効／無効をハー

ドウエアが決定します。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0E1IM E1EN2 E1EN1 E1EN0 E12AL1 E15AL4 E15AL3 E15AL2 E15AL1 410CH 00H 

 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

7-5 E1EN2- 

E1EN0 

Endpoint1の対象 Interfaceと 2/5連 Alternate Settingとのリンクを設定します。リンクされている
設定のときは，Alternate Setting 0とリンクされます。なお，Alternate Setting 0にリンクされた
Endpointは Alternate Setting 1-4で外すことはできません。 

 

E1EN2 E1EN1 E1EN0 リンク状態 

1 1 1 

1 1 0 

Interfaceとリンクされていない 

1 0 1 Interface 4, Alternate Setting 0とリンク 

1 0 0 Interface 3, Alternate Setting 0とリンク 

0 1 1 Interface 2, Alternate Setting 0とリンク 

0 1 0 Interface 1, Alternate Setting 0とリンク 

0 0 1 Interface 0, Alternate Setting 0とリンク 

0 0 0 Interfaceとリンクされていない（初期値） 

 

110, 111に設定されている場合は，E12AL1ビットを 0に設定しても無効となります。 

リンクされている設定であれば，UF0MODSレジスタの CONFビットがセット（1）されたときに
Endpoint1が有効になることを示します。 

4 E12AL1 2連 Alternate Settingとリンクされた Interfaceの Alternate Settingが 1に設定されているときに
Endpoint1が有効になるようにします。 

 1：CONFビット = 1で Alternate Setting 1に設定されたとき有効になる 

 0：CONFビット = 1で Alternate Setting 1に設定されても有効にならない（初期値） 

このビットは E15AL4-E15AL1ビットが 0000の場合に有効になります。 

 

3-0 E15AL4- 

E15AL1 

5連 Alternate Settingとリンクされた Interfaceの Alternate Settingが nに設定されているときに
Endpoint1が有効になるようにします。 

 1：CONFビット = 1で Alternate Setting nに設定されたとき有効になる 

 0：CONFビット = 1で Alternate Setting nに設定されても有効にならない（初期値） 

備考 n = 1-4 
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（39）UF0エンドポイント 2インタフェース・マッピング・レジスタ（UF0E2IM） 

Endpoint2がどの Interfaceと Alternate Settingに対して有効になるかを設定します。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。 

このレジスタの設定と SET_INTERFACEリクエストで設定された Alternate Settingによって Endpoint2

が現在有効であるかどうかを判定し，GET_STATUS/CLEAR_FEATURE/SET_FEATURE Endpoint2リクエ

ストと Endpoint2への OUTトランザクションに対してどのように応答するかと関連ビットの有効／無効を

ハードウエアが決定します。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0E2IM E2EN2 E2EN1 E2EN0 E22AL1 E25AL4 E25AL3 E25AL2 E25AL1 4110H 00H 

 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

7-5 E2EN2- 

E2EN0 

Endpoint2の対象 Interfaceと 2/5連 Alternate Settingとのリンクを設定します。リンクされている
設定のときは，Alternate Setting 0とリンクされます。なお，Alternate Setting 0にリンクされた
Endpointは Alternate Setting 1-4で外すことはできません。 

 

E2EN2 E2EN1 E2EN0 リンク状態 

1 1 1 

1 1 0 

Interfaceとリンクされていない 

1 0 1 Interface 4, Alternate Setting 0とリンク 

1 0 0 Interface 3, Alternate Setting 0とリンク 

0 1 1 Interface 2, Alternate Setting 0とリンク 

0 1 0 Interface 1, Alternate Setting 0とリンク 

0 0 1 Interface 0, Alternate Setting 0とリンク 

0 0 0 Interfaceとリンクされていない（初期値） 

 

110, 111に設定されている場合は，E22AL1ビットを 0に設定しても無効となります。 

リンクされている設定であれば，UF0MODSレジスタの CONFビットがセット（1）されたときに
Endpoint2が有効になることを示します。 

4 E22AL1 2連 Alternate Settingとリンクされた Interfaceの Alternate Settingが 1に設定されているときに
Endpoint2が有効になるようにします。 

 1：CONFビット = 1で Alternate Setting 1に設定されたとき有効になる 

 0：CONFビット = 1で Alternate Setting 1に設定されても有効にならない（初期値） 

このビットは E25AL4-E25AL1ビットが 0000の場合に有効になります。 

 

3-0 E25AL4-  

E25AL1 

5連 Alternate Settingとリンクされた Interfaceの Alternate Settingが nに設定されているときに
Endpoint2が有効になるようにします。 

 1：CONFビット = 1で Alternate Setting nに設定されたとき有効になる 

 0：CONFビット = 1で Alternate Setting nに設定されても有効にならない（初期値） 

備考 n = 1-4 
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（40）UF0エンドポイント 7インタフェース・マッピング・レジスタ（UF0E7IM） 

Endpoint7がどの Interfaceと Alternate Settingに対して有効になるかを設定します。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。 

このレジスタの設定と SET_INTERFACEリクエストで設定された Alternate Settingによって Endpoint7

が現在有効であるかどうかを判定し，GET_STATUS/CLEAR_FEATURE/SET_FEATURE Endpoint7リクエ

ストとEndpoint7への INトランザクションに対してどのように応答するかと関連ビットの有効／無効をハー

ドウエアが決定します。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0E7IM E7EN2 E7EN1 E7EN0 E72AL1 E75AL4 E75AL3 E75AL2 E75AL1 4124H 00H 

 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

7-5 E7EN2- 

E7EN0 

Endpoint7の対象 Interfaceと 2/5連 Alternate Settingとのリンクを設定します。リンクされている
設定のときは，Alternate Setting 0とリンクされます。なお，Alternate Setting 0にリンクされた
Endpointは Alternate Setting 1-4で外すことはできません。 

 

E7EN2 E7EN1 E7EN0 リンク状態 

1 1 1 

1 1 0 

Interfaceとリンクされていない 

1 0 1 Interface 4, Alternate Setting 0とリンク 

1 0 0 Interface 3, Alternate Setting 0とリンク 

0 1 1 Interface 2, Alternate Setting 0とリンク 

0 1 0 Interface 1, Alternate Setting 0とリンク 

0 0 1 Interface 0, Alternate Setting 0とリンク 

0 0 0 Interfaceとリンクされていない（初期値） 

 

110, 111に設定されている場合は，E72AL1ビットを 0に設定しても無効となります。 

リンクされている設定であれば，UF0MODSレジスタの CONFビットがセット（1）されたときに
Endpoint7が有効になることを示します。 

4 E72AL1 2連 Alternate Settingとリンクされた Interfaceの Alternate Settingが 1に設定されているときに
Endpoint7が有効になるようにします。 

 1：CONFビット = 1で Alternate Setting 1に設定されたとき有効になる 

 0：CONFビット = 1で Alternate Setting 1に設定されても有効にならない（初期値） 

このビットは E75AL4-E75AL1ビットが 0000の場合に有効になります。 

 

3-0 E75AL4- 

E75AL1 

5連 Alternate Settingとリンクされた Interfaceの Alternate Settingが nに設定されているときに
Endpoint7が有効になるようにします。 

 1：CONFビット = 1で Alternate Setting nに設定されたとき有効になる 

 0：CONFビット = 1で Alternate Setting nに設定されても有効にならない（初期値） 

備考 n = 1-4 
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3. 4. 5 EPCデータ保持レジスタ 

 

（1）UF0 EP0リード・レジスタ（UF0E0R） 

UF0E0Rレジスタは，Endpoint0に対するコントロール転送のデータ・ステージでホストから送られてく

る OUTデータを格納する 64バイトの FIFOです。 

8ビット単位でリードのみ可能です。このレジスタをライトした場合は，無視されます。 

ハードウエアはホストからのデータを受信すると UF0E0Rレジスタに自動的に転送を行います。データを

正常受信すると UF0IS1レジスタの E0ODTビットをセット（1）し，UF0E0Lレジスタに受信したデータ量

を保持して，割り込み要求（INTUSBF0）を発行します。UF0E0Lレジスタは受信中，常時受信データ長の

更新を行っています。最終的に転送が正常受信だった場合には割り込み要求が発生し，異常受信だった場合

には UF0E0Lレジスタはクリア（0）され割り込み要求は発生しません。 

UF0E0Rレジスタに保持しているデータは，UF0E0Lレジスタで読み出した値分のデータだけファームウ

エアにおいて読み出してください。全データの読み出しが完了したかどうかは UF0EPS0レジスタの EP0R

ビットで確認してください（全データの読み出し完了の場合：EP0Rビット = 0）。UF0E0Lレジスタ値が 0

のとき，UF0E0Nレジスタの EP0NKRビットがクリア（0）され，UF0E0Rレジスタは受信可能状態になり

ます。また，UF0E0Rレジスタは，次の SETUPトークン受信時にクリアされます。 

 

注意 格納されているデータは，すべて読み出してください。途中で廃棄する場合は，FIFOクリアを行っ

てください。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0E0R E0R7 E0R6 E0R5 E0R4 E0R3 E0R2 E0R1 E0R0 4200H 不定 

 R R R R R R R R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 7-0 E0R7- E0R0 Endpoint0に対するコントロール転送のデータ・ステージでホストから送られてくる OUTデータ
が格納されます。 

 

 

次に UF0E0Rレジスタの動作を示します。 
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図 3－1 UF0E0Rレジスタの動作 
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（2）UF0 EP0レングス・レジスタ（UF0E0L） 

UF0E0Lレジスタは，UF0E0Rレジスタに保持されているデータ長を格納するレジスタです。 

8ビット単位でリードのみ可能です。このレジスタをライトした場合は，無視されます。 

UF0E0Lレジスタは受信中，常時受信データ長の更新を行っています。最終的に転送が異常受信だった場

合には，UF0E0Lレジスタはクリア（0）され，割り込み要求は発生しません。正常受信だった場合のみ割り

込み要求が発生し，ファームウエアは UF0E0Lレジスタで読み出した値分のデータだけ UF0E0Rレジスタを

読み出せます。UF0E0Lレジスタは UF0E0Rレジスタを読み出すごとに，デクリメントされます。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0E0L E0L7 E0L6 E0L5 E0L4 E0L3 E0L2 E0L1 E0L0 4204H 00H 

 R R R R R R R R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 7-0 E0L7- E0L0 UF0E0Rレジスタに保持されているデータ長が格納されます。 
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（3）UF0 EP0セットアップ・レジスタ（UF0E0ST） 

UF0E0STレジスタは，ホストから送られてきた SETUPデータを保持するためのレジスタです。 

8ビット単位でリードのみ可能です。このレジスタをライトした場合は，無視されます。 

UF0E0STレジスタは，SETUPトランザクションを受信すると常にデータの書き込みを行います。ハード

ウエアは SETUPトランザクションを正常受信した場合，UF0IS1レジスタの PROTビット，ファームウエ

ア処理のリクエスト時には UF0IS1レジスタの CPUDECビットをセット（1）し，割り込み要求（INTUSBF0）

を発行します。 

 

注意 ファームウエア処理の場合には，必ず 8バイト・リードしてください。8バイト・リードしなかっ

た場合には，以降のリクエストを正常にデコードできません。UF0E0STレジスタのリード・カウ

ンタは，Bus Resetの受信時にもクリアされないので，Bus Resetの受信にかかわらず常に 8バイ

ト・リードしてください。 

 

UF0E0STレジスタは常に書き込みを許可しているため，データ・リード中に SETUPトランザクションを

受け取った場合でも，ハードウエアはそのままデータの上書きを行います。また，SETUPトランザクショ

ンを正常受信できなかった場合でも，CPUDEC割り込み要求および Protect割り込み要求は発生しませんが

前のデータは破棄されます。ただし，8バイト以下の SETUPトークンを受信した場合，受信した SETUP

データは破棄され，前回受信した SETUPデータが保持されます。したがって，1回のコントロール転送中

に複数回の SETUPトークンを受信した場合，次に示す条件のときには必ず UF0IS1レジスタの PROTビッ

トを確認してください。PROTビット = 1の場合には複数回SETUPトランザクションを受信しているため，

UF0E0STレジスタを再度読み出してください。 

 

① ファームウエアによりリクエストのデコードを行い，UF0E0Rレジスタの読み出し，または

UF0E0Wレジスタの書き込みを行ったとき 

② デコード結果が対応していないリクエストのために STALL応答の準備をするとき 

 

注意 格納されているデータは，すべて読み出してください。UF0E0STレジスタは，常に SETUPトラ

ンザクション内のリクエストによって更新されています。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0E0ST E0S7 E0S6 E0S5 E0S4 E0S3 E0S2 E0S1 E0S0 4208H 00H 

 R R R R R R R R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 7-0 E0S7- E0S0 ホストから送られてきた SETUPデータを保持します。 

 

 

次に UF0E0STレジスタの動作を示します。 
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図 3－2 UF0E0STレジスタの動作 
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（4）UF0 EP0ライト・レジスタ（UF0E0W） 

UF0E0Wレジスタは，Endpoint0に対するデータ・ステージでホストに送る INデータを格納する（SIEに

引き渡す）64バイトの FIFOです。 

8ビット単位でライトのみ可能です。なお，このレジスタをリードした場合は，00Hが読み出せます。 

ハードウエアは UF0E0Nレジスタの EP0NKWビットがセット（1）されている（NAKを送信しない）場

合のみ，INトークンに同期して USBバスへのデータの送信を行います。データが送信され，ホストがデー

タを正常受信した場合，UF0E0Nレジスタの EP0NKWビットがハードウエアによって自動的にクリア（0）

されます。ショート・パケットを送信する場合は，UF0E0Wレジスタにデータを書き込み，UF0DENDレジ

スタの E0DEDビットをセット（1）すると送信が行われます（UF0EPS0レジスタの EP0Wビット = 1（デー

タがある））。Nullパケットを送信する場合は，UF0E0Wレジスタのクリアを行い，UF0DENDレジスタの

E0DEDビットをセット（1）すると送信が行われます（UF0EPS0レジスタの EP0Wビット = 1（データが

ある））。 

UF0E0Wレジスタは，送信が完了していない状態で次の SETUPトークンを受信したときにクリア（0）

されます。また，データ・ステージで ACKを正常に受信できていない状態でコントロール転送（リード）

がステータス・ステージに変わった場合，UF0E0Wレジスタは自動的にクリア（0）され，同時に UF0E0N

レジスタの EP0NKWビット = 1の場合にはクリア（0）されます｡ 

データが空の状態で UF0E0Wレジスタを読み出した場合には，00Hが読み出せます。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0E0W E0W7 E0W6 E0W5 E0W4 E0W3 E0W2 E0W1 E0W0 420CH 不定 

 W W W W W W W W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 7-0 E0W7- 
E0W0 

Endpoint0に対するデータ・ステージでホストに送る INデータを格納します。 

 

 

次に UF0E0Wレジスタの動作を示します。 
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図 3－3 UF0E0Wレジスタの動作 
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（5）UF0バルク・アウト 1レジスタ（UF0BO1） 

UF0BO1レジスタは，Endpoint2に対するデータを格納する 64バイト×2の FIFOです。UF0BO1レジス

タは，64バイト FIFOがバンク構成になっており，互いにトグル動作を行い，SIE側と CPU側のバスとの

接続を繰り返します。トグル条件は，SIE側の FIFOにデータがあり，かつ CPU側の FIFOにデータがない

（カウンタ値 = 0）ときです。 

8ビット単位でリードのみ可能です。このレジスタをライトした場合は，無視されます。 

ハードウエアはEndpoint2に対するホストからのデータを受信するとUF0BO1レジスタに自動的に転送し

ます。データを正常受信すると FIFOトグル動作が起こり，UF0IS3レジスタの BKO1DTビットをセット（1）

し，UF0BO1Lレジスタに受信したデータ量を保持して，CPUに対して割り込み要求または DMA要求を発

生します。この割り込み要求と DMA要求の切り替えは，UF0IDRレジスタの DQBO1MSビットで選択でき

ます。DMAモードでは，EP2_BULK_OUTレジスタを介して読み出します。 

UF0BO1レジスタに保持しているデータは，UF0BO1Lレジスタで読み出した値分のデータだけファーム

ウエアにおいて読み出してください。SIE側に接続されている FIFOに正常な受信データが保持されており，

UF0BO1Lレジスタの値が 0になると FIFOのトグル動作が発生して，UF0ENレジスタの BKO1NKビット

が自動的にクリア（0）されます。なお，UF0BO1Lレジスタ値以上のデータの読み出しを行った場合には，

FIFOのトグル条件が成立すると FIFOの切り替えが発生し，結果として次のパケットを誤って読み出す可能

性があります。またトグル条件が成立しない場合には，先頭データを繰り返し読み出しますので，注意して

ください。 

CPU側に接続されている FIFOにデータが保持されている状態でオーバラン・データを受信した場合，

Endpoint2がストール状態となり，CPU側 FIFOもクリアされます。 

データが空の状態で UF0BO1レジスタを読み出した場合には，不定値が読み出せます。 

 

注意 格納されているデータは，すべて読み出してください。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0BO1 BKO17 BKO16 BKO15 BKO14 BKO13 BKO12 BKO11 BKO10 4210H 不定 

 R R R R R R R R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 7-0 BKO17- 
BKO10 

Endpoint2に対するデータが格納されます。 

 

 

次に UF0BO1レジスタの動作を示します。 
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図 3－4 UF0BO1レジスタの動作（1/2） 

 
 

ハードウエア・ 
クリア 

ハードウエア・ 
クリア 

UF0BO1レジスタの 
ステータス 

UF0ENレジスタの 
BKO1NKビット 

UF0IS3レジスタの 
BKO1FLビット 

(a) 動作例 1 

ファームウエア 
・クリア 

受信
完了

ACK
送信

UF0EPS0レジスタの 
BKOUT1ビット 

SIE側 

FIFO_0 

FIFO_1 

受信
開始

受信
完了

ACK 
送信 

CPU側 

FIFO切り替え FIFO切り替え 

FIFO_1

FIFO_0

FIFO_0

FIFO_1

64バイト転送 

FIFO 
読み出し 
開始 

FIFO 
読み出し 
完了 

FIFO
読み出し
開始 

FIFO 
読み出し 
完了 

64バイト未満転送 64バイト転送

UF0IS3レジスタの 
BKO1DTビット 

ハードウエア・ 
クリア 

 

 



第 3章 USBファンクション・コントローラ 

ユーザーズ・マニュアル  A19071JJ2V0UM 149

図 3－4 UF0BO1レジスタの動作（2/2） 
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（6）UF0バルク・アウト 1レングス・レジスタ（UF0BO1L） 

UF0BO1Lレジスタは，UF0BO1レジスタに保持されているデータ長を格納するレジスタです。 

8ビット単位でリードのみ可能です。このレジスタをライトした場合は，無視されます。 

UF0BO1Lレジスタは受信中，常時受信データ長の更新を行っています。最終的に転送が異常受信だった

場合には，UF0BO1Lレジスタはクリア（00H）され，割り込み要求は発生しません。正常受信だった場合

のみ割り込み要求が発生し，ファームウエアは UF0BO1Lレジスタで読み出した値分のデータだけ UF0BO1

レジスタを読み出せます。UF0BO1Lレジスタは UF0BO1レジスタを読み出すごとに，デクリメントされま

す。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0BO1L BKO1L7 BKO1L6 BKO1L5 BKO1L4 BKO1L3 BKO1L2 BKO1L1 BKO1L0 4214H 00H 

 R R R R R R R R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 7-0 BKO1L7- 

BKO1L0 

UF0BO1レジスタに保持されているデータ長（SIE側と CPU側の和）が格納されます。 
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（7）UF0バルク・イン 1レジスタ（UF0BI1） 

UF0BI1レジスタは，Endpoint1に対するデータを格納する 64バイト×2の FIFOです。UF0BI1レジスタ

は，64バイト FIFOがバンク構成になっており，互いにトグル動作を行い，SIE側と CPU側のバスとの接

続を繰り返します。トグル条件は，SIE側の FIFOにデータがない，かつ CPU側の FIFOが正常に書き込ま

れていることです（FIFOフル，または UF0DENDレジスタの BKI1DEDビット = 1）。 

8ビット単位でライトのみ可能です。このレジスタをリードした場合は，00Hが読み出せます。 

ハードウエアは，UF0ENレジスタの BKI1NKビットがセット（1）されている（NAKを送信しない）場合

のみ，Endpoint1に対する INトークンに同期して USBバスへのデータの送信を行います。書き込み，およ

び読み出しのアドレスはハードウエアで管理しているため，ファームウエアは UF0BI1レジスタにホストに

送信するデータを順番に書き込むだけで送信できます。ショート・パケットを送信する場合は，UF0BI1レ

ジスタにデータを書き込み，UF0DENDレジスタの BKI1DEDビットをセット（1）すると送信が行われます

（UF0EPS0レジスタの BKIN1ビット = 1（データがある））。Nullパケットを送信する場合は，UF0BI1

レジスタのクリアを行い，UF0DENDレジスタの BKI1DEDビットをセット（1）すると送信が行われます

（UF0EPS0レジスタの BKIN1ビット = 1（データがある））。データを正常送信すると FIFOトグル動作

が起こり，UF0IS2レジスタの BKI1DTビットをセット（1）し，CPUに対して割り込み要求を発生します。

割り込み要求と DMA要求の切り替えは，UF0IDRレジスタの DQBI1MSビットで選択できます。DMAモー

ドでは，EP1_BULK_INレジスタを介して書き込みます。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0BI1 BKI17 BKI16 BKI15 BKI14 BKI13 BKI12 BKI11 BKI10 4220H 不定 

 W W W W W W W W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 7-0 BKI17-BKI10 Endpoint1に対するデータを格納します。 

 

 

次に UF0BI1レジスタの動作を示します。 
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図 3－5 UF0BI1レジスタの動作（1/3） 
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図 3－5 UF0BI1レジスタの動作（2/3） 
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図 3－5 UF0BI1レジスタの動作（3/3） 
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（8）UF0インタラプト 1レジスタ（UF0INT1） 

UF0INT1レジスタは，Endpoint7に対するデータを格納する（SIEに引き渡す）8バイトの FIFOです。 

8ビット単位でライトのみ可能です。このレジスタをリードした場合は，00Hが読み出せます。 

ハードウエアは UF0ENレジスタの IT1NKビットがセット（1）されている（NAKを送信しない）場合の

み，Endpoint7に対する INトークンに同期して USBバスへのデータの送信を行います。データが送信され，

ホストがデータを正常受信した場合，UF0ENレジスタの IT1NKビットがハードウエアによって自動的にク

リア（0）されます。ショート・パケットを送信する場合は，UF0INT1レジスタにデータを書き込み，UF0DEND

レジスタの IT1DENDビットをセット（1）すると送信が行われます（UF0EPS0レジスタの IT1ビット = 1

（データがある））。Nullパケットを送信する場合は，UF0INT1レジスタのクリアを行い，UF0DENDレジ

スタの IT1DENDビットをセット（1）すると送信が行われます（UF0EPS0レジスタの IT1ビット = 1（デー

タがある））。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0INT1 IT17 IT16 IT15 IT14 IT13 IT12 IT11 IT10 4228H 不定 

 W W W W W W W W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 7-0 IT17-IT10 Endpoint7に対するデータを格納します。 

 

 

次に UF0INT1レジスタの動作を示します。 

 



第 3章 USBファンクション・コントローラ 

ユーザーズ・マニュアル  A19071JJ2V0UM 155

図 3－6 UF0INT1レジスタの動作 
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3. 4. 6 EPCリクエスト・データ・レジスタ 

 

（1）UF0デバイス・ステータス・レジスタ L（UF0DSTL） 

GET_STATUS Deviceリクエストで返す値を格納するレジスタです。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。 

ハードウエアは GET_STATUS Deviceリクエストを受信したとき，自動的にこのレジスタの内容をホスト

に対して送信します。 

 

注意 このレジスタを書き換える場合は，SIEによるリードとの競合を防止するために，UF0E0NAレジ

スタの EP0NKAビットをセット（1）したあと読み出し，セット（1）を確認してから行ってくだ

さい。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0DSTL 0 0 0 0 0 0 RMWK SFPW 4288H 00H 

 0 0 0 0 0 0 R/W R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

1 RMWK デバイスによるリモート・ウエイクアップ機能を使用するかどうかを設定します。 

 1：許可 

 0：禁止 

デバイスがリモート・ウエイクアップをサポートする場合は，SET_FEATUREDeviceリクエスト
を受信したときハードウエアによりセット（1）され，CLEAR_FEATURE Deviceリクエストを受
信したときハードウエアによりクリア（0）されます。リモート・ウエイクアップをサポートしな
い場合にはホストから SET_FEATURE Deviceリクエストを発行しないようにしてください。 

 

0 SFPW デバイスがセルフ・パワードであるかバス・パワードであるかを示します。 

 1：セルフ・パワード 

 0：バス・パワード 
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（2）UF0 EP0ステータス・レジスタ L（UF0E0SL） 

GET_STATUS Endpoint0リクエストで返す値を格納するレジスタです。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。ただし，ライトは EP0NKAビットがセット（1）されていると

きにだけ可能です。 

Endpoint0への USB側アクセスを受けている間の書き込みは無視されます。 

ファームウエアで E0HALTビットをセット（1）する場合，直前のコントロール転送が SET_FEATURE 

Endpoint0, CLEAR_FEATURE Endpoint0, GET_STATUS Endpoint0リクエスト，またはファームウエア処

理のリクエストの場合には次の SETUPトークンを受信するまで反映されません。 

ハードウエアは GET_STATUS Endpoint0リクエストを受信したとき，自動的にこのレジスタの内容をホ

ストに対して送信します。Endpoint0がストールした場合には UF0E0W，UF0E0Rレジスタがクリアされ，

UF0E0Nレジスタの EP0NKW, EP0NKRビットがクリア（0）されます。 

 

注意 このレジスタを書き換える場合は，SIEによるリードとの競合を防止するために，UF0E0NAレジ

スタの EP0NKAビットをセット（1）したあと読み出し，セット（1）を確認してから行ってくだ

さい。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0E0SL 0 0 0 0 0 0 0 E0HALT 4298H 00H 

 0 0 0 0 0 0 0 R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 0 E0HALT Endpoint0の状態を示します。 

 1：ストールしている 

 0：ストールしていない 

SET_FEATURE Endpoint0リクエストを受信したときにハードウエアによりセット（1）され，
CLEAR_FEATURE Endpoint0リクエストを受信したときにハードウエアによりクリア（0）され
ます。また DATA PIDは DATA0に初期化されます。 
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（3）UF0 EP1ステータス・レジスタ L（UF0E1SL） 

GET_STATUS Endpoint1リクエストで返す値を格納するレジスタです。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。ただし，ライトは EP0NKAビットがセット（1）されていると

きにだけ可能です。 

Endpoint1でエラーが発生すると，E1HALTビットがセット（1）されます。Endpoint1への USB側アク

セスを受けている間の書き込みは無視されます。 

ハードウエアは GET_STATUS Endpoint1リクエストを受信したとき，自動的にこのレジスタの内容をホ

ストに対して送信します。Endpoint1がストールした場合には UF0BI1レジスタがクリアされ，UF0ENレジ

スタの BKI1NKビットがクリア（0）されます。 

コントロール転送でなく Endpoint1に対する転送を行っている間はこのレジスタへの書き込みがマスクさ

れるため，書き換えが行われたか必ず確認してください。 

 

注意 このレジスタを書き換える場合は，SIEによるリードとの競合を防止するために，UF0E0NAレジ

スタの EP0NKAビットをセット（1）したあと読み出し，セット（1）を確認してから行ってくだ

さい。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0E1SL 0 0 0 0 0 0 0 E1HALT 42A0H 00H 

 0 0 0 0 0 0 0 R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 0 E1HALT Endpoint1の状態を示します。 

 1：ストールしている 

 0：ストールしていない 

SET_FEATURE Endpoint1リクエストを受信したときにハードウエアによりセット（1）され，
CLEAR_FEATURE Endpoint1リクエストを受信したとき，または SET_CONFIGURATIONリクエ
スト，Endpoint1がリンクされた Interfaceに対する SET_INTERFACEリクエストを正しく受信し
たときにハードウエアによりクリア（0）されます。また DATA PIDは DATA0に初期化されます。
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（4）UF0 EP2ステータス・レジスタ L（UF0E2SL） 

GET_STATUS Endpoint2リクエストで返す値を格納するレジスタです。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。ただし，ライトは EP0NKAビットがセット（1）されていると

きにだけ可能です。 

Endpoint2でエラーが発生すると，E2HALTビットがセット（1）されます。Endpoint2への USB側アク

セスを受けている間の書き込みは無視されます。 

ハードウエアは GET_STATUS Endpoint2リクエストを受信したとき，自動的にこのレジスタの内容をホ

ストに対して送信します。Endpoint2がストールした場合には UF0BO1レジスタがクリアされ，UF0ENレ

ジスタの BKO1NKビットがクリア（0）されます。 

コントロール転送でなく Endpoint2に対する転送を行っている間はこのレジスタへの書き込みがマスクさ

れるため，書き換えが行われたか必ず確認してください。 

 

注意 このレジスタを書き換える場合は，SIEによるリードとの競合を防止するために，UF0E0NAレジ

スタの EP0NKAビットをセット（1）したあと読み出し，セット（1）を確認してから行ってくだ

さい。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0E2SL 0 0 0 0 0 0 0 E2HALT 42A8H 00H 

 0 0 0 0 0 0 0 R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 0 E2HALT Endpoint2の状態を示します。 

 1：ストールしている 

 0：ストールしていない 

SET_FEATURE Endpoint2リクエストを受信したときにハードウエアによりセット（1）され，
CLEAR_FEATURE Endpoint2リクエストを受信したとき，または SET_CONFIGURATIONリクエ
スト，Endpoint2がリンクされた Interfaceに対する SET_INTERFACEリクエストを正しく受信し
たときにハードウエアによりクリア（0）されます。また DATA PIDは DATA0に初期化されます。
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（5）UF0 EP7ステータス・レジスタ L（UF0E7SL） 

GET_STATUS Endpoint7リクエストで返す値を格納するレジスタです。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。ただし，ライトは EP0NKAビットがセット（1）されていると

きにだけ可能です。 

Endpoint7でエラーが発生すると，E7HALTビットがセット（1）されます。Endpoint7への USB側アク

セスを受けている間の書き込みは無視されます。 

ハードウエアは GET_STATUS Endpoint7リクエストを受信したとき，自動的にこのレジスタの内容をホ

ストに対して送信します。Endpoint7がストールした場合には UF0INT1レジスタがクリアされ，UF0ENレ

ジスタの IT1NKビットがクリア（0）されます。 

コントロール転送でなく Endpoint7に対する転送を行っている間はこのレジスタへの書き込みがマスクさ

れるため，書き換えが行われたか必ず確認してください。 

 

注意 このレジスタを書き換える場合は，SIEによるリードとの競合を防止するために，UF0E0NAレジ

スタの EP0NKAビットをセット（1）したあと読み出し，セット（1）を確認してから行ってくだ

さい。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0E7SL 0 0 0 0 0 0 0 E7HALT 42D0H 00H 

 0 0 0 0 0 0 0 R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 0 E7HALT Endpoint7の状態を示します。 

 1：ストールしている 

 0：ストールしていない 

SET_FEATURE Endpoint7リクエストを受信したときにハードウエアによりセット（1）され，
CLEAR_FEATURE Endpoint7リクエストを受信したとき，または SET_CONFIGURATIONリクエ
スト，Endpoint7がリンクされた Interfaceに対する SET_INTERFACEリクエストを正しく受信し
たときにハードウエアによりクリア（0）されます。また DATA PIDは DATA0に初期化されます。
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（6）UF0アドレス・レジスタ（UF0ADRS） 

デバイス・アドレスを格納するレジスタです。 

8ビット単位でリードのみ可能です。 

このレジスタは，SET_ADDRESSリクエストにより送られてくるデバイス・アドレスを解析し，自動的

にその値を書き込みます。SET_ADDRESSリクエストをファームウエア処理した場合，ステータス・ステー

ジの SUCCESS信号受信時にこのレジスタの値をデバイス・アドレスとして反映します。 

 

注意 このレジスタはライト・アクセスしないでください。ライトした場合の動作は保証できません。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0ADRS 0 ADRS6 ADRS5 ADRS4 ADRS3 ADRS2 ADRS1 ADRS0 4300H 00H 

 0 R R R R R R R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 6-0 ADRS6- 
ADRS0 

SIEのデバイス・アドレスを保持します。 

 

 

（7）UF0コンフィギュレーション・レジスタ（UF0CNF） 

GET_CONFIGURATIONリクエストで返す値を格納するレジスタです。 

8ビット単位でリードのみ可能です。 

このレジスタは SET_CONFIGURATIONリクエストを受信すると，自動的にその wValueを書き込みます。

なお，wValue値は 00Hまたは 01Hしかとりません。00H, 01H以外の値を受信した場合は，STALL応答し

ます。 

このレジスタの値が 00Hから 00H以外に変化したタイミングを検出して，UF0MODSレジスタの CONF

ビットがセット（1）されます。 

 

注意 このレジスタはライト・アクセスしないでください。ライトした場合の動作は保証できません。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0CNF 0 0 0 0 0 0 0 CONF0 4304H 00H 

 0 0 0 0 0 0 0 R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 0 CONF0 GET_CONFIGURATIONリクエストに対して返信するデータを保持します。 
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（8）UF0インタフェース 0レジスタ（UF0IF0） 

GET_INTERFACE wIndex = 0リクエストで返す値を格納するレジスタです。 

8ビット単位でリードのみ可能です。 

このレジスタは SET_INTERFACEリクエストを受信すると，自動的にその wValueを書き込みます。 

SET_INTERFACEリクエストをファームウエアで処理した場合，wIndex, wValueをデコードしてEndpoint

の設定を自動的に変更します。このとき，設定に応じて対象 Endpointの状態ビットと DPIDを自動的にクリ

ア（0）します。FIFOは自動的にクリアされません。 

 

注意 このレジスタはライト・アクセスしないでください。ライトした場合の動作は保証できません。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0IF0 0 0 0 0 0 IF02 IF01 IF00 4308H 00H 

 0 0 0 0 0 R R R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 2-0 IF02-IF00 GET_INTERFACE wIndex = 0リクエストに対して返信するデータを保持します。 
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（9）UF0インタフェース 1-4レジスタ（UF0IF1-UF0IF4） 

GET_INTERFACE wIndex = nリクエストで返す値を格納するレジスタです（n = 1-4）。 

8ビット単位でリードのみ可能です。 

このレジスタは SET_INTERFACEリクエストを受信すると，自動的にその wValueを書き込みます。 

このレジスタは UF0AIFNレジスタと UF0AASレジスタの設定によっては無効になります。 

SET_INTERFACEリクエストをファームウエアで処理した場合，wIndex, wValueをデコードしてEndpoint

の設定を自動的に変更します。このとき，設定に応じて対象 Endpointの状態ビットと DPIDを自動的にクリ

ア（0）します。FIFOは自動的にクリアされません。 

 

注意 このレジスタはライト・アクセスしないでください。ライトした場合の動作は保証できません。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0IF1 0 0 0 0 0 IF12 IF11 IF10 430CH 00H 

 0 0 0 0 0 R R R   
 

UF0IF2 0 0 0 0 0 IF22 IF21 IF20 4310H 00H 

 0 0 0 0 0 R R R   
 

UF0IF3 0 0 0 0 0 IF32 IF31 IF30 4314H 00H 

 0 0 0 0 0 R R R   
 

UF0IF4 0 0 0 0 0 IF42 IF41 IF40 4318H 00H 

 0 0 0 0 0 R R R   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 2-0 IFn-IFn0 GET_INTERFACE wIndex = nリクエストに対して返信するデータを保持します。 

備考 n = 1-4 
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（10）UF0ディスクリプタ・レングス・レジスタ（UF0DSCL） 

GET_DESCRIPTOR Configurationリクエストで返す値の長さを格納するレジスタです。このレジスタ値

は UF0CIEnレジスタで設定した全ディスクリプタのバイト数－1の値になります（n = 0-255）。このレジ

スタ値により GET_DESCRIPTOR Configurationリクエストで返信する全ディスクリプタ長が決定されます。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。ただし，ライトは EP0NKAビットがセット（1）されていると

きにだけ可能です。 

wLengthの処理は自動的に制御されます。このレジスタに 00Hを設定すると，返信するディスクリプタ長

は 1バイトを意味し，FFHを設定すると 256バイトを意味します。なお，256バイトを越えるディスクリプ

タを使用する場合には，UF0MODCレジスタの CDCGDSTビットをセット（1）してファームウエアにより

GET_DESCRIPTORリクエストを処理してください（このときUF0MODSレジスタのCDCGDビットもセッ

ト（1）されます）。 

 

注意 このレジスタを書き換える場合は，SIEによるリードとの競合を防止するために，UF0E0NAレ

ジスタの EP0NKAビットをセット（1）したあと読み出し，セット（1）を確認してから行って

ください。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0DSCL DPL7 DPL6 DPL5 DPL4 DPL3 DPL2 DPL1 DPL0 4340H 00H 

 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W   
 

 ビット位置 ビット名 意 味 

 7-0 DPL7-DPL0 GET_DESCRIPTOR Configurationリクエストで返信する全ディスクリプタのバイト数－1の値を
設定します。 
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（11）UF0デバイス・ディスクリプタ・レジスタ 0-17（UF0DD0-UF0DD17） 

GET_DESCRIPTOR Deviceリクエストで返す値を格納するレジスタです。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。ただし，ライトは EP0NKAビットがセット（1）されていると

きにだけ可能です。 

 

注意 1. このレジスタを書き換える場合は，SIEによるリードとの競合を防止するために，UF0E0NAレ

ジスタの EP0NKAビットをセット（1）したあと読み出し，セット（1）を確認してから行って

ください。 

 2. 設定する値には，USB Specification Ver2.0，および最新 Class Specificationの値を使用してく

ださい。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0DDn 
(n = 0-17)         表 3－12参照 不定 

 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W   

 

 

表 3－12 UF0デバイス・ディスクリプタ・レジスタのマッピングとデータ 

略 号 Offsetアドレス フィールド名 内 容 

UF0DD0 4344H bLength このディスクリプタのサイズ 

UF0DD1 4348H bDescriptorType デバイス・ディスクリプタ・タイプ 

UF0DD2 434CH bcdUSB USB仕様の Rev.番号の小数点以下の値 

UF0DD3 4350H  USB仕様の Rev.番号の小数点以上の値 

UF0DD4 4354H bDeviceClass クラス・コード 

UF0DD5 4358H bDeviceSubClass サブクラス・コード 

UF0DD6 435CH bDeviceProtocol プロトコル・コード 

UF0DD7 4360H bMaxPacketSize0 Endpoint0の最大パケット・サイズ 

UF0DD8 4364H idVendor ベンダ IDの下位側の値 

UF0DD9 4368H  ベンダ IDの上位側の値 

UF0DD10 436CH idProduct 製品 IDの下位側の値 

UF0DD11 4370H  製品 IDの上位側の値 

UF0DD12 4374H bcdDevice デバイス・リリース番号の下位側の値 

UF0DD13 4378H  デバイス・リリース番号の上位側の値 

UF0DD14 437CH iManufacturer メーカを記述するストリング・ディスクリプタのインデクス 

UF0DD15 4380H iProduct 製品を記述するストリング・ディスクリプタのインデクス 

UF0DD16 4384H lSerialNumber デバイス・シリアル番号を記述するストリング・ディスクリプ

タのインデクス 

UF0DD17 4388H BNumConfigurations 設定可能な Configurationの数 
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（12）UF0コンフィギュレーション／インタフェース／エンドポイント・ディスクリプタ・レジスタ 0-255

（UF0CIE0-UF0CIE255） 

GET_DESCRIPTOR Configurationリクエストで返す値を格納するレジスタです。 

8ビット単位でリード／ライト可能です。ただし，ライトは EP0NKAビットがセット（1）されていると

きにだけ可能です。 

このレジスタには 256バイトまでのディスクリプタ情報を格納できます。各ディスクリプタは

Configuration，Interface，Endpointの順に格納してください（表 3－13参照）。Interfaceが複数ある場合は，

Interfaceディスクリプタ以降を繰り返し格納してください。 

 

表 3－13 UF0CIEnレジスタのマッピング 

Offsetアドレス 格納するディスクリプタ 

438CH-43ACH Configurationディスクリプタ（9バイト） 

43B0H-43D0H Interfaceディスクリプタ（9バイト） 

43D4H-43ECH Endpoint1ディスクリプタ（7バイト） 

43F0H-4408H Endpoint2ディスクリプタ（7バイト） 

： ： 

xxxxH Interfaceディスクリプタ（9バイト） 

xxxxH＋9 Endpoint1ディスクリプタ（7バイト） 

xxxxH＋16 Endpoint2ディスクリプタ（7バイト） 

： ： 

 

UF0DSCLレジスタの設定により，このレジスタに設定できる有効なデータ範囲が変わります。なお，表

3－14に示すディスクリプタ以外にもクラスやベンダに固有のディスクリプタを格納できます。 

 

注意 1. このレジスタを書き換える場合は，SIEによるリードとの競合を防止するために，UF0E0NAレ

ジスタの EP0NKAビットをセット（1）したあと読み出し，セット（1）を確認してから行って

ください。 

 2. 設定する値には，USB Specification Ver2.0，および最新 Class Specificationの値を使用してく

ださい。 

 
 7 6 5 4 3 2 1 0 アドレス 初期値

UF0CIEn 
(n = 0-255)         438CH- 

4788H 
不定 

 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W   
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表 3－14 UF0CIEnレジスタのデータ 

 

（a）Configurationディスクリプタ（9バイト） 

オフセット フィールド名 内 容 

0 bLength このディスクリプタのサイズ 

1 bDescriptorType ディスクリプタ・タイプ 

2 wTotalLength Configuration，全 Interface，全 Endpointのディスクリプタが占める総バイト数
の下位側の値 

3  Configuration，全 Interface，全 Endpointのディスクリプタが占める総バイト数
の上位側の値 

4 bNumInterface Interfaceの数 

5 bConfigurationValue この Configurationを選択するための値 

6 iConfiguration この Configurationを記述するストリング・ディスクリプタのインデクス 

7 bmAttributes Configurationの特徴（セルフ・パワード，リモート・ウエイクアップなし） 

8 MaxPower この Configurationの最大消費電力（単位：mA） 

 

（b）Interfaceディスクリプタ（9バイト） 

オフセット フィールド名 内 容 

0 bLength このディスクリプタのサイズ 

1 bDescriptorType ディスクリプタ・タイプ 

2 bInterfaceNumber この Interfaceの値 

3 bAlternateSetting Interfaceの代替セッティングを選択する値 

4 bNumEndpoints 使用可能な Endpointの数 

5 bInterfaceClass クラス・コード 

6 bInterfaceSubClass サブクラス・コード 

7 bInterfaceProtocol プロトコル・コード 

8 Interface この Interfaceを記述するストリング・ディスクリプタのインデクス 

 

（c）Endpointディスクリプタ（7バイト） 

オフセット フィールド名 内 容 

0 bLength このディスクリプタのサイズ 

1 bDescriptorType ディスクリプタ・タイプ 

2 bEndpointAddress この Endpointのアドレス／転送方向 

3 bmAttributes 転送種類 

4 wMaxPaketSize 最大データ転送数の下位側の値 

5  最大データ転送数の上位側の値 

6 BInterval 転送周期 
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次にホスト切断／ホスト再接続時のプログラム，電源投入時のプログラムのフロー・チャートを示します。 

 

図 3－7 ホスト切断／ホスト再接続時のプログラムのフロー・チャート 

 

 
START 

ホスト接続状態を検知する
端子割り込みの状態を確認

No

END 

ホストと切断している？

Yes

USB関連割り込みを 
マスクする 

USBバス無効 

ホスト接続状態を検知する
端子割り込みの状態を確認

No
ホストと接続している？

Yes

USB関連割り込みのマスク
解除と割り込みの廃棄を行う

レジスタ領域の初期化処理

Plug&Playにより自動的に 
デバイスがセットアップされる
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図 3－8 電源投入時のプログラムのフロー・チャート 
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3. 5 STALLハンドシェークまたはノー・ハンドシェーク 

 

USBFのエラーの取り扱いは，次のように定義されています。 

 

表 3－15 USBファンクションでのエラーの取り扱い 

転送タイプ トランザ

クション 
対象 

パケット 

エラー種類 ファンク

ション応答

処理内容 

Endpoint未対応 無応答 特になし 

Endpointに対する 

転送方向不一致 

無応答 特になし 

CRCエラー 無応答 特になし 

コントロール転送／ 

バルク転送／ 

インタラプト転送 

IN/ 

OUT/ 

SETUP 

トークン 

ビット・スタッフィン

グ・エラー 
無応答 特になし 

タイムアウト 無応答 特になし 

PID チェック・エラー 無応答 特になし 

未対応 PID 

（Data PID以外） 

無応答 特になし 

CRCエラー 無応答 受信データを破棄 

OUT/ 

SETUP 

データ 

ビット・スタッフィン

グ・エラー 
無応答 受信データを破棄 

コントロール転送／ 

バルク転送 

OUT データ Data PID不一致 ACK 受信データを破棄 

コントロール転送 

（SETUPステージ） 

SETUP データ オーバラン 無応答 受信データを破棄 

コントロール転送 

（データ・ステージ） 

OUT データ オーバラン 無応答
注 1 UF0SDSレジスタのSNDSTLビット

をセット（1）し，受信データを破棄

コントロール転送 

（ステータス・ステージ） 

OUT データ オーバラン ACK or  
無応答

注 2 

UF0SDSレジスタのSNDSTLビット
をセット（1）し，受信データを破棄

バルク転送 OUT データ オーバラン 無応答
注 1 UF0EnSLレジスタの EnHALTビッ

トをセット（1）する（n = 0-2, 7）

PIDチェック・エラー － 送出したデータを保持し，再転送
注 3

未対応 PID 

（ACK PID以外） 

－ 送出したデータを保持し，再転送
注 3

コントロール転送／ 

バルク転送／ 

インタラプト転送 

IN ハンドシェーク

タイムアウト － 送出したデータを保持し，再転送
注 3

注 1. ホストの再転送に対して STALL応答します。 

 2. 転送データがMaxPacketSize以下の場合には ACK応答し，ステータス・ステージの受信データを破棄し

ます。一方，MaxPacketSizeを越える場合には無応答となり，UF0SDSレジスタの SNDSTLビットがセッ

ト（1）され，受信データは破棄されます。 

 3. コントロール転送で，データ・ステージからステータス・ステージへの変化を示す OUTトランザクション

を受信した場合は対象外となり，正常受信完了と判断します。 

 

注意 1. 現在設定されている Alternate Settingの番号により対象 Endpointが有効か無効かが判定されます。 

 2. Endpoint0へのコントロール転送に含まれるリクエストに対する応答は，3. 3 リクエストを参照してく

ださい。 



第 3章 USBファンクション・コントローラ 

ユーザーズ・マニュアル  A19071JJ2V0UM 171

3. 6 特定状態でのレジスタ値 

 

表 3－16 特定状態でのレジスタ値（1/2） 

レジスタ名 CPUリセット時 Bus Reset時 

UF0E0Nレジスタ 00H 値を保持 

UF0E0NAレジスタ 00H 値を保持 

UF0ENレジスタ 00H 値を保持 

UF0ENMレジスタ 00H 値を保持 

UF0SDSレジスタ 00H 値を保持 

UF0CLRレジスタ 00H 値を保持 

UF0SETレジスタ 00H 値を保持 

UF0EPS0レジスタ 00H 値を保持 

UF0EPS1レジスタ 00H 値を保持 

UF0EPS2レジスタ 00H 値を保持 

UF0IS0レジスタ 00H 値を保持 

UF0IS1レジスタ 00H 値を保持 

UF0IS2レジスタ 00H 値を保持 

UF0IS3レジスタ 00H 値を保持 

UF0IS4レジスタ 00H 値を保持 

UF0IM0レジスタ 00H 値を保持 

UF0IM1レジスタ 00H 値を保持 

UF0IM2レジスタ 00H 値を保持 

UF0IM3レジスタ 00H 値を保持 

UF0IM4レジスタ 00H 値を保持 

UF0IC0レジスタ FFH 値を保持 

UF0IC1レジスタ FFH 値を保持 

UF0IC2レジスタ FFH 値を保持 

UF0IC3レジスタ FFH 値を保持 

UF0IC4レジスタ FFH 値を保持 

UF0IDRレジスタ 00H 値を保持 

UF0DMS0レジスタ 00H 値を保持 

UF0DMS1レジスタ 00H 値を保持 

UF0FIC0レジスタ 00H 値を保持 

UF0FIC1レジスタ 00H 値を保持 

UF0DENDレジスタ 00H 値を保持 

UF0GPRレジスタ 00H 値を保持 

UF0MODCレジスタ 00H 値を保持 

UF0MODSレジスタ 00H ビット 2（CONF）：クリア（0），
それ以外のビット：値を保持 

UF0AIFNレジスタ 00H 値を保持 

UF0AASレジスタ 00H 値を保持 

UF0ASSレジスタ 00H 00H 

UF0E1IMレジスタ 00H 値を保持 

UF0E2IMレジスタ 00H 値を保持 
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表 3－16 特定状態でのレジスタ値（2/2） 

レジスタ名 CPUリセット時 Bus Reset時 

UF0E7IMレジスタ 00H 値を保持 

UF0E0Rレジスタ 不定
注 1 値を保持 

UF0E0Lレジスタ 00H 値を保持 

UF0E0STレジスタ 00H 00H 

UF0E0Wレジスタ 不定
注 1 値を保持 

UF0BO1レジスタ 不定
注 1 値を保持 

UF0BO1Lレジスタ 00H 値を保持 

UF0BI1レジスタ 不定
注 1 値を保持 

UF0INT1レジスタ 不定 値を保持 

UF0DSTLレジスタ 00H 00H 

UF0E0SLレジスタ 00H 00H 

UF0E1SLレジスタ 00H 00H 

UF0E2SLレジスタ 00H 00H 

UF0E7SLレジスタ 00H 00H 

UF0ADRSレジスタ 00H 00H 

UF0CNFレジスタ 00H 00H 

UF0IF0レジスタ 00H 00H 

UF0IF1レジスタ 00H 00H 

UF0IF2レジスタ 00H 00H 

UF0IF3レジスタ 00H 00H 

UF0IF4レジスタ 00H 00H 

UF0DSCLレジスタ 00H 値を保持 

UF0DDnレジスタ（n = 0-17） 注 2 注 2 

UF0CIEnレジスタ（n = 0-255） 注 2 注 2 

注 1. 該当のレジスタは，FIFO制御のため，UF0FICnレジスタでのクリアと同様に

RESET信号がアクティブになると，ライト・ポインタ，カウンタ，リード・ポ

インタのすべてがクリアされるので，RESET信号によって，クリアできます。 

 2. 該当のレジスタは，クリアできません。ただし，ファームウエア・ライト可能な

ので，任意の値を書き込めます（その場合は，必ず UF0E0NAレジスタの EP0NKA

ビット = 1にしてから行ってください）。 
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3. 7 ファームウエア処理 

 

ファームウエア処理は次に示すものに対して行います。 

 

○エニマレーション処理中の SET_CONFIGURATION, SET_INTERFACE, SET_FEATURE, 

CLEAR_FEATUREリクエストに対する装置側の設定処理 

○自動処理対象外の XXXXStandardリクエスト，XXXXClassリクエスト，XXXXVendorリクエストの解析と

その処理 

○バルク転送の OUTトークンに続くデータの受信バッファからの読み出し 

○バルク転送の INトークンに対して返信されるデータの書き込み 

○インタラプト転送のトークンに対して返信されるデータの書き込み 

 

次にファームウエア対応のリクエストを示します。 
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表 3－17 ファームウエア対応の標準リクエスト 

リクエスト 受信側 処理／頻度 説 明 

CLEAR_FEATURE Interface 自動 STALL 

応答 

bmRequestTypeでは予約しているが，機能セレクタ値がないため，
Interfaceにはこの要求は来ないと思われます。 

このリクエストを受けた場合，ハードウエアは自動 STALL応答します。

SET_FEATURE Interface 自動 STALL 

応答 

bmRequestTypeでは予約しているが，機能セレクタ値がないため，
Interfaceにはこの要求はないと思われます。 

このリクエストを受けた場合，ハードウエアは自動 STALL応答します。

GET_DESCRIPTOR String ファームウエア ストリング・ディスクリプタを返します。 

SETUPトークンでこのリクエストを受信すると，ハードウエアは
ファームウエアに対して CPUDEC割り込み要求を発生します。ファー
ムウエアは CPUDEC割り込み要求からリクエストの内容をデコード
し，ホストに返すデータを UF0E0Wレジスタに書き込みます。 

SET_DESCRIPTOR Device ファームウエア デバイス・ディスクリプタを書き換えます。 

SETUPトークンでこのリクエストを受信すると，ハードウエアは
ファームウエアに対して CPUDEC割り込み要求を発生します。ファー
ムウエアは CPUDEC割り込み要求からリクエストの内容をデコード
し，次のコントロール転送（OUT）のデータを UF0DDnレジスタに書
き込みます（n = 0-17）。 

SET_DESCRIPTOR Configuration ファームウエア コンフィギュレーション・ディスクリプタを書き換えます。 

SETUPトークンでこのリクエストを受信すると，ハードウエアは
ファームウエアに対して CPUDEC割り込み要求を発生します｡ファー
ムウエアは CPUDEC割り込み要求からリクエストの内容をデコード
し，次のコントロール転送（OUT）のデータを UF0CIEnレジスタに書
き込みます（n = 0-255）。 

SET_DESCRIPTOR String ファームウエア ストリング・ディスクリプタを書き換えます。 

SETUPトークンでこのリクエストを受信すると，ハードウエアは
ファームウエアに対して CPUDEC割り込み要求を発生します。ファー
ムウエアは CPUDEC割り込み要求からリクエストの内容をデコード
し，次のコントロール転送（OUT）のデータを取り込みます。 

その他のリクエスト NA ファームウエア SETUPトークンでその他のリクエストを受信すると，ハードウエアは
ファームウエアに対して CPUDEC割り込み要求を発生します。ファー
ムウエアは CPUDEC割り込み要求からリクエストの内容をデコード
し，必要な処理を行ってください。 
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3. 7. 1 初期化処理 

初期化処理には次の 2つの設定があります。 

 

・リクエスト・データ・レジスタの初期化 

・割り込みの設定 

 

リクエスト・データ・レジスタの初期化では，自動返信処理を行う GET_XXXXリクエストに対するデータの

書き込みと Endpointの Interfaceに対する割り当てを行います。割り込みの設定では，確認する必要のない割り

込み要因に対して，UF0IMnレジスタにより割り込みのマスクを行います（n = 0-4）。 

次にフローを示します。 

 

図 3－9 リクエスト・データ・レジスタの初期化 

 

 
START 

UF0E0NAレジスタ = 01H 

No

END 

EP0NKA = 1？ 
（UF0E0NA） 

Yes 

リクエスト・データ・ 
レジスタの初期化設定 

UF0MODCレジスタ = 
40H or 00H 

Interfaceと Endpointの設定 

UF0E0NAレジスタ = 00H 

備考 n = 0-255 

：図 3-10 リクエスト・データ・レジスタの初期化設定参照 

UF0CIEnレジスタの総数が 256バイトを越える場合は， 
UF0MODCレジスタ = 40Hに設定し， 
UF0CIEnレジスタへの書き込みは不要 

：図 3-11 Interfaceと Endpointの設定参照 

Endpoint0に対する NAK応答を解除 

 

 



第 3章 USBファンクション・コントローラ 

ユーザーズ・マニュアル  A19071JJ2V0UM 176 

図 3－10 リクエスト・データ・レジスタの初期化設定 

 
 

UF0EnSLレジスタ = 00H 

UF0DSCLレジスタの設定 

UF0DDmレジスタの入力 

UF0CIEaレジスタの入力 

備考 m = 0-17 
a = 0-255 

n = 0-2, 7で対象の Endpointを使用しない場合 
は設定不要 

UF0CIEaレジスタの総数バイト長を入力

UF0CIEaレジスタの総数が 256バイトを越える場合は， 
UF0MODCレジスタ = 40Hに設定し， 
UF0CIEaレジスタへの書き込みは不要 

UF0DSTLレジスタ = 0XH 
0XHの値は電力供給方式による 
・SFPW = 1：セルフ・パワード 
・SFPW = 0：バス・パワード 

 

 

図 3－11 Interfaceと Endpointの設定 

 

 

UF0AASレジスタの設定 

UF0EnIMレジスタの設定 

備考 n = 1-2, 7 

Interface番号と 5連または 2連 Alternative Settingの 
リンクを設定 

Endpoint nの対象 Interfaceと Alternative Setting 
とのリンクを設定。対象の Endpointを使用しない場合は， 
00Hに設定 

UF0AIFNレジスタの設定 

ADDIF，IFNO1，IFNO0 = 000：Interface番号 0有効 
ADDIF，IFNO1，IFNO0 = 100：Interface番号 0,1有効 
ADDIF，IFNO1，IFNO0 = 101：Interface番号 0-2有効 
ADDIF，IFNO1，IFNO0 = 110：Interface番号 0-3有効 
ADDIF，IFNO1，IFNO0 = 111：Interface番号 0-4有効 
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図 3－12 割り込みの設定 

 

 
 START 

END 

UF0IMnレジスタの設定 

備考 n = 0-4 

割り込み要因に対して不要な割り込み要求（INTUSBF0） 
の発行を回避するために割り込みのマスクを行います。 

IMR3レジスタの設定 
割込みコントローラのマスク･レジスタで監視する割込みの 
マスクを解除します。（CPU機能 11.3.5参照） 

MEMC_INTENレジスタの設定 
ファンクション・ブリッジからの割り込み要求の発生制御を 
設定します。 
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3. 7. 2 割り込み処理 

次にフローを示します。 

 

図 3－13 割り込み処理 

 
 

START 

INTUSBF0アクティブ 

END 

割り込み処理実施 

備考 ◆：ハードウエアによる処理 

◆ 

UF0ISnレジスタの読み出し 

UF0ICnレジスタの 
対象ビット = 0 

（n = 0-3） 

 

 

次に示す UF0ISnレジスタのビットは，条件を満たしたときにハードウエアにより，自動的にクリアされます

（n = 1-4）。 

 

・UF0IS1レジスタの E0INDT, E0ODT, SUCES, STG, CPUDECビット 

・UF0IS2レジスタの BKI1DT, IT1DTビット 

・UF0IS3レジスタの BKO1FL, BKO1DTビット 

 

なお，UF0ICnレジスタでの割り込み要因のクリアは，対象となる割り込み要因のハードウエアによるセット

より，優先順位は低いため，タイミングによってはクリアできない場合があります（n = 0-4）。 
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3. 7. 3 USBファンクション・メイン処理 

USBファンクション・メイン処理では，USBトランザクションに対する処理を行います。対象となるトラン

ザクションのタイプは次のとおりです。 

 

・コントロール転送に対する完全自動処理リクエスト 

・コントロール転送に対する自動処理リクエスト 

（SET_CONFIGURATION, SET_INTERFACE, SET_FEATURE, CLEAR_FEATURE） 

・コントロール転送に対する CPUDECリクエスト 

・バルク転送（IN）に対する処理 

・バルク転送（OUT）に対する処理 

・インタラプト転送（IN）に対する処理 

 

Endpoint nに対する処理は，データ転送の書き込みまたは読み出し処理です。なお，以降で示すフロー・チャー

トは PIOを対象にしたものです。 

 

（1）コントロール転送に対する完全自動処理リクエスト 

コントロール転送に対する完全自動処理リクエストは，ハードウエアで処理のすべてを実行するため，

ファームウエアでは参照できません。このため，ファームウエアで特別に処理する必要はありません｡ 

 

（2）コントロール転送に対する自動処理リクエスト 

（SET_CONFIGURATION, SET_INTERFACE, SET_FEATURE, CLEAR_FEATURE）

SET_CONFIGURATION, SET_INTERFACE, SET_FEATURE, CLEAR_FEATUREのコントロール転送に対

する自動処理リクエストに対してレジスタ等への書き込み処理などはハードウエアで自動的に実行されます

が，装置側での認知のために割り込み要求を発行します。特に処理すべきことがない場合は，この処理は無

視してもかまいません。 

次にフローを示します。 
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図 3－14 コントロール転送に対する自動処理リクエスト 

 
 

備考 ◆：ハードウエアによる処理 

START 

SETUPトークン受信 

No 

END 

CLEAR_FEATURE？ 
Yes 

：図 3-15 CLEAR_FEATURE処理参照

◆

CLEAR_FEATURE処理 

リクエスト・デコード 

◆

◆

No 

SET_FEATURE？ 
Yes 

：図 3-16 SET_FEATURE処理参照 

SET_FEATURE処理

◆

No 

SET_CONFIGURATION？ 
Yes 

：図 3-17 SET_CONFIGURATION処理参照

SET_CONFIGURATION処理

◆

No 
その他の自動リクエスト？ 

Yes 

自動処理 

◆

◆

◆

◆

◆

CPUDEC処理 

END 

INTUSBF0 
アクティブ 

◆ 

No

CLRRQ = 1？ 
（UF0IS0） 

Yes

UF0ISnレジスタの読み出し

（n = 0, 1）

SETRQ = 1？ 
（UF0IS0） 

Yes

No

不正な処理 

UF0CLRレジスタの読み出し

各リクエストに対する 
ファームウエア処理 

END 

UF0SETレジスタの読み出し

各リクエストに対する 
ファームウエア処理 

END 
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図 3－15 CLEAR_FEATURE処理 

 
 

CLRRQ = 1 
（UF0IS0） 

UF0DSTLレジスタ をクリア 

UF0EnSLレジスタをクリア 

HALTn = 0 
（UF0EPS2） 

備考 1. n = 0-2，7 

2. ◆：ハードウエアにより処理 

UF0CLRレジスタ = 0XH 
0XHの値は対応のビットをセット(1)する。 
なお，UF0IS0レジスタの EPHALTビットはすべての 
Halt Featureがクリアされたときだけ，クリア（0）されます。 

◆

◆

◆

◆

◆
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図 3－16 SET_FEATURE処理 

 
 

SETRQ = 1 
（UF0IS0） 

UF0DSTLレジスタ をセット 

UF0EnSLレジスタをセット 

HALTn = 1 
（UF0EPS2） 

備考 1. n = 0-2，7 

2. ◆：ハードウエアにより処理 

UF0SETレジスタ = 0XH 
0XHの値は対応のビットをセット(1)する。 
なお，UF0IS0レジスタの EPHALTビットは 
UF0DSTLレジスタのセットでは，セット（1）されません。 

◆

◆

◆

◆

◆

EPHALT = 1 
（UF0IS0） 

◆

 

 

図 3－17 SET_CONFIGURATION処理 

 

 

備考 ◆：ハードウエアにより処理 

SETRQ = 1 
（UF0IS0） 

CONF = 1 
（UF0MODS） 

UF0CNFレジスタの設定 

SETCON = 1 
（UF0SET） 

◆

◆

◆

◆
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（3）コントロール転送に対する CPUDECリクエスト 

CPUDECリクエストは，コントロール転送（ライト），コントロール転送（リード），コントロール転送

（データなし）の 3つの処理に分類できます。コントロール転送（ライト）はデータ・ステージで OUTト

ランザクションを利用するリクエスト（例：SET_DESCRIPTOR），コントロール転送（リード）はデータ・

ステージで INトランザクションを利用するリクエスト（例：GET_DESCRIPTOR），コントロール転送（デー

タなし）はデータ・ステージを持たないリクエスト（例：SET_CONFIGURATION）を示します。 

次にフローを示します。 

 

図 3－18 コントロール転送に対する CPUDECリクエスト（1/12） 

 

 

START 

INTUSBF0アクティブ 

NoCPUDEC = 1？ 
（UF0IS1） 

Yes

PROTC = 0 
（UF0IC1） 

STGM = 0（UF0IM1） 
CPUDECM = 1（UF0IM1） 

FWリクエスト・デコード 

備考 1. n = 0，1 

2. ◆：ハードウエアによる処理 

（a）トークン・フェーズ（1/2） 

◆

適切な割り込み処理実施 

G

E

UF0ISnレジスタの読み出し

CPUDEC = 0 
（UF0IS1） 

◆

UF0E0STレジスタの読み出し
×8回 

A
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図 3－18 コントロール転送に対する CPUDECリクエスト（2/12） 

 
 

No
サポート・リクエスト？ 

Yes 

SNDSTL = 1 
（UF0SDS） 

EP0RC = 1 
（UF0FIC0） 

SNDSTL = 0 
（UF0SDS） 

備考 1. n = 0，1 

2. ◆：ハードウエアによる処理 

（a）トークン・フェーズ（2/2） 

A 

UF0ISnレジスタの読み出し

STALLハンドシェーク応答 

◆

STGM = 1（UF0IM1） 
CPUDECM = 0（UF0IM1） 

デバイスがデコードした 
リクエストをサポートして 
いるかどうかを判定します。 

No 

コントロール転送（リード）？ 
Yes

No 

コントロール転送（ライト）？ 
Yes

GET_DESCRIPTOR String 
のようなコントロール 
転送（IN）を利用する 
リクエストです。 

SET_DESCRIPTOR String 
のようなコントロール 
転送（OUT）を利用する 
リクエストです。 

B

C

D 

No

PROT = 1？ 
（UF0IS1） 

Yes

E 

コントロール転送（ライト）系の 
未対応リクエストの場合，STALL応答する前に 
OUT転送によって，FIFOへの書き込みが行われ 
てしまう可能性があるため，FIFOクリアして 
ください。 

Yes

SETUPトークン受信？ 
No◆

END 
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図 3－18 コントロール転送に対する CPUDECリクエスト（3/12） 

 
 

No
INトークン受信？ 

Yes

NAK送信 

E0IN = 1 
（UF0IS1） 

UF0E0Wレジスタへの書き込み

備考 1. n = 0，1 

2. ◆：ハードウエアによる処理 

（b）コントロール転送（リード）（1/4） 

不正な処理 

B

UF0ISnレジスタの読み出し

INTUSBF0アクティブ 

F

◆

◆

◆

◆

NoE0IN = 1？ 
（UF0IS1） 

Yes

E0INM = 1 
（UF0IM1） 

I

FIFOサイズ以上の返信データが存在する場合には， 
FIFOサイズ単位に分割し，ロー・データ・バイト 
から順次書き込みを行います。 
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図 3－18 コントロール転送に対する CPUDECリクエスト（4/12） 

 
 

No
FIFOフル？ 

Yes

EP0NKW = 1 
（UF0E0N） 

UF0E0Wレジスタの 
データ送信 

備考 ◆：ハードウエアによる処理 

（b）コントロール転送（リード）（2/4） 

E0DED = 1 
（UF0DEND） 

F

G

◆

◆

◆

No
INトークン受信？ 

Yes

H

YesPROT = 1？ 
（UF0IS1） 

No
EP0WC = 1 
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図 3－18 コントロール転送に対する CPUDECリクエスト（5/12） 
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図 3－18 コントロール転送に対する CPUDECリクエスト（6/12） 
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図 3－18 コントロール転送に対する CPUDECリクエスト（7/12） 
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図 3－18 コントロール転送に対する CPUDECリクエスト（8/12） 
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データ長更新 
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図 3－18 コントロール転送に対する CPUDECリクエスト（9/12） 
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図 3－18 コントロール転送に対する CPUDECリクエスト（10/12） 
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図 3－18 コントロール転送に対する CPUDECリクエスト（11/12） 
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図 3－18 コントロール転送に対する CPUDECリクエスト（12/12） 

 
 

E0INM = 1（UF0IM1） 
STGM = 1（UF0IM1） 
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2. ◆：ハードウエアによる処理 
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SUCESC = 0（UF0IC1） 
E0INC = 0（UF0IC1） 

E0INDTC = 0（UF0IC1） 

Nullパケットのデータ送信 
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◆
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◆
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（4）バルク転送（IN）に対する処理 

バルク転送（IN）は，Endpoint1に割り当てられています。Endpoint1に対する制御フローを示します。 

 

図 3－19 バルク転送（IN）に対する処理（Endpoint1の場合） 

 

 

備考 1. n = 2，3 

2. ◆：ハードウエアによる処理 
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◆ 

No 
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SIE側の状況によってビット値の 
タイミングは変わります。 

：図 3-24 ハードウエアによる 
 並列処理参照 
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図 3－20 ハードウエアによる並列処理 
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INトークン受信？ 

Yes

UF0BI1レジスタ 
のデータ送信 
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（5）バルク転送（OUT）に対する処理 

バルク転送（OUT）は，Endpoint2に割り当てられています。Endpoint2に対する制御フローを示します。 

 

図 3－21 バルク転送（OUT）に対する通常処理（Endpoint2の場合） 
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Yes
データ長 0以外？ 

No
◆

BKO1DT = 0（UF0IS3） 
BKOUT1 = 0（UF0EPS0） 

UF0BO1Lレジスタ 
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なお，バルク転送（OUT）に関してシステムが期待するデータ量以上のデータがホストから送信されてく

る場合も考えられます。PFESiP/V850EP1では，USBバスの転送レートがアップし，できるかぎり NAK応

答しないようにバス側のアクセス中でも CPU側からの読み出しができるようにバルク転送（OUT）の

Endpoint2は，64バイトのダブル・バッファ構成になっています。このため，ホストがシステムの期待する

データ量以上のデータを送ってくると，最悪 128バイト分，余計に自動受信する可能性があります。この場

合，システムの期待するデータ量が残り 2パケット分になった時点で，Endpoint2に対する通常処理から次

に示す制御フローに切り替えてください。Endpoint2に対する制御フローを示します。 
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図 3－22 システムの期待するデータ量以上のデータが送られてくるときの処理（Endpoint2の場合）（1/2） 
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No
正常受信？ 

Yes

BKO1FL = 1（UF0IS3） 
BKO1NK = 1（UF0EN） 

UF0ISnレジスタの読み出し
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図 3－22 システムの期待するデータ量以上のデータが送られてくるときの処理（Endpoint2の場合）（2/2） 
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（6）インタラプト転送（IN）に対する処理 

インタラプト転送（IN）は，Endpoint7に割り当てられています。Endpoint7に対する制御フローを示し

ます。 

 

図 3－23 インタラプト転送（IN）に対する処理（Endpoint7の場合） 
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3. 7. 4 Suspend/Resume処理 

Suspend/Resume処理はシステムの構成によって，その処理方法は異なります。ここでは，1つの例を示しま

す。 

 

図 3－24 Suspend/Resume処理例（1/3） 
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図 3－24 Suspend/Resume処理例（2/3） 
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図 3－24 Suspend/Resume処理例（3/3） 

 
 

備考 ◆：ハードウエアによる処理 
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3. 7. 5 電源投入後の処理 

電源投入後の処理はシステムの構成によって，その処理方法は異なります。ここでは，1つの例を示します。 

 

図 3－25 電源投入後の処理／電源切断の処理例（1/3） 

 

 

注 1. USBバスのプルアップ抵抗のスイッチングなどの制御信号として，汎用ポートを 1本使用してください。 

2. 注 1で割り当てられる汎用ポートは，初期値が入力の場合や，コントロール・モードが選択されている場合があります。

電源投入時の D+のプルアップ処理のアクティブ・レベルには注意してください。 
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レジスタの初期化設定 

ポート制御注 2 

◆

◆

：図 3-10 リクエスト・データ・ 
 レジスタの初期化設定参照 
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D+のプルアップ処理 
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◆

◆
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：図 3-10 リクエスト・データ・ 
 レジスタの初期化設定参照 

備考 ◆：ハードウエアによる処理 
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図 3－25 電源投入後の処理／電源切断の処理例（2/3） 
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GET_DESCRIPTOR Device

リクエスト受信 

SET_ADDRESS 
リクエスト受信 

UF0ADRSレジスタへの 
書き込み 

MPACK = 1 
（UF0MODS） 

（a）

◆

◆

◆

SET_CONFIGURATION 1 
リクエスト受信 

◆

SETCON = 1（UF0SET） 
SETRQ = 1（UF0IS0） 

CONF = 1（UF0MODS） 
UF0CNFレジスタ = 01H 
有効 Endpoint = DATA0 

◆

SET_INTERFACE 
リクエスト受信 

◆

SETINT = 1（UF0IS4） 
UF0ASSレジスタの設定 
UF0IFmレジスタの設定 
有効 Endpoint = DATA0 

◆

処理継続

 

 



第 3章 USBファンクション・コントローラ 

ユーザーズ・マニュアル  A19071JJ2V0UM 207

図 3－25 電源投入後の処理／電源切断の処理例（3/3） 

 
 

注 ・セルフ・パワード（UF0DSTLレジスタの SFPWビット = 1）の場合に，コネクタが抜かれたこ

とを検出します。この場合，USBコネクタの VDDラインを監視し，その結果を VBUSDET端子に

入力してください。VBUSDETは，INTUSBF0として割り込み通知されますが、その際、ノイズ・

フィルタ設定レジスタに応じたノイズ除去時間が加わることに注意してください。 

・HUBチップなどと同一基板に実装する場合に，HUBから電源が遮断されていることを検出します。 

（b）電源切断の処理 

NoVBSOF = 1 
（UF0IS0） 

Yes

切断 

END 

FIFOクリアなどの処理 
または 

MRST = 1（UF0GPR） 

START 

割り込み処理 

◆

備考 ◆：ハードウエアによる処理 

VBSOF = 1（UF0IS0） 

◆

UF0ISnレジスタの読み出し

INTUSBF0アクティブ 

◆

不正な処理
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3. 7. 6 DMAモードによるバルク転送 

Endpoint1/Endpoint2は，PFESiP/V850EP1内蔵 DMAコントローラ（DMAC）の転送対象 I/Oとなってバルク

転送動作を行うインタフェースを持っています。これを使用するためには,まず初期化処理において DMAC側の

インタフェースを，これに割り当てる必要があります。図 3－26にその例を示します。DMACのレジスタ詳細に

ついてはユーザーズ・マニュアル ハードウエア編（CPU機能）8. 4 制御レジスタを，UDMSレジスタ詳細に

ついてはユーザーズ・マニュアル ハードウエア編（CPU機能）10. 6 USB接続用 DMAインタフェース信号

を，それぞれ参照してください。 

転送動作はホストからの指示で起動され，ファームウエアは割り込みによってそれを捉えます。図 3－27は,

ホストからのイン・トークン／アウト・トークンによる起動指示に対応する処理フロー例です。割り込みを受け

て DMAC側の設定を行った後，UF0IDRレジスタの DQBI1MS/DQBO1MSビットで動作を DMAモードに切り替

え，EP1_DCR1/EP2_DCR1のマスク・ビット解除で転送をハードウエアで開始するのを許可します。転送デー

タは，DMA専用の EP1_BULK_IN/EP2_BULK_OUTレジスタを介して読み書きします。転送終了は

INTUSBF1/INTUSBF2信号または INTUSBF0信号で捉えられます。後処理としてフルでない FIFOのトグルや割

り込み要因，終了ステータスのクリアなどを行ってください。 

起動方法の若干異なるストレージ・クラスのバルク・オンリー方式も，処理フローはほぼ同じです。詳細はア

プリケーション・ノート USBファンクション・サンプル・ソフト編を参照してください。 

 

図 3－26 DMAの初期化処理 

 
 

DXC ← 0x01（DMAコントローラへクロック供給）

START 

UDMS[3:0] ← 0x8＋n（バルク転送（IN）に DMAチャネル
nを指定） 

DTFRm ← 0x01（DMA チャネル m のトリガ要因に
DMARQZmを指定） 

UF0DEND ← 0x40（送信 FIFO自動トグル） 

DTFRn  ←  0x01（DMA チャネル n のトリガ要因に
DMARQZnを指定） 

UDMS[7:4] ← 0x8＋m（バルク転送（OUT）に DMAチャネ
ル mを指定） 

END 

UFMK0（IMR3） ← 0（INTUSBF0割り込みマスク解除）

 

 

★

★
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図 3－27 DMAモードでのバルク転送処理フロー例（1/2） 

 

（a）バルク転送（OUT）による DMA転送 

 

OUTトークン受信? 

DXADCm ← transfer size: 8 bit 
source address settled  
destination address inclement 
Single transfer 
IO -> MEM 

DXSAm ← CS5 + BulkOutレジスタ・アドレス 

Yes 

BKO1DT = 1 
No 

DXDAm ← dataポインタの CS + dataポインタ 

DXBCm ← 転送サイズ − 1 

DXCHCm ← 0x01（転送要求許可） 

UF0IDR ← 0x12（EP2DMA要求許可／デマンド・モード） 

EP2L/M/H_DCR2 ← 転送サイズ 

EP2_DCR1 ← 0x01（転送要求許可） 

No

EP2_BULK_OUT 書き込み 

EP2_BULK_OUT  DMA読み出し

Yes

正常受信? 
No

Yes

EP2_BULK_OUT クリア 

BKO1DT(UF0IS3) <= 1 
BKOUT1(UF0EPS0) <= 1 
DQE2(UF0DMS0) <= 1

DMA 要求信号アサート 

EP2_TCNT == 0 

No

Length回? 

Yes

No

Yes

BKO1DT(UF0IS3) <= 0
BKOUT1(UF0EPS0) <= 0 
DQE2(UF0DMS0) <= 0

DMA 要求信号デアサート 

MaxPacket ? 

No

Yes

DSPE2(UF0DMS1) <= 1 
SHORT(UF0IS0) <= 1 

DRQBO1MS(UF0IDR) <= 0

INTUSBF0アサート 

DQE2(UF0DMS0) <= 0 
DEDE2(UF0DMS1) <= 1 
DMAED(UF0IS0) <= 1 

DRQBO1MS(UF0IDR) <= 0 

INTUSBF0アサート 
INTUSBF2アサート 

DMA要求信号デアサート 

MEMC_INT <- 02H 

DXCHCm <- 00H 

UF0DIS0読み出し 

DMAED = 1 

Yes 

No

DMAED(UF0IS0)クリア 
(UFIC0) 

UF0DMS1読み出し 

DEDE2 = 1 

Yes 

No

フル・パケット転送終了処理 

start 

SHORT = 1 

Yes 

No

SHORT(UF0IS0)クリア 
(UFIC0) 

UF0DMS1読み出し 

DSPE = 1 

Yes 

No

ショート・パケット転送終了処理 

END 

備考 ◆：ハードウエアによる処理 

 

 

★
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図 3－27 DMAモードでのバルク転送処理フロー例（2/2） 

 

（b）バルク転送（IN）による DMA転送 

 

FIFOフル 

DXADCn ← transfer size: 8 bit 
source address inclement  
destination address settled 
Single transfer 
MEM -> IO 

DXDAn ← CS5 + BulkInレジスタ・アドレス 

DXSAn ← dataポインタの CS + dataポインタ 

DXBCn ← 転送サイズ − 1 

DXCHCn ← 0x01（転送要求許可） 

UF0IDR ← 0x42（EP1DMA要求許可／デマンド・モード） 

EP1L/M/H_DCR2 ← 転送サイズ 

EP1_DCR1 ← 0x01（転送要求許可） 

Yes 

DQE(UF0DMS0) <= 1 

EP1_BULK_IN  DMA書き込み 

No

DMA 要求信号アサート 

EP1_TCNT == 0 

No

BKI1T(UF0DEND) = 1 

Yes

Yes

BK11DT(UF0IS2) <= 1 
BKI1NK(UF0EN) <= 1 

DQE1(UF0DMS0) <= 0

DMA 要求信号デアサート 

CPU FIFO empty 

No 

Yes 

DMAED = 1 

Yes 

No 

DMAED(UF0IS0)クリア 
(UFIC0)

UF0DMS1読み出し 

DEDE1 = 1 

Yes 

No 

start 

END 

FIFO フル 
No 

Yes

BKI1T(UF0DEND) = 1 

Yes 

No 

DQE1(UF0DMS0) <= 0 
DEDE1(UF0DMS1) <= 1 
DMAED(UF0IS0) <= 1 

DRQBI1MS(UF0IDR) <= 0 

BKI1DT(UF0IS2) <= 0
BKI1NK(UF0EN) <= 0 

DQDE1(UF0DMS0) <= 0 
DEDE1(UF0DMS1) <= 1 
DMAED(UF0IS0) <= 1 

DRQBO1MS(UF0IDR) <= 0

INTUSBF0アサート 
INTUSBF1アサート 

DMA 要求信号デアサート 

MEMC_INT <- 01H 

DXCHCn <- 00H 

UF0IS0読み出し 

UF0DMS1読み出し 

送信処理 
（図 3－20）

備考 ◆：ハードウエアによる処理 

 

★
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3. 7. 7 USBファンクション・コントローラからの割り込み 

USBファンクション・コントローラでは，EPCやブリッジまたは外部からの割り込みを統合し，5本の割り込

みとしてシステムへ通知します。 

5本の割り込み信号に対し，割り込みコントローラはエッジ検出により割り込み発生を認識します。そのため，

INTUSBF0-INTUSBF2に対する割り込み処理を行うときは，必ず割り込み処理の先頭ですべての割り込み要因の

クリアを行ってください。割り込み要因が残っていると，新たに割り込みが起動されないことがあります。 

 

表 3－18 USBファンクション・コントローラからの割り込み 

ステータス・レジスタ 
割り込み信号 

レジスタ名 bit 要因略称 
発生要因 

7 BUSRST Bus Reset 発生 

6 RSUSPD Resumeまたは Suspendに状態変化 

5 VBSOF VBUS OFF検出 

4 SHORT ショート・パケット発行（DMA転送時） 

3 DMAED DMA転送終了 

2 SETRQ 自動処理対象のコントロール転送完了 

1 CLRRQ CLEAR_FEATUREリクエストを受信し，自動処理完了

UF0IS0 

0 EPHALT Endpoint ストール 

6 E0IN EP0 NAK応答（INトークン） 

5 E0INDT UF0E0Wレジスタから送信完了 
（イン・トランザクション完了） 

4 E0ODT UF0E0Rレジスタに正常に受信 
（アウト・トランザクション完了） 

3 SUCES コントロール転送正常終了 

2 STG コントロール転送でステータス・ステージに遷移 

1 PROT SETUPトークン受信 

UF0IS1 

0 CPUDEC SETUPトークン受信（自動応答でないリクエスト受信）

5 BKI1IN EP1 NAK応答（INトークン） 

4 BKI1DT FIFOトグル動作発生（EP1にデータ書き込み可） 

UF0IS2 

0 IT1DT EP7送信完了 

3 BKO1FL UF0BOnレジスタの両方の FIFOに受信データが存在 

2 BKO1NL Nullパケット受信（EP2） 

1 BKO1NAK EP1 NAK応答（OUTトークン） 

UF0IS3 

0 BKO1DT EP2データ受信完了 

0 EP1_ENDINT DMA転送終了（EP1） 

INTUSBF0 

MEMC_INT 

1 EP2_ENDINT DMA転送終了（EP2） 

INTUSBF1 MEMC_INT 0 EP1_ENDINT DMA転送終了（EP1） 

INTUSBF2 MEMC_INT 1 EP2_ENDINT DMA転送終了（EP2） 

INTUSBF3      Resume状態が発生[SIE] 

INTUSBF4      VBUS ON検出[外部信号] 

 

各割り込み通知に対するファームウエア処理内容については，3. 7 ファームウエア処理を参照してください。 
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第4章 外部回路構成 
 

 

 

USB伝送において，ホスト・コントローラとファンクション・コントローラが対向して通信する場合，相手を識別

するために，USB信号（D＋/D-）にプルアップ，プルダウン抵抗を接続する必要があります。また PFESiP/V850EP1

では，直列抵抗を接続する必要もあります。 

PFESiP/V850EP1はこれらのプルアップ，プルダウン抵抗，直列抵抗を内蔵していませんので，PFESiP/V850EP1

外部で接続してください。 

下記は USB伝送路の構成概略図です。詳しい外付け構成については，各項にて説明します。 

 

図 4－1 USB伝送路のプルアップ，プルダウン，直列抵抗の概略構成 

 

 
VDD

ホスト・ 
デバイス 

15 kΩ±5%

24Ω±5% 

PFESiP/V850EP1を使用する場合は 
直列抵抗を接続してください。 

15 kΩ±5% 

24Ω±5% 

D+ 

D- 

ホスト側 

VDD

24Ω±5% 

24Ω±5% 

ファンクション・
デバイス 

ファンクション側

Low Speedのとき High Speedのとき 

（PFESiP/V850EP1のファンクション・ 
コントローラは Full Speed固定） 

Speedに合わせてどちらかを実装する 
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4. 1 USBホスト・コントローラの接続構成 

 

図 4－2 USBホスト・コントローラの接続例 

 
 

PFESiP/V850EP1 

UHD0P 

UHD0M 

3.3 V

USBハイサイド・スイッチ
の信号極性，周辺回路構成
は，USBハイサイド・スイ
ッチのドキュメントを参照
してください。 

OHCI 
Host 

Controller 

USB 
Buffer 

USB 
Buffer 

USB 
ハイサイド・
スイッチ

CTR1

CTR2

FLG1 

FLG2 

PPON0 

PPON1 

OCI0 

OCI1 

OUT1

OUT2

USB 
コネクタ 

D+ 
D- 

VBUS 

GND 

USB 
コネクタ 

D+ 
D- 

VBUS 

GND 

UHD1P 

UHD1M 

24Ω±5%

24Ω±5%

15 kΩ±5%

PFESiP/V850EP1に近い位置に直列抵抗を挿入してください。
D+/D-（抵抗-コネクタ間）を等長配線してください。 
（差動で 90Ω±5%を推奨します） 

PFESiP/V850EP1に近い位置に直列抵抗を挿入してください。
D+/D-（抵抗-コネクタ間）を等長配線してください。 
（差動で 90Ω±5%を推奨します） 

15 kΩ±5%
D+/D-にプルダウン抵抗を接続します。 

D+/D-にプルダウン抵抗を接続します。

24Ω±5%

24Ω±5%

15 kΩ±5% 15 kΩ±5%

 

 

4. 1. 1 USB信号接続について 

 

（1）D+/D-への直列抵抗の接続 

PFESiP/V850EP1の USBホスト・コントローラの D+/D-端子（UHD0P, UHD0M, UHD1P, UHD1M）には，

24Ω±5%の抵抗を直列に接続してください。これを接続しないとインピーダンス規格を満たさないだけで

なく，出力波形が乱れる原因となります。 

直列抵抗は，なるべく PFESiP/V850EP1に近い位置に配置し，直列抵抗から USBコネクタまでは，D+/D-

のインピーダンスが等しくなるよう，なるべく等長配線してください。（差動で 90Ω±5%を推奨します） 

 

（2）D+/D-のプルダウン接続 

D+/D-端子（UHD0P, UHD0M, UHD1P, UHD1M）は，15 kΩ±5%で GNDにプルダウンしてください。 

この場合，ファンクション・デバイス未接続と同様の構成になります。 
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4. 1. 2 USB電源接続について 

 

（1）過電流検出，電源制御について 

PFESiP/V850EP1には，USBポートの過電流検出回路と電源制御回路は内蔵していません。これらの機

能をシステムでサポートする場合には，外部回路で構成し OCI, PPON端子に接続してください。 

USBポートの過電流検出と電源制御を行うための外部回路制御に用いる OCI, PPON信号に関する動作に

ついて次に示します。 

 

表 4－1 OCI／PPON信号の説明 

端子 入出力 レベル 意 味 

OCI 入力 1 オーバ・カレントを検出していない 

  0 オーバ・カレントを検出した 

PPON 出力 1 VBUSへの電源供給 ON 

  0 VBUSへの電源供給 OFF 

 

図 4－2は，過電流検出，電源（VBUS）制御のための接続例です。USBコネクタとの接続構成にもより

ますが，これにより USBバス未使用時にそのポートの VBUSを停止させ電力を削減させることが可能にな

ります。対向する USBファンクション・デバイスが Bus-Poweredタイプである場合は，この接続例のよう

に，ハイサイド・スイッチをご使用になることをお奨めします。 

 

（2）ルート Hubレジスタ設定条件による VBUSの制御仕様 

VBUSを制御するための PPSビットの制御は HcRhDescriptorA・HcRhDescriptorBレジスタ（RootHub

制御系レジスタ）の設定により変化します。 

ポートごとの VBUS制御を行う場合，NoPowerSwitchingビット =‘1’，PortSwitchingModeビット = ‘1’

に設定する必要があります。 
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4. 2 USBファンクション・コントローラの接続構成 

 

図 4－3 USBファンクション・コントローラ接続例 

 

 

IC1

USBコネクタ 

PFESiP/V850EP1 

24Ω±5%

ポート端子 

VBUSDET 

UFDP 

UFDM 

3.3 V 

24Ω±5%

1.5 kΩ±5% 

D+ 

VBUS 

D- 

3.3 V

IC2

INTUSBF4

R1

R2PFESiP/V850EP1 に近い位置に直列抵抗を挿入して
ください。 
D+/D-（抵抗-コネクタ間）を等長配線してください。
（差動で 90Ω±5%を推奨します） 

R1:R2で VBUSを抵抗分圧します

50 kΩ以上 
（フローティング防止） 

お使いになる PORT 端子のバッファ・タイ
プ（プルダウン・プルアップ）を考慮して，
プルアップ抵抗値を決定してください 

シュミット推奨

D+にプルアップ抵抗を 
接続します 

 

 

4. 2. 1 USB信号接続について 

 

（1）D+/D-への直列抵抗の接続 

PFESiP/V850EP1の USBファンクション・コントローラの D+/D-端子（UFDP, UFDM）には，24Ω±5%

の抵抗を直列に接続してください。これを接続しないとインピーダンス規格を満たさないだけでなく，出力

波形が乱れる原因となります。 

直列抵抗は，なるべく PFESiP/V850EP1に近い位置に配置し，直列抵抗から USBコネクタまでは，D+/D-

のインピーダンスが等しくなるよう，なるべく等長配線してください（差動で 90Ω±5%を推奨します）。 

 

（2）D+のプルアップ制御 

PFESiP/V850EP1のファンクション・コントローラはフル・スピード（FS）ですので，D+端子（UFDP）

は 1.5 kΩ±5%で 3.3 V電源にプルアップしてください。 

USBホスト／HUBへの接続通知（D+プルアップ）を禁止したい場合（優先度の高い処理中，初期化処理

中など），システムでは D+のプルアップを汎用ポートにより制御してください。図 4－3の回路例のように

D+のプルアップ制御信号および VBUS入力信号は，汎用ポートと USBケーブル VBUSを使用して（AND

回路），制御してください。図 4－3では，汎用ポートがハイ・レベルの場合，D+プルアップ禁止となりま

す（汎用ポート端子の初期値は入力ポートのため，プルアップによりハイ・レベルを確保してください）。 

また，図 4－3の IC2には，システム電源オフ時に電圧印加が可能な ICを使用してください。 
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（3）USBケーブル接続／切断の検出 

USBファンクション・コントローラは，ハードウエアでそのステートを管理しているため，接続／切断を

認識する VBUSDET信号が必要となります。図 4－3のように，VBUS信号を抵抗分圧し，IC1を経由して

から VBUSDETへ接続してください（VBUS（5 V）を直接 VBUSDETへ接続しないでください）。ファン

クション・コントローラが電源オフの場合に，USBホスト／HUBに USBケーブル VBUSが接続されると，

USBホスト／HUBから電圧（5 V）が印加されます。そのため，図 4－3の IC1には，システム電源オフ時

に電圧印加が可能な ICを使用してください。 

また，図 4－3の回路において，切断する際，VBUSの電圧降下中に VBUSDET信号が不安定になる場合

があります。このため，図 4－3の IC1にはシュミット・バッファを使用することを推奨します。 

 

（4）初期化時または未使用時のフローティング防止 

初期化時または未使用時には，フローティング状態を避けるため，D+/D-端子は 50 kΩ以上でプルダウン

してください。 
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4. 3 クロックとリセット 

 

USBファンクション・コントローラ，USBホスト・コントローラとも UCLKが必要です。UCLKは，48 MHz±

1500 ppmの信号を供給してください。UCLKの精度が低下すると，送信データが USB規格を満足できなくなりま

す。 

 

表 4－2 UCLKタイミング 

項目 略号 MIN. TYP MAX. 単位 

UCLK周波数 φS －1500 ppm 48 ＋1500 ppm MHz 

UCLKハイ・レベル幅 tHWS 8.0 － － ns 

UCLKロー・レベル幅 tLWS 8.0 － － ns 

 

USBホスト・コントローラのみ，PCIインタフェースを使用するために PCLKINが必要です。PCLKINは，25

～33 MHzの信号を供給してください。 

 

表 4－3 PCLKタイミング 

項目 略号 MIN. TYP MAX. 単位 

PCLK周波数 φS 25 － 33 MHz 

PCLKハイ・レベル幅 tHWS 9.0 － － ns 

PCLKロー・レベル幅 tLWS 9.0 － － ns 

 

 

USBファンクション・コントローラ，USBホスト・コントローラのリセットは，CPUシステム・リセットと共

用しています。USBホスト・コントローラを含めてリセットするときには PCLKINを供給してください。リセット

時間は最低 60 nsです。 

 

★

★ 
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5. 1 USBポート状態の遷移制御 

 

OHCI規格では，バス・エラーによりポートが Disable状態となった場合，HCDによりポートを Enable状態へ

遷移させる制御方法は次の 2通りが規定されています。 

 

① HcRhPortStatus[1:2]レジスタの SetPortEnableビットのセット（1） 

② HcRhPortStatus[1:2]レジスタの SetPortResetビットのセット（1）により，ポート・リセット信号をアサー

トしそのポート・リセットが終了したとき 

 

Universal Serial Bus Specification Revision 1.1では②のみサポートしておりますが，本ホスト・コントローラは，

①②のどちらかを選択して使用することができます。②の方法を選んだ場合，ポートの状態を Enableへ遷移させ

る制御は SetPortResetビットの操作により行うよう，ソフトウエア設計を行ってください。 

 

5. 2 HUB段数の制約 

 

Inter Packet Delayに関して，HUB段数に制限があります。USB規格で許される最大の（worstの）遅延値を持

つ HUBを使用し，あいだをすべて 5 mケーブルでつないだ場合では，HUB段数は最大 3段です。ケーブルを 3 m

にし通常の遅延値を持つ HUBを使用する場合は，最大 5段です。 
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